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　シギルノジチ経きよう国こく経きよう王おう宮ぐう――。




　施し政せい殿でん最さい奥おうにある一室で、経王シギルノジチ六世の懐ふところ刀がたなといわれる三人の諮し問もん官かんが密談をしていた。

　諮問官とは、経王から直じき々じきに政策を下か問もんされ、また王に対して政策を上じよう奏そうできる者のことで、王の側そつ近きん中の側近である。

　さほど広くない薄暗い部屋の中央に三角形の卓たくが据すえられ、その周りに三人の人物が腰を下ろしている。

　幾いくつかの燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの弱々しい炎に浮かびあがる三人は。

　一の諮問官、アイゼン・ハウリステ・エランドル。

　二の諮問官、レムル・レムリ・レムラ。

　三の諮問官、ギュストゥ・ギュスタゥバ・ギュントォル。

　この三人が、実質的にシギルノジチ経国を動かす最高実力者といってもよかった。

「ルーアル・ソシエダイは盛さかんに動いておるようだの」

　と言ったのはアイゼン。

　いちばん年上である彼が、諮問官の席次では最上位にいる。見た目を素直に信じれば五十歳前後といったところか。

「戦うしか能のうのない奴らですから。いえ、脳がない……というべきかしらね」

「相変わらずキツいな、レムル殿は」

「事実を述べたまでのことですわよ、ギュストゥ殿」

　レムルとギュストゥはもっと若い。二人とも年齢が判り難にくい風ふう貌ぼうをしているが、レムルは三十代の前半かという女性、ギュストゥはもう少し年長で、三十代後半から四十歳くらいの男性だろう。

　室内だというのに、三人とも丈が膝ひざ下したまである、不思議な文もん様よう入りの長くてゆったりとした外がい套とうを羽は織おっていた。

「そのとおりですがね。もう少し言い方があるでしょうに。仮にも我らの同どう盟めい国こくなのですから」

「くっくくく、同盟国な。言い換えれば使い捨ての駒ということだが。言葉を選ぶと、随ずい分ぶんとそれらしく聞こえるものよな。せいぜい持ちあげ、思い切り利用してやろうではないか」

「向こうも、こちらのことを利用しようと思っているでしょうね」

「くっくく、どちらがより上う手まく相手を利用するかの競争じゃの」

「そういう意味では、奴らが一いつ生しよう懸けん命めい戦ってくれるのはありがたいですわね。こちらはもっと効率のよい方法で勢力を浸しん透とうさせることができますもの」

「そう、その浸透じゃがの。現状、どうなっておる？」

　アイゼンとギュストゥがレムルに目をやった。

「順調に進んではおりませんわよ」

「そうか。進むのならそれがいちばん手っ取り早かったのじゃが、そう甘くもないか。ま、連中が断るのは想定の範囲内。そろそろきゃつらの出番かの」

「そうですわね。そろそろ」

　レムルが口の端を吊りあげて笑った。

「黒くろ猫ねこ、アトラダ・フェレスの出番ですわね」

「死因には気をつけるようにの。暗こ殺ろされたことが判るようでいて判らんという状況がもっとも望ましい」

「承しよう知ちしておりますとも」

「ルーアル・ソシエダイの連中が何千という兵を動員しているあいだに、我らは数十人の黒くろ猫ねこを動かすだけで同じような成果を得られるのですからね」

「脳のう味み噌そにも筋肉が詰まっているバロス三世の辞書には、効率的という単語なぞ載のっていないのじゃろうよ」

　三人は声を忍ばせて笑った。

「大だい平へい原げんなぞ、連中にくれてやればよい。我らはクセルクス盆地を奪とり、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの持っている銀山を確保できれば、それでよいのじゃ」

　アイゼンがそう言うと、ギュストゥが大きく頷うなずいた。

「あそこを押さえれば、ベティス本国までもあと一歩ですしね」

「銀山の近くでは高価な希き少しよう金きん属ぞくも見つかっていますわよ」

「さよう。兵を動かす機会は少なければ少ないほどよい。そうすれば、金もかからないからの」

「ルーアル・ソシエダイが、せっせと大平原を掠かすめ取っているあいだに、我らは労ろうせずして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本拠地を奪ってしまいましょう。あそこにある良質な銀山は、経王様の遠大な構想の実現に必ずや貢こう献けんしてくれるはずです」

　というギュストゥの言葉に、レムルがやんわりと注意をする。

「ですが、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは手強いですわよ。労せずしてこちらの手駒にしよう……という企くわだては一度失敗していますもの」

「そうじゃの。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本拠地を奪うときだけは、こちらとしても兵を出すのは避けられんの」

「そのときのための手駒もおりますわ」

　アイゼンが眼めを細めた。

「ああ、あれな。本当に使えるのか？」

「使えなければ、そのまま擂すり潰つぶしてしまえばよろしいのですわよ、アイゼン殿。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部の一人でも二人でも道連れにしてくれれば上出来でしょう」

「せっかく拾って養ってきたのじゃから、せめて無駄飯食いにだけはなってほしくないものじゃな。こちらの期待通りに働いてくれればよいがの。元鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ二番隊隊長、ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュ」
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　ル・アンヘルの街をルーアル・ソシエダイ王国軍の攻撃から守りきった鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、大だい平へい原げん中部の要よう衝しよう、都市国家マナティウスに戻っていた。

　すでに月は変わり、青の世紀四六年二の月、白はく鴉あの月になっている。




　ガブリエラ団長、レフレンシア副団長、そしてクシューシカ、アルゴラ、ヨーコの各番隊長も各おの々おのの部隊を率いてマナティウスに駐ちゆう留りゆうしたままだ。

　大平原で何かある度たびにクセルクス盆地から出で張ばってくるのでは時間もかかるし、効率が悪すぎる。ということで、どこかで何かが起きても直すぐに対応が取れるように、団長、副団長と、現鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの主力といってもいい三つの番隊をマナティウスに置いておくことにしたのである。

　これはベティスからも強く要よう請せいされたことで、レフレンシアに言わせれば、

「一つ貸しを作った」

　ということになる。

「こうして、貸しを作ったり返されたり、借りを作ったり返したりというのが、同どう盟めいの関係というか、あり方だな。もっとも、白兎騎士団われわれとベティスでは規き模ぼが違う。あちらが庇護者パトローネスなのだから、白兎騎士団われわれが借りをたくさん作ってもいいんだけど、借りを作ってばかりでは義務を果たしたことにならないからね。こうして、ときどきは貸しを作ることも大事な仕事なんだよ」

　レフレンシアのこの説明は、団長位に昇ったばかりのガブリエラに対する講義という意味合いもあったに違いない。

　本当に勉強になります。

　レフレンシアの心遣いに感謝するガブリエラである。

　ベティス大公国の要請を容いれた形なので、滞たい在ざいにかかる費用や団員を養う兵ひよう糧ろうなどはベティスがその大半を負担することで話がついている。

「こういう折せつ衝しようも団長や副団長の仕事になるわけだけど、とりあえず今はわたしに任せておいてくれればいい」

　ガブリエラは、自然とレフレンシアに対して頭を下げたものだ。

「ありがとうございます」

「団長には、こんなはした金じゃなくて、そのうちもっと大きなお金を毟むしり取ってきてもらうからさ」

　お礼を言うのを早まったかと後悔するガブリエラである。
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「さて、団長、クシューシカ、次に敵はどう出ると思う？」

　マナティウスの王宮に確保した一室――関係者は白兎騎士団しろうさぎ代表部と呼んでいる――でお茶を飲みながら、レフレンシア、ガブリエラ、クシューシカの三人が話をしている。

　秘書官たちは隣室に控えているので、この部屋にいるのは三人だけだ。

　三人共が特徴的な白い長なが裳もに身を包み、これまた独特な白い兎うさ耳みみ帽子を被っている。

「このあいだ、副団長はル・アンヘルを攻めてくるのではないかと仰おつしやいましたね」

「団長、べつに敬語は要らないよ？」

「あ……えぇと、言いましたよね」

　レフレンシアは笑いを堪こらえながら応えた。

「言った言った」

「しかも、コリントゥスを陥おとした指揮官が来ると。何か根こん拠きよがあるのですか？」

「単なる勘かんだけどね」

　かくっ、とガブリエラが椅い子すの上で小さくずっこけた。

「団長、副団長の勘を馬鹿にしてはいけないぞ。何しろ人間離れして鋭いからな」

「クシューシカ、それって、わたしのことを遠回しに『人間じゃない』って言っていないかい？」

「そんなことは、まったく言っていません」

「まぁいいけど」

　茶器に残っていたお茶を飲み干したレフレンシアは、空になった茶器をゆっくり方ほう卓たくの上に戻し、隣室に通じる扉へ顔を巡めぐらせた。

「お～～い、ジュンエン！」

「押っす」

　威い勢せいのいい返事が聞こえ、勢いよく扉が開けられた。

「お呼びですか、副団長？」













　三人同様、白い長裳に身を包んで頭に兎耳帽子を載せたジュンエンが顔を出す。髪を短く刈っているせいもあるのだろうが、どことなく少年っぽい雰囲気の女子だった。

　彼女は、つい最近レフレンシアの専属秘書官となったジュンエン・ジュエルハウデ。

　それまでレフレンシアの専属秘書官だったカイエとアマネーは、その戦闘力の高さを買われ、番隊へと異動になっていた。

　ジュンエンの父親は山やま士しで、彼女も幼い頃から父親と一緒に各地の鉱山を渡り歩いていたとかで、本人曰いわく、

「おっさん連中に混じって働いてたので、ずいぶんと男らしい気き性しように育ってしまった」

　のだそうな。

　まだ新人同然の二回生だが、レフレンシアがけっこう気に入っていて、カイエとアマネーの後あと釜がまにと、彼女を抜ばつ擢てきしていた。

「お茶のお代わりをもらえるかな。みんなの分も」

「押っす、直すぐにお持ちします！　しばしお待ちを！」

　てきぱきと空からの茶器を回収すると、ジュンエンは足早に部屋から出ていった。

「感じのいい娘こですね……って、先輩をいい娘こだなんていったらいけないのかもしれませんけれど」

　とガブリエラが頭を掻かくと。

「君はもう団長なんだから、先輩後輩を気にする必要はないさ。後輩として先輩に接するのではなく、団長として二回生に接すればいいんだ。というより、そうすべきだね」

「……ですか。でも、頭では理解していても、なかなか実行は難しいですね」

「だから手始めに、わたしやクシューシカのことを呼び捨てにして罵ののしればいいんだよ。それができれば、誰にだって団長として接することが可能だろ？」

　ぶるぶるぶると、ガブリエラが凄い勢いで首を左右に振るのを、クシューシカが苦笑しながら見ている。

　少し無む駄だ話ばなしをしていると、ほどなくジュンエンが戻ってきた。

　彼女は三人にお茶を配ると、

「何かあれば、いつでもお声をおかけください。では、失礼しまっす」

　と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして隣室へと引っ込んだ。

「では、本題に戻ろうか」

　新しい茶器を手に取ったレフレンシアが、一口、お茶をすすった。

「ルーアル・ソシエダイからすれば、ル・アンヘルはどうしても確保したい街だ。大平原を自分たちの勢力下に収めようという戦略目標の実現には欠かせない。あそこを取り戻せば、北と南の両方向からマナティウスに圧力をかけることが可能になる。だから、切り札の投入もあるのじゃないかと思ったんだよ」

「あ、それ！」

　ガブリエラがぽんと手を打った。

「ん？　どれ？」

「南部……というか、大平原の東南部、です」

「ああ、そうか。団長はそちらで何か手を打ってくると言うんだね？」

「はい。今回はル・アンヘルを奪だつ回かいできなかったわけですが、東南部で何かしらの代だい償しようを得られれば、釣つり合いは取れると思いませんか？」

「その可能性はあるな。もしかしたら……また両面作戦でくるかもしれない」

　クシューシカが嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「またですか。ただでさえ兵力が足りないのに、あちらもこちらもでは、白兎騎士団われわれの対応が追いつきませんね」

「仕方がないさ。ベティスでさえ大平原に充分な兵力展開ができないんだから、総勢で五、六百しかいない我々には二方面作戦なんか不可能だよ」

　ガブリエラが不安そうな表情になった。

「二方面作戦……というより、そのうち三方面作戦になりませんか？」

「シギルノジチがしゃしゃり出てくれば、当然、そうなるな」

「ですが、奴ら、今のところ随ずい分ぶんとおとなしいですね」

　とクシューシカが首を捻ひねると。

「たしかに、連中がおとなしいのが逆に不気味ではある。そろそろ何か動きを見せてもいい頃だと思うんだけど……どうせ、真っ当な方法は取ってこないだろうけどさ」

「と言いますと？」

「そうだな。また黒くろ猫ねこをクセルクス盆地へ送り込むとか」

　ガブリエラとクシューシカが、はっと目を見開いた。

「まさか、白兎騎士団しろうさぎの本城へ刺客を!?」

　レフレンシアの表情が引き締まった。

「すでに一度、襲われているからね。それに今は、ヨーコにアルゴラ、そして君もいないからな、クシューシカ。少し警備を厳しくしておくようにマクトゥシュやアナに伝えておくべきかもしれない」

「アルゴラかヨーコ、あるいはわたしでもいいのですが、一人本城へ戻しますか？」

「いや……こっちはこっちで手が足りない。近いうちに、またルーアル・ソシエダイ軍が動きだすだろうし。本城のほうは、今いる面めん子つでなんとかしてもらおう」

「あの、失礼します」

　隣室から声がかかった。レオチェルリの声だ。

「どうしました、レオチェルリ？」

「ジラルディ将軍から遣つかいの方が見えました」

「将軍から？　遣いはなんて言っていた、レオッチェ？」

「『ガブリエラ団長殿、レフレンシア副団長殿、クシューシカ番隊長筆ひつ頭とう殿には、急ぎ評ひよう定じようの間まへお越しくだされたし』とのことでした。なんでもルーアル・ソシエダイ軍がオクトスの街の近くに城じよう砦さいの構築を始めているのが確認されたそうで、大至急、対策会議を催もよおしたいとのことです」

　三人は顔を見合わせる。

「やれやれ、敵は東南部で動いたか。ガブリエラ団長の読みが当たったな」

　レフレンシアが肩をすくめると、ガブリエラが小首を傾かしげた。

「城砦の構築……どの程度の規模なのでしょう」

「さて、ベティスはどこまで把は握あくしているのか。仕方がない、会議に顔を出して詳細を確かめてこよう。続きは、今からの対策会議が終わってからだ。ひょっとすると、また出撃する羽は目めになるかもしれないな。覚悟しておけよ、クシューシカ」

　クシューシカは苦笑しつつ頷いた。

「席の温まる暇もないとはこのことですね」

　椅子から立ちあがった三人は、隣室に控えている秘書官に声をかけ、ジラルディ将軍が待ち受ける評定の間へ向かった。

　またもや、ルーアル・ソシエダイ軍とベティス・白はく兎と連合軍の武力衝突が必ひつ至しの情勢となってきた。
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　白くて不定形な薄い皮ひ膜まくに巻きつかれたような嫌な感覚。

　まったく見通しは利きかず、視認距離は僅わずか数ヤルドしかない。直すぐそこに立っている味方の姿が時折ふっと薄れ、夢む幻げんのように儚はかなく感じられる。

「こんな濃い霧は滅めつ多たにあるものではないな。前後左右どころか、天地の感覚すら失ってしまいそうな気がするぞ」

　そう言って、作戦指揮官であるアインセル将軍は小さなため息を吐ついた。剛ごう勇ゆうを誇ほこる彼にしては珍しく弱気な印象だ。アインセルは第一大隊長も兼務している。

「言えてますね。地面だと思っていた物が実は霧で、今にも足裏の手応えがなくなって真っ逆さまに墜つい落らくしそうな、そんな錯さつ覚かくに陥りそうです」

　と応えたのは第二大隊長のゼノス。

　アインセルが指揮するベティス軍三個大隊は夜を徹てつして行軍を続けていたが、深夜になって霧に巻かれ、やむなく行軍を停止していた。

　本陣は小高い丘の上に置き、その周囲に部隊が陣を敷しいている。

「まぁ、何も見えないのはこちらもあちらも同じだから文句は言えないが」

　アインセルが言う「あちら」とは、近くで城じよう砦さいを築いているルーアル・ソシエダイ軍のことで、出撃したベティス軍の今回の作戦目標は、「あちら」がオクトスの街の先に構築している城砦の破壊である。

　今回の作戦に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは参加していなかった。

　ル・アンヘルの街を巡って戦ってきたばかりの白兎騎士団しろうさぎに、ジラルディ将軍が配はい慮りよしてくれたということだ。それに加えて、いつものレフレンシアの嫌味や皮肉も、白兎騎士団しろうさぎの作戦不参加に貢こう献けんしていた。

　という裏事情はさておき。

「ここまで視界が利かないと……不安になるな」

　アインセルは渋じゆう面めんを作って辺りを見渡した。

　どこまでも白い世界は、距離感も、方向感覚も失わせる。

　月も星も見えないから、方角を知ることもできない。

　レーダーや無線のない世界のこと、こうなると、手元にどんな立派な地図があろうとなんの役にも立たず、動きたくても動けなくなる。

　ここは大だい平へい原げんだから、山岳部で霧に巻かれたときのように、いきなり崖がけから転落とか険しい沢さわ筋すじに迷い込んで遭そう難なん……という虞おそれはないが、それでもまったく見通しが利かない中を移動するのは気持ちが悪い。

　朝になって気温が上がれば、自然と霧は晴れていく。霧が晴れれば視界は利くようになるから霧自体は大きな問題ではないのだが、アインセルにとって、狙っていた夜や襲しゆうが空くうを切ったことが大きな問題だった。
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　アインセル麾き下かの部隊が置かれている状況を、もう少し詳しく見てみよう。

　コリントゥスを陥おとし、後こう顧この憂うれいを断ったルーアル・ソシエダイ王国軍は、ル・アンヘルはそのままに、大平原東南部への圧力を強めてきた。

　その意味ではレフレンシアの読み――ルーアル・ソシエダイはル・アンヘルを攻めに来るのではないか――は外れたことになるのだが、これは順番が変わったという問題にすぎない。

　ルーアル・ソシエダイ王国、まずは東南部方面を制圧することを選んだのである。

　大平原東南部を制すれば、東部と南部の双方向からル・アンヘルに圧力をかけることができる。そうなれば、西方に問題を抱えるベティス大公国は、ル・アンヘルを支えるのが苦しくなる。結果としてルーアル・ソシエダイ側は、犠ぎ牲せいを少なく抑えてル・アンヘルを奪回することが可能になる。

　ル・アンヘルを奪回できれば、大平原中央部にも大きな楔くさびを打ち込める。

　コリントゥスを失い、ル・アンヘルを奪とり返されたとなれば、ベティスの威い信しんは地に落ち、周辺の友好国も動どう揺ようする。それは大平原における覇は権けん争いで、ルーアル・ソシエダイ王国が一歩も二歩も有利な位置に立つことを意味していた。

　ルーアル・ソシエダイ王国の戦略を易やす々やすと実現させるわけにはいかないベティス大公国としては、大平原方面で動員可能な兵力の中から三千を充あてて、ルーアル・ソシエダイ側の狙いを挫くじこうとしたのだった。

　さて、ベティス軍としては、ルーアル・ソシエダイ軍の狙いを挫くために、具体的にどうするのか。

　いま、ルーアル・ソシエダイ軍は自陣営の街ネレイドと、ベティス陣営の街オクトスの中間地点からやや南に下がった地点、クラン川とタレス川の合流地点に城砦を築き始めている。

　城砦構築に携たずさわる兵力は、およそ二千。それ以外に、民間から雇やとった工人たちが多数、構築に従事している。

　ここに城砦を築かれては、大平原東南部でのベティス軍の行動に大きな制約を受ける。どころか、オクトスを始めとするベティス陣営の街が大きな圧力を受けることになる。それを許さないためにも、ベティス大公国としては、城砦を築いているルーアル・ソシエダイ軍を叩いて城砦を破壊、自陣営の街の安全を確保する必要がある。

　築城中の敵城砦の破は却きやく。それが今回の作戦の戦術目標である。

　ベティス側の総兵力は三個大隊三千。

　後方には補給を担になう友好国の部隊が控えていて、その数は六百ほどいるが、ベティス軍はこれを戦闘要員として数えていない。あくまで三千が今回の作戦行動における兵力である。

　対して、ルーアル・ソシエダイ軍の城砦構築部隊は二千。

　兵数でもベティス側が勝まさっている上、ルーアル・ソシエダイ部隊は城砦の構築がその主目的であるから、部隊の何割かは工兵だろうと思われる。工兵であろうとなかろうと、いざとなれば剣を取って戦うのだが、戦闘兵に比べれば戦闘力が落ちるのも確かだ。

　白兎騎士団しろうさぎを例に取るなら、剣を取っての戦いになれば、庶務分隊員よりも番隊員のほうが総じて強いのと同じことである。

　となると、一見ベティス側が有利に思える。

　しかし、そう簡単に事は運ばない。

　まず、ルーアル・ソシエダイ側が城砦を築いているという事実がベティス側には厄やつ介かいだった。

　まだ完成していないという情報が入っているが、工程の何割かまでは進しん捗ちよくしているのが確実。となると、戦いが攻城戦の側面を持つことになる。未完成だとしても、城砦の中に籠こもって迎え討たれると、兵力比で有利だからといって、そのまま戦闘で有利になるとは限らない。

　中はともかく、城壁や空から壕ぼりが造られていると、それだけで立場は逆転する。ベティス軍は城砦を攻め陥おとさなくてはならなくなるのだから。

　そこでベティス大公国は、作戦行動に移る前に、念入りに物もの見みをさせた。他にも工人として雇われるために工作員を潜り込ませた。

　そして得られた情報から、城砦はまだ基礎工事が終わったところであり、城壁は未完、空壕に関しては手つかずであるということが確認された。

　それなら、三千の軍で城砦を急襲すればルーアル・ソシエダイの部隊は撤収せざるを得ないだろうと、そう結論づけた。

　たとえ野戦で叩けなくても、城砦構築部隊を撤収に追い込み、造りかけの城砦を破壊できれば、ベティス軍の戦術目標は達成されたことになる。

　ベティス軍首しゆ脳のうは作戦を実行するべく城砦攻撃軍を編制し、三個大隊をマナティウスから送りだしたのだった。

　西方での不ふ穏おんな動きに備えるため、大平原に展開していた兵力の一部を自国へ戻したベティスにとって、三千という兵力は、かなり思い切った数字である。

　マナティウス近辺の守りは、周辺の友好国からかき集めた部隊と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの駐留部隊に任せるより外ほかないという状況だったが、背に腹は代えられないという判断だ。

　作戦の目的は秘密にされたが、そうはいってもルーアル・ソシエダイ王国側も物見を放っているし、情報収集のための工作員も送り込んでいる。三千もの大軍が軍事行動の準備を始めればどうしたって目立つ。兵数が多くなればなるほど、作戦の準備には時間と金と人手がかかるのである。

　兵ひよう糧ろうや軍馬を集めなくてはならない。

　作戦を想定した軍事訓練を行わなくてはならない。

　それらの情報を完全に遮しや断だんするのは不可能だ。

　ベティス軍がマナティウスを進発する以前に、ルーアル・ソシエダイ側ではその軍事行動の目的をおおよそ摑つかんでいた。

　しかし、局面全体で有利に立っているルーアル・ソシエダイ側としては、ここで一気に雌し雄ゆうを決しようというつもりはない。とりあえずベティスの攻撃を跳ね返し、城砦の構築を続行できればよしとして、増援部隊として千を送ったにすぎなかった。

　これで兵数は五分と五分になった。

　造りかけとはいえ、城砦がある分だけ、ルーアル・ソシエダイ軍が有利な立場に立ったともいえる。それでもベティス軍は敵の城砦構築部隊を追い落とし、造りかけの城砦を破壊しなくてはならない。

　これが今のアインセルたちが置かれた状況だった。

　兵数的に互角となれば、攻めるほうが不利というのが軍事常識。アインセルは、その不利を夜襲によって挽ばん回かいしようとしたのである。

　この世界、この時代では、よほどのことがない限り、大部隊による夜間行軍は行われない。敵地ともなれば、なおさらである。

　見通しの利かない夜間に大勢の兵士が統制の取れた行動を取るのが至難の業わざだという理由が大きい。

　何度も言うが、無線もレーダーもＧＰＳもない時代では自分の目だけが頼りになる。自隊の位置、友軍の位置、敵部隊の位置、周囲の地形の把握など、見えない限り不可能なのだ。

　無理に夜間行軍をすれば、最悪、自軍がばらばらになってしまい、夜が明けてみると友軍同士が大きく離れた場所にいた、などという事態になりかねなかった。

　夜間行軍をするなら少数で。

　夜襲も、また然しかり。

　それがこの時代の軍事常識である。

　アインセルは敢あえてその常識に真っ向から挑戦しようとしているわけだが、そうでもしなければ、この作戦目標は達成できないと判断した上での苦肉の策であった。

　アインセルは伝令兵を多数配し、さらに各部隊ごとに密集隊形を取らせ、各部隊間に縄なわを渡すという奇き抜ばつな策で、互いの位置が離れないように配慮しつつ、行軍を続けてきたのである。

　ところが、城砦まであと少しという場所で予期せぬ霧によって行軍を阻まれてしまったのだった。

　軍事常識に挑戦するような夜間行軍を続けてきた城砦攻撃軍三千だったが、さすがに霧の中を全部隊がまとまって行軍するのは不可能だ。アインセルが勇ゆう猛もう果か敢かんな将軍だとしても、この不可能を可能にするだけの手札は持っていない。彼でなくても、誰でも同じことだろう。

　夜襲を断念せざるを得なくなったアインセルは、代だい替たい手しゆ段だんをどうするかで頭を痛めているところだった。
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　現在の時刻は、およそ二刻時くらい。今でいえば午前四時頃だから、真冬のこの時期、夜明けはまだ先だ。

　寒さは厳しいが、かといって火を焚たくわけにもいかない。付近に敵の物見が潜んでいる可能性があるのに、わざわざ自軍の居場所を敵に教える必要はない。

　行軍をしていればまだ救われる。体を動かしていれば体温の低下が抑えられるから。しかし、止まってしまうと寒さがひとしお身に染みる。

　ベティス兵は防寒具を身に着けているが、それだけで厳しい寒さに勝てるわけがない。全員がその場で足踏みをしたり跳びはねたりして、なんとか体を温めようと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　そんな中でも平然と本陣に立っているアインセルやゼノスたちは、さすがにベティス軍幹部といえるだろう。たとえそれが痩やせ我が慢まんだとしても。いや、痩せ我慢ができるからこその幹部というべきか。

　アインセルは鞘さやの先端を地面につけ、真っ直ぐに立てた剣の柄頭に両の掌てのひらを重ねて載せ、仁に王おう立だちしている。

「これだけ霧が濃いと下へ手たに物見も出せないな」

　傍かたわらにいる第二大隊長ゼノスと、第三大隊長のグラゥナは腕組みしたまま、小こ刻きざみに体を揺らしている。彼らも、寒いことは寒いのだ。

　グラゥナがゆっくりと顔を巡らせた。

　相変わらず、周囲に白い遮しや光こう布ぬのがかかったような状況が続いている。

「……ですね。放った物見が二度と自陣に戻ってこられなくなりそうです。というか、物見を出しても結局は何も見えないのですから、出す意味がないですね」

　というグラゥナの言葉に、ゼノスが小さく頷うなずいた。

「我々としては、霧が晴れてくれるのを待つしかないですか」

「晴れたとしても、夜が明けてからの話だからな。もう夜襲は利かん。この後、どうするかが大問題だ」

　アインセルが重々しい口調でそう言うと、居並ぶ幕ばく僚りようたちの顔を見やった。

「ここまで来ているのですから、霧が晴れて見通しが回復したら、そのまま城砦まで進めばいいのではありませんか？」

「そうです。敵が我らの接近に気づいていないのであれば、夜が明けたとしても、奇襲としては成立するのでは」

「しかし、敵が気づいていないという保証はないぞ？」

「いや、これだけの霧なのだ。予あらかじめ我々の存在を察知していたとしても、我々がどこにいるかまでは把は握あくできないだろう？」

　たしかに今の発言どおり、ルーアル・ソシエダイ軍がベティス軍の位置を正確に把握するのは不可能だ。もっとも、それはベティス軍にも当て嵌はまるのだが、その可能性を指摘する声は出なかった。

　幕僚たちの意見を黙って聞いていたアインセルは、やがて意見が出尽くしたのを機に最後の決断を下した。

「霧が晴れたら、このまま奇襲を敢かん行こうする」

　おお！　と幕僚たちがどよめく。

「城砦は構築の真っ最中だ。一日、二日と遅れれば、それだけ完成に近づいてしまう。城砦が堅くなれば、我々の作戦目標達成がさらに難しくなる」

　アインセルの言うとおり、城壁が完成しただけで城砦の防御力は跳ねあがる。兵数的に同数の攻撃軍が力攻めをすれば、多大な犠牲が出るだろう。犠牲が出るだけならまだしも、攻め陥とせないまま消しよう耗もうを続け、結局、退却を余よ儀ぎなくされる可能性が高まってしまう。

　であれば、多少の無理は承知で、城壁が未完成の今のうちに攻め陥としてしまおうとするのは、一つの考え方ではあるだろう。

「さらにこの霧だ。夜襲は断念せざるを得ないが、逆に考えれば、この霧が我々の存在を隠してくれたとも言える。せっかくここまで来たのだ。黙って手ぶらで帰るのも癪しやくではないか」

　アインセルがそう言うと、幕僚たちのあいだから小さな笑い声が上がった。

「とはいえ、日が高く昇って完全に霧が晴れてから行動を起こすのでは遅い。今のうちに前進しておこう」

「ですが、この霧で部隊を動かすのは……」

　第三大隊長のグラゥナが口を挟んだ。

　当然の疑念だろう。

　地形も方角も判らないまま何も見えない中を歩いても、確実に目標の方向へ進めるとは限らない。というより、進めはしない。

「クラン川に戻って、川沿いに進みますか？」

　というグラゥナの質問を、アインセルはあっさりと否定した。

「いや、川に沿ってでは土地に高低差があって大部隊が展開し難にくい。というより、この霧だ、今からでは川まで戻るのが難しい」

「では、どうやって城砦まで？」

「城砦まで進むというのではない」

　グラゥナだけでなくゼノスも首を捻ひねっている。アインセルは二人の疑念に応えてこう言った。

「今のうちに丘の前面に部隊を出して、戦闘隊形を取らせ、霧が晴れていくのに合わせて進撃を開始するということだ」

「なるほど、それなら……」

「霧が完全に晴れなくても、夜が明ければ見通しは改善されるはず。夜明けと共に行動を開始、前方の地形を視認し、城砦のある方角を特定し次第、突撃命令を出す」

「おお！」

「こうなれば、多少の危険を冒すこともやむを得ない。本陣で篝かがり火びを焚け。それを目印にして各部隊を丘の前面に移動させよ。兵たちには臨りん戦せん態たい勢せいを取らせて待機、夜明けを待って行動を開始する」

　アインセルは幕僚たちを呼び寄せ、野戦卓に広げた地図に木製の駒こまを載せ、取るべき陣形を指示する。

「……以上だ。ただちに準備に取りかかれ。準備が調ととのった部隊から移動を開始せよ」

「はっっ！」

　第二大隊長ゼノスと第三大隊長グラゥナが、松明を持つ兵に先導され、自隊の副官や幕僚を率いて丘を下りていった。

「では、我々も準備を開始するぞ」

　アインセルが第一大隊の副隊長、ポートレィに呼びかけた。

　アインセルは全軍の指揮官でもあるので、実質的には副隊長のポートレィが第一大隊の指揮を執とることになる。

　こうして城砦攻撃軍は慌ただしく出撃準備に取りかかったのだった。
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　すでに夜は明けた……はずである。

　黒い画が布ふに白い染せん料りようを塗りたくったような状況から、灰色の画布に白い染料を塗った程度には周囲が明るくなっているので、それと知れる。

　明るくなった分だけ、見通しが利くようになった。夜明け前には数ヤルド離れただけで人の姿は霧の中に溶けてしまったが、今は薄ぼんやりとではあるが、多少離れても人の形を保っている。

「よし、霧が晴れる前に突撃態勢を調えておくぞ。各大隊に通知。第二大隊を右翼へ、第三大隊を左翼へ配置。霧が晴れたら横陣で城砦に向けて突撃。南側から一斉に攻撃を開始する。投とう石せき機き部隊には射しや出しゆつが可能な状態を保持させておけ。魔術士にも攻撃魔法を用意させろ」

　ベティス軍は、攻城戦に備えて投石機などの攻城兵器を用意してきているのだ。他ほかにも城門や城壁を破壊するために使う破は城じよう槌ついや攻城櫓やぐらなども運んできている。

　夜襲をすると決めた時点で、破城槌や攻城櫓などの大型兵器は後方に残してきたが、投石機は運んできていた。

　アインセル将軍の命令の下、三個大隊三千の兵は、予め決められた陣形へと移動を開始した。

　城砦は三角形をしていて、二辺はクラン川とタレス川に面するように建っており、残りの一辺が南側の平地に向いている。ベティス軍は中央に第一大隊、右翼に第二大隊、左翼に第三大隊という横並びの陣形を取って、南側から一斉に城砦への攻撃を開始するつもりだった。

　城壁が完成していないのだから一点に集中攻撃をしかける必要はない。三隊が三カ所から同時に攻撃すればいい。どこか一カ所でも破れば敵は城砦を支えきれなくなる。

　むろん、城砦の外に野営している部隊もいるだろうが、この濃霧の中で臨戦態勢を取っているとは思えない。一いつ気き呵か成せいに蹴散らして城砦に迫るのみだ。
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　夜が明けて四半刻ほど経たっただろうか。

　少しずつ霧が薄れていく。

　風のない冬の夜、よく晴れると放ほう射しや冷れい却きやく現象が起こって気温が下がる。冷えた空気は地表付近に溜まり、さらに気温が下がっていく。その冷気が近くを流れる川かわ面もから立ちのぼる水蒸気を冷やし、霧が発生した。現代であれば、この霧の発生原因はそんなふうに分ぶん析せきされることだろう。アインセルたちはそこまで理論的に霧の発生メカニズムを知っているわけではないが、ある程度までは経験的に把握している。であれば、夜が明けて気温が上がっていけば霧は自然と消滅することも承知していた。

　大平原は全体として乾燥気味の気候であるが、河川の周辺では、冬場のよく晴れた日の夜間から早朝に、こうして霧が発生することが多いのも知られている。そうした霧は気温の上昇と共に晴れていくことも判っている。

　実際、先ほどまでは天から垂たれさがった白い遮光布に周囲を囲まれていたような状態だったのが、今では霧の隙間を透かして青空が垣かい間ま見えるようになっている。視認距離も上がってきた。

　これなら動ける。

　アインセル将軍はそう判断し、全軍に突撃命令を下した。

「目標は敵城砦。周囲にいる敵兵は蹴散らし、城砦に殺到せよ。構築中の城壁を破壊し、投石機で城砦内部を攻撃。投石機による攻撃の後、内部へ突入し、城砦を完かん膚ぷ無きまでに叩き潰つぶすのだ！」

「おお～～～～っっ！」

　ベティスの攻撃軍が白い霧を衝ついて動きだした。

　そして、僅かばかり進んだところで、彼らは信じられないものを見た。いや、信じられないものに出で遭あったと言うべきか。

　彼らの前面に臨戦態勢のルーアル・ソシエダイ軍部隊が展開していたのだった。
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　信じられないものに出遭ったのは、ルーアル・ソシエダイの側も同じだった。

　彼らも、目の前にベティス軍がいるなどとは夢にも思っていなかった。

　では、どうして彼らがここにいたのか。しかも臨戦態勢で。

　その理由は。

　ベティス軍が接近していることを物見の報告によって知った城砦構築部隊の指揮官のバルガスは、先手を打ってベティス軍に奇襲をかけようと部隊を動かしたのだ。城砦の守備に千を残し、二千で出撃したバルガスは、しかし、濃霧に遮られて進めなくなり、仕方なくその場に停止し、霧が晴れるのを待っていた。

　双方が同じようなことを考え、同じような行動を取り、同じように霧に巻かれた結果がこれだった。濃霧のため物見も見張りも役に立たないという特殊な条件下では起こりうることだが、これほど間ま近ぢかに接近するまで双方が共に気づかないのも珍しい。

　眼前に出現したベティス軍部隊に気づいたバルガスは仰ぎよう天てんし、狼ろう狽ばいする。

　まさか、こちらの出撃を読まれ、待ち構えられていたのか!?

　しかし彼は、直ぐにその可能性が低いことに思い至った。

　これほどの濃霧の中、我々がベティス軍の居場所を察知できなかったのと同様、ベティスにだって我々の居場所を把握できるはずがない。ということは……ここにいるのは偶然か？　つまり、敵も夜襲を考えてここまで移動してきて、霧に巻かれて行軍を停止したのだと？　その場所が偶然にもこちらの停止場所の直ぐ近くだったと？　それならお互い様というわけだが……。

　理由は判っても、バルガスにこの状況を打開する術すべはなかった。

　何しろ、敵軍は目と鼻の先にいるのだ。

　事実、彼が状況を分析しているあいだに、双方の最前部では衝突が始まっていた。

　戦端が開かれたのである。
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　事態打開の術がないのは、アインセルのほうでも同じだった。

　進撃を開始した直後に目の前に臨戦態勢の敵部隊が出現したのだ。彼が何かを命じる暇などありはしない。たとえ何かを命じたとしても、それを実行できるだけの時間的、空間的余裕はなかった。

　最前線に立つ兵士としては、目の前に敵が現れたら攻撃するだけだ。攻撃しなければ、敵から攻撃されるだけなのだから。

　幹部兵が何かを命じるより早く、兵士は敵に向けて矢を射かけていた。
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　ベティス兵が矢を撃ち、ルーアル・ソシエダイ兵から矢の応おう射しやがある。

　双方の弓矢攻撃は次第に激しさを増し、倒れる兵が続出する。

　何しろ距離が近い。近すぎる。

　通常行われる、牽けん制せいの意味合いを含んだ遠距離からの弓矢攻撃とは違って、敵は目の前にいるのだ。しかも密集隊形で。

　狙い撃つまでもなく、撃てば誰かに当たるといった状況だった。

　このままでは被害が増えるばかりで埒らちが明かない。

　そう考えたのか、あるいは進軍の勢いのままに……だったのか。

　ベティス軍の歩兵部隊が、槍やりを持ち防御楯を掲げ、敵部隊に向かって突進していった。

　ルーアル・ソシエダイ軍も弓兵を下げ、槍兵で迎え撃ち、そこかしこで激烈な叩き合いが始まった。

　こうなると、双方共に退ひくことはできない。退けば敵の勢いが増すだけだ。敵を叩き、追い返すしかない。

　混乱が混乱を呼び、乱戦が乱戦を呼ぶといった有様で、誰も何も命令を下さないまま、三千と二千の全面衝突が始まった。
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　開戦からは一刻以上経っただろうか。

　すでに日は高く昇り、霧は完全に晴れていた。

　冬の蒼そう天てんの下、今でも激戦が続いているが、形勢ははっきりと傾きだしている。

　このような予期せぬ遭遇戦では、通常の戦いに比べて損耗率が跳ねあがる。しかも、どちらかの損耗率だけが上がるのではなく、双方の損耗率が上がるのだ。

　片方が五十人倒れれば、もう一方も五十人倒れる。

　片方が百人倒れれば、もう一方も百人が倒れる。

　そういう展開になりがちであるのだが、事実、この戦いでもそうなった。

　となれば、最終的には兵力の多いベティス軍が有利となるのは明白だ。仮に双方千人ずつ倒れれば、ベティス軍の残りは二千。一方、ルーアル・ソシエダイ軍の残りは一千なのだから。

　実際、ここまで双方共に千人近くが死傷して戦闘から離脱していた。ルーアル・ソシエダイ軍にとっては、損耗率が五割という恐るべき数字である。

　現状、兵数の少ないルーアル・ソシエダイ軍がじりじりと押される展開になってきている。

　あと少しでルーアル・ソシエダイ軍が潰かい走そうする……というところまでベティス軍が追い詰めたところで、状況が一変した。

　霧が晴れた時点で城砦の留守部隊が出した物見が、衝突している両軍を発見して城砦へと走ったのだ。

　留守を任された指揮官は、報告を受けるや、直ただちに戦場へと走った。

　城砦を空にしても、出撃した友軍を救うべき。

　彼はそう判断した。

　その決断が、追い詰められたルーアル・ソシエダイ軍の出撃部隊を救うことになる。

　実際、この時点でルーアル・ソシエダイ軍出撃部隊を率いていたバルガスは、乱戦の最さ中なか、討ち死にしていた。

　あと少し。

　あと四半刻もあればルーアル・ソシエダイ軍は潰走し、ベティス軍は追撃に移っていただろう。追撃の勢いのままに城砦へと迫り、おそらく城砦の破壊にも成功していたのではないだろうか。

　しかし、ルーアル・ソシエダイ軍が崩れ去る直前に、戦場の横手に増援部隊――留守部隊一千――が現れた。それだけで攻守ところを変えた。

　兵数的にはようやく互角になっただけだが、ベティス兵が受けた心理的な衝撃は大きかった。その衝撃が、自分たちの疲労を思い起こさせる。

　ルーアル・ソシエダイの援軍は無傷の一千。それに比べ、自分たちは極度に消耗している。いま襲いかかられたら抵抗できない。そんな思いに囚とらわれる。

　逃げ始めた敵を追うより、新たに出現した敵部隊に備えたい、備えなければならないという心理的な足かせが働く。

　怯ひるんだ心は、体の動きに影響する。

　ベティス兵の攻撃の手が緩み、行き足が鈍った。

　潰走寸前だったルーアル・ソシエダイ軍は九死に一生を得た。かといって、ここから反撃に移るような余力は彼らにもない。ベティス軍の追撃がないのをこれ幸いとばかり、構築中の城砦へと逃走していくだけで精一杯だった。

　ベティス軍としては、ここで追撃に移りたかった。追撃ができれば、相手に壊滅的な打撃を与えられたはずだ。

　野戦で大部隊同士が衝突したとき、意外なことに戦っているあいだはそれほど多くの死傷者は出ないものだが、一方が敗走を始めたとなると話は別である。ばらばらに逃げる兵士は追撃してきた敵に何の抵抗もできず討ち取られてしまう。過去の戦史を紐ひも解といてみても、多数の討ち死にが出るのは敗走の最中という場合が圧倒的に多かった。

　だから、ベティス軍も追撃をしたかった。アインセルもそれを試みようとしたのだが、結局、断念せざるを得なかった。

　このとき、ベティス軍部隊にも敵を追撃するだけの余力がなかったのだ。

　敵との叩き合いで、すでに戦力の三分の一以上が損耗している。兵の消耗は激しい。戦場には無傷の敵増援部隊がいる。

　この条件で追撃に移れば、増援部隊との戦闘でさらなる犠牲が出るだろう。たとえ増援部隊を排除できたとしても、その頃には逃げたルーアル・ソシエダイ部隊は構築中の城砦に逃げ込んでいる。

　その場合、いくら城壁が完成していないといっても、疲ひ弊へいしたベティス軍が強攻して城砦を攻め陥とすのは至難の業だ。

　陥とせないまま犠牲が増えれば、そのうち敵に押し返され、退却する羽目になる。

　そうなれば立場は逆転する。

　今度は逃げるベティス軍が追撃を受けて壊滅しかねない。

　兵の損耗と疲労度を確認したアインセルは、追撃命令を出せなかった。

　その場に留まるベティス軍を後しり目めに、ルーアル・ソシエダイの増援部隊がゆっくりと引き揚げていった。

　戦闘による犠牲者は。

　ベティス軍三千のうち、戦死者が五百近く。負傷者は千以上。

　ルーアル・ソシエダイ軍二千のうち、戦死者が七百ほどで、負傷者が千近く。

　負傷者の傷の重さがどの程度なのかはこの時点で確認できていないが、ともあれ無傷の兵力はベティス軍が千五百で、ルーアル・ソシエダイ軍には三百と少ししかいない。

　もっとも、ルーアル・ソシエダイ軍には留守部隊の一千が丸々残っているので、残存兵力もほぼ互角である。
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　こうして双方が霧に巻かれて図はからずも真正面から激突してしまったこの戦いは、結局、痛み分けという結果に落ち着いた。

　しかし、構築中の敵城砦の破壊という戦術目標を達成できなかった分、ベティス軍にとっては負けに等しい引き分けといえるだろう。

　城砦への攻撃を断念したベティス軍は、負傷兵を収容すると後方へ退しりぞいていった。

　衝突の報告を聞いた大平原調略担当官アリアンレイは、負傷した千人近い兵に替えて、新たに千の兵を城砦に入れた。これで城砦構築軍部隊は二千三百ほどになった。

　ベティス側についていたコリントゥスが陥ちているため、背後を心配する必要がない。後方の兵力を前面に集中できるのだ。

　増員された構築軍部隊は急いで城砦の構築を進め、それから数日間で曲まがり形なりにも城壁を周囲に巡らせることができた。




　これが白はく鴉あの月の中旬頃のこと。

　大平原東南部の勢力比は、ルーアル・ソシエダイ王国側に有利に傾きつつあった。
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　マナティウスのベティス駐留軍指揮所に隣りん接せつする評ひよう定じようの間ま。




　王宮内の一室に設もうけられたこの広い部屋に、駐留軍司令であるジラルディ将軍以下、深しん刻こくそうな顔をしたベティス軍の幹かん部ぶが居並んでいる。

　送り込んだ攻撃部隊が、築城中のルーアル・ソシエダイ側の城じよう砦さいを破壊するのに失敗して撤てつ退たいしてきたため、将軍は新たに対策会議を催もよおすことにしたのである。

　ベティス軍の幹部とは対照的に、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの代表として出席しているガブリエラとレフレンシアはそれほど深刻そうでもないのだが、壁際に立てられた木もく板ばんに描かれている大だい平へい原げんの地図を注視しているのは、ベティス軍幹部と同様だった。

　すでに見てきたように、事態の推すい移いに即座に対応できるようにと、ガブリエラとレフレンシアはマナティウスに常じよう駐ちゆうしている。もちろん遊撃小隊と新しん雛ひよこ小隊も二人と行動を共にしており、アルゴラとヨーコ、クシューシカが率いる三中隊もマナティウスに駐留したままだった。

　ベティス側から、白はく兎と騎き士し団だんの戦闘部隊をマナティウスに常駐させてくれと要よう請せいされたことに、ガブリエラとレフレンシアが応えた結果である。

　今のところルーアル・ソシエダイ軍は活発に動いているが、シギルノジチ経きよう国こくのほうは目立った動きを見せていない。シギルノジチが動くにしても、直すぐに大がかりな軍事行動は取らないだろうという読みから、本拠地、クセルクス盆地の戦力が多少薄くても当面はかまわない、というのが二人の判断だった。
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　木板の前に立って状況説明をしていた、ベティス大公国マナティウス駐留軍軍務官が、話を終えて一同を見渡した。

　ベティスの軍務官というのは、参さん謀ぼうに近い役職だといえる。

「……というのが現状でありますが、何か質問は？」

　真っ先に手を挙あげたのはレフレンシアだった。

「レフレンシア殿」

　軍務官に指名されて、大きな方ほう卓たくにベティス軍の幹部たちと向き合って腰を下ろしていたレフレンシアが立ちあがる。

　彼女もガブリエラも鎧姿ではなく、特徴的な兎うさ耳みみ帽子に白い長なが裳もという出で立ちだ。ベティス側の幹部連も鎧は着用しておらず、通常の軍務服だった。

「構築中の城砦はいつ頃完成すると見ていますか？」

「完成はもう少し先になるでしょうが、ここから突とつ貫かん工事で急がせれば、数日中に運用可能な程度にまで築城が進んでしまうのではないかと思われます。周辺に物もの見みを放ってありますし、旅人を装った調査員も送りましたから、ほどなく、もう少し具体的な報告ができるかと思います」

「ありがとうございます」

　それ以上何も言わずにレフレンシアがあっさりと腰を下ろしたので、ジラルディ将軍も軍務官も不思議そうな顔になる。

　こういうときのレフレンシアは、いろいろなことを念入りに、時にはしつこいくらい確認したがる質たちなのを知っているからだ。

　代わりにガブリエラが手を挙げた。

「ガブリエラ殿」

　軍務官の指名を受けて、今度はガブリエラが立ちあがる。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの新団長、ガブリエラ・リビエラ・スンナ。

　将軍も軍務官も、この新団長のことはあまりよく知らない。

　一回生でありながら、何度も大おお手て柄がらを立て、その功こう績せきでレフレンシアに引き立てられ、新団長に就任した……という経いき緯さつは知っていても、その人柄までは把は握あくできていない。

　どんな発言をするのだろうと、二人のみならず、居並ぶ幹部たちは興味津しん々しんの表情でガブリエラに視線を集中させた。

「あの……ちょっと変なことをお訊ききしますけれど」

　ガブリエラの隣に座っているレフレンシアが、くすっ、と小さく笑いを漏もらした。













「はい、なんでしょう？」

「霧が出たとき、寒かったのですね？」

「え？　いや……」

　軍務官の顔に戸惑いが浮かぶ。

「今は真冬ですから、当然、寒かったはずですが」

「そうですよね」

　ガブリエラは真面目な顔で頷うなずいた。

「近くの川の水、えぇとクラン川ですか、そこの水は冷たかったですか？」

「は？　いえ……」

　軍務官の顔に浮かんだ戸惑いの色は、今や不ふ審しんへと変へん貌ぼうしようとしていた。

　何を訊きたいんだ、この女は。この季節、寒いのが当然だし、川の水が冷たいのも当然ではないか。それに、隣の副団長がにやにや笑っているのも気になるし。

　と思いつつも、軍務官は重々しく頷いた。

「この季節のことですから、当然、川の水は冷たかったと思います。ですが、部隊はクラン川から少し離れた平原に展開していましたから、直接、川の水の温度を確かめてはいませんが」

「この時期ですと、クラン川は泳げそうにないですか？」

「ど、どうでしょう。水量自体は、むしろ夏期よりも少ないぐらいですから、無理やり泳ごうとすれば泳げないこともないと思いますが、しかし、敢あえて寒中水泳をする者もいないと思いますよ」

「そうですよね」

　何がそうですよねなのか、さっぱり判らん。

　軍務官が内心で首を捻ひねっていると、ガブリエラはさらに質問を重ねてきた。

「ルーアル・ソシエダイ軍の城砦は河か岸がん段だん丘きゆう上じように築かれているんですよね。城内の飲み水は川から汲くんでいるのですか？　それとも井戸を？」

　ようやくまともな質問が出て軍務官は安心する。

「まだ造築中ですから完成後にどうなるかは不明ですが、現時点では川から汲みあげているようです。おそらく、井戸も掘っているとは思いますが、そちらはまだ使えるようになっていないのでは」

「そうですか」

　少し俯うつむいて考える仕草を見せるガブリエラだが、まだ腰を下ろそうとしない。仕方がないので、軍務官は彼女の次の発言を待つ。

「えぇと……」

　顔を上げたガブリエラは、小首を傾かしげるような仕草で「変なこと」を訊いてきた。

「雇われた工人は五、六百人ほどもいるそうですが、男女比は判りますか？」

　軍務官は意表を衝つかれた顔になった。

「い、いえ、そこまでは把握していません。どうでしょう、城砦の工事となると力仕事ですから、男のほうが圧倒的に多いと思いますが」

「すると、城砦内に女子はほとんどいませんか？」

「いえ、そういうわけでは。民間から雇われた工人が大勢働いていますから、食事を供する必要があります。ですから賄まかない婦ふなども大勢雇われているはずです。実際、賄い婦を募集していましたし、今でもしていたかと思います」

「ああ、そうですよね。どれほど仕事に熱心であっても、人間、食べなくては働けませんものね」

　にっこりと微笑ほほえんだガブリエラは、皆に一礼すると、そのまま腰を下ろしてしまう。

　一同が呆あつ気けに取られた顔になった。

　この女は……結局、何を知りたかったんだろう？

　軍務官はガブリエラの質問の意い図とがどこにあるのかさっぱり判らず、内心で首を捻るばかりだった。

　それはジラルディ将軍も同様で、彼は頻しきりにもの問いた気な視線をレフレンシアに向けるのだが、彼女はくすくすと笑うばかりで何も応えようとはしなかった。

「えぇと、何か他ほかに質問は？」

　気を取り直して、軍務官が同僚たちに向き直る。

　幾いくつかの質問が出て、軍務官がそれに答え、質疑応答は終わった。

「さて、状況の理解をいただいたところで、今後、我々は敵の城砦に対してどう対応するか、敵の攻勢をどう跳ね返していくかという対応策の検けん討とうに移りたいと思います」

　そこで言葉を切った軍務官は、まず将軍に発言を求めた。

　もし将軍の方ほう針しんが決まっているのなら、最初に明かしてもらったほうが、あとで紛ふん糾きゆうすることがない。方針が決まっていないのなら、意見を求められた者も遠えん慮りよせずに発言できる。

　ということで軍務官は、まず将軍に発言してもらうことにしたのだ。

「城砦の完成を指を咥くわえて見ているわけにはいかない」

　ジラルディ将軍としては当然の言葉だ。

　だが、「城砦は破は却きやくしなくてはならない」という方針は示されたものの、彼の口から具体的な方策は提示されなかった。

　そこで軍務官は、城砦を破壊するためにどのような策があるかを出席者に訊いた。

　幾つかの案が出された。

　部隊を編制し直して、もう一度、攻撃を加える。

　付つけ城じろを造って敵部隊の自由な作戦行動を阻そ害がいする。

　圧力を加えられることになる前線の街、特にオクトスに駐留する兵力を増やす。

　とりあえずこの三つが主な意見で、あとは大だい同どう小しよう異いである。

　しかし、この三つはそれぞれ根本的な欠けつ陥かんを抱えている。それは、ベティスが大平原で動員できる兵力は、すでに限界にきているという点だった。

　直接城砦を攻撃するにせよ、付け城を造って兵を入れるにせよ、街の駐留軍を増やすにせよ、そこに兵が必要なのは変わらない。しかし、ベティスにしてみれば、ない袖そでは振れないのだ。

　本国からの増援が来れば話は別だが、西方に不安がある中で、新たに三千も四千もの兵力を直ぐに投入するのは不可能な状況だった。

　そこで会議は行き詰まってしまう。

　戦略目標は明確になっている。

　大平原東南部で、これ以上ルーアル・ソシエダイ側の攻勢を許してはならない。敵の攻勢を跳ね返し、敵を押し返す必要がある。

　その戦略目標を達成するための戦術目標も、ある意味、明確かつ明めい快かいである。つまり「構築中の城砦の完成を許さない」というものだ。

　しかし、その戦術目標を達成する作戦手段が出てこない。

　発言が途と絶だえ、会議の席が重苦しい沈ちん黙もくに包まれたとき、将軍の視線が、なんとなくレフレンシアとガブリエラに向けられる。

　彼とて具体的な何かを期待してのことではなかったかもしれないが、会議が行き詰まっているにも拘かかわらず、ガブリエラとレフレンシアがあまり深刻そうな顔つきではないことに僅わずかながらも期待を感じたのだろう。

　レフレンシアは、直ぐに将軍の視線に気がついた。

「将軍」

　ジラルディ将軍は、待ってましたとばかりに食いついてきた。

「レフレンシア殿、何かお考えがありますかな？　あれば、ぜひ、ご教きよう示じ願いたい」

「わたしではなく団長に何やら良案があるようです。聞いてくださいますか？」

　レフレンシアはガブリエラに確認も取らずに、そう言い切った。

　いきなり名前を呼ばれたガブリエラも、少しも慌てるところがない。

　レフレンシアはガブリエラの様子から、彼女が何か思いついたことが判ったし、ガブリエラも、自分がなんらかの方策を思いついたことをレフレンシアが悟さとったのに気づいていたからだ。

　この辺りを見る限り、すでに阿あ吽うんの呼吸というに相応ふさわしい関係を二人が築いているといっても過言ではない……のかもしれない。

　レフレンシアとしては、ガブリエラが披ひ露ろうする奇策にベティスの幹部たちが驚く様を見るのは楽しみだし、もしもガブリエラが何も思いついておらず――その可能性は低いと思っていた――彼女が立たち往おう生じようするのなら、それはそれで見ていて楽しいから、どのみちガブリエラを指名しようと思っていたところだった。

「おお、もちろんだ」

　将軍が身を乗りだした。

　ついこのあいだまで、ただの一回生だったガブリエラの意見を積極的に聞こうとする姿勢は、前向きといっていいのか、苦し紛まぎれというべきなのか、やや微妙なところではあった。

「ではガブリエラ団長、あなたの良案というのをお聞かせ願えますかな」

「あ、はい、良案かどうかは判りませんが」

　ガブリエラは将軍と幹部たちに向かって、へこへこと頭を下げながら立ちあがった。

　レフレンシアとガブリエラの態度や表情だけを見ていると、団長と副団長というより、団長とその従者――もちろんガブリエラが従者だ――にしか見えない。

　ガブリエラの威い厳げんのなさ、迫力不足に不安を感じる者もいたが、コリントゥスやル・アンヘルの街を巡る攻防で彼女が果たした役割を聞いていた幹部の多くは、将軍も含め、期待に満ちた目でガブリエラを見やっている。

「えぇと、これ以上の兵力投入は現状では不可能という前ぜん提ていでよろしいのですね？」

　ガブリエラが念押しすると、ジラルディ将軍の顔が曇くもった。

「あまりよろしくはないのだが……そのとおりだ」

「ということは、今の手勢では強攻して城砦を攻め陥おとす、あるいは破壊するのは無理だと思います」

　将軍も幹部も、軒のき並なみがっかりした顔になった。

　そんな当たり前のことは言われなくても判っている。

　どの幹部の顔にも、そう書いてあった。

「であれば」

　とガブリエラが話を続けようとすると、ん？　と首を捻る者が現れた。

　まだ続きがあるのか。

　当然だろう。何しろ相手は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長だぞ。

　そうだな。副団長のレフレンシア殿でさえあれなんだ。団長がそれ以上のあれでないわけがない。

　たしかにあれだな。

　あれすぎるな。

　美人なんだけどな。

　あれはどうかと思うな。

　そんな囁ささやき声が漏れ聞こえてきたので、レフレンシアは目を細め微び笑しようを浮かべ、ゆっくりと一同を見渡した。まるで「凍こおった微笑」などと呼ばれる微笑みを浮かべた、中央世界ランダ・ミツドウルナで作られる仏像のようだった。

　途端に囁き声が収まった。

　恐い。

　恐すぎる。

　笑顔がこんなに恐いなんてあり得ない。

　というのが幹部たちの正直な感想だった。

　そんな水面下でのやり取りなど気づかぬような顔で――実際は気づいている――ガブリエラは平然と言葉を継ついだ。

「いただいてしまえばよいのではありませんか？」

「……は？」

「いただく？」

「何を？」

　幹部たちはきょとんとした顔でガブリエラを見ている。彼女が何を言おうとしているのか、理解できていないのは明白だった。

　そこでガブリエラは、にっこりと微笑んで言葉を継いだ。

「ですから」

　彼女の笑顔はレフレンシアのそれとは違って、邪気のない爽さわやかなものだった。

「もうじき完成間近というのであれば、その城砦をそっくりそのまま頂ちよう戴だいしてしまえばいいのではありませんか？」

「………………は？」
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「いや～～っはっはっっ、愉ゆ快かいだったねぇ」

　長なが椅い子すの上に寝転がったレフレンシアが、腹を抱えて笑い転げている。

　ここは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ代表部が置かれたマナティウス王宮内の一室。

　マナティウスに駐留することになった白はく兎と騎き士し団だんを代表して、ガブリエラやレフレンシア、クシューシカが毎日詰めている部屋である。

　ヨーコやアルゴラは自隊の訓練があるので、日中にこの部屋へ顔を出す機会はあまり多くはない。

　つい先ほど会議を終えて部屋に戻ってきたガブリエラとレフレンシアが、留守番をしていたクシューシカへの報告を兼ねたお茶会をしているところだった。

　秘書官たちは隣室に控えているので、部屋にいるのは三人だけだ。

　今日はクシューシカも、鎧ではなく白い長裳を着て兎耳帽子を被っている。あくまでここは「他人の家」、本城にいるときのように鎧姿で練ねり歩くわけにはいかない。

「クシューシカにも、ベティス軍幹部の阿あ呆ほ面づらを見せてやりたかったな」

　目に涙を浮かべてそんなことを言うレフレンシアに対し、クシューシカは非難がましい視線を送った。

「いえ、わたしはあまり見たいとは思いませんし。というより、レフレンシア様のそのような醜しゆう態たいも見たくはないのですが」

　たしかにレフレンシアは、裾が割れた長裳で笑い転げているから、裾は大きく乱れてずり上がり、絶対領域大解放という有様だった。

「む？」

　むくりと身を起こしたレフレンシアが、クシューシカを睨にらみつける。

「わたしの太ふと腿ももが醜みにくいというのか、クシューシカは!?」

「誰もそんなことは言っておりません。太腿をさらけ出して笑い転げているお姿が醜いと言っているのです」

　レフレンシアは、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「相変わらずお堅い奴だな、クシューシカは。巨乳のくせに」

「むっ、胸の大小は関係ないでしょうっ!?」

「そんなだから、君は女子にしかもてないんだぞ」

「大きなお世話ですねっっ！」

「まぁ、君が女子にもてようが女子を娶めとろうが、どうでもいいんだけどさ」

「いえ……どうでもよくはありませんよ、それ。わたしはレーデルアズ様の信しん奉ぽう者しやではありません」

　という文句を華か麗れいに聞き流したレフレンシアは、対面の長椅子に座ってお茶を飲んでいるガブリエラに視線を向けた。

　ちなみにレーデルアズというのは守しゆ護ご天てんの名で、男が嫌いで女子が好きというアルアラネよりもさらに徹底した女性好きで知られている。一説によると十六人の妻を持っていたそうで、同性を愛する者たちからは熱烈な信奉を受けている。略して「レズ様」と呼ばれることもある守護天だ。

「愉快だったよな、団長？」

「あ、いえ、それは……というよりもですね」

　ガブリエラは少しばかり憤ふん慨がいした顔つきになって茶器を受け皿に戻した。

「事前に何も相談のないまま、いきなりわたしに話題を振らないでいただきたいのですけれど。たまたまちょっとした思いつきがあったからよかったものの、何も考えが浮かばなかったら立ち往生してしまうところでした！」

「おやおや、ご謙けん遜そんだね、団長」

「ど、どういうことですか」

「たまたまだ、などと団長は言うけれど、今までだって何も思いつかなかったことなどないだろう!?」

「いえ、そんなことは……」

　レフレンシアは正面からガブリエラの顔を見つめ、真剣な表情で言った。

「わたしは信じているんだよ、団長の切れ味鋭い明めい晰せきな頭脳を」

　ガブリエラは少し頭を引いてジト目になる。

「……その本音は？」

「ん～～、団長が立ち往生するなら、それはそれで面白いからアリだな」

　ガブリエラが大きく仰のけ反ぞった。

「酷ひどっ！」

「いやいや、レフレンシア様。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長が立ち往生しちゃったら不ま味ずいんじゃないですか!?」

　と横からクシューシカが突っ込んできたが。

「いいんだよ、べつに」

「「いいんですかっ!?」」

　ガブリエラとクシューシカが揃そろって目を剝むいた。

「ガブリエラは昇りたてだしな。しかも一回生からの大だい抜ばつ擢てき。その上、正式には『団長見習い』だから、多少のことは大目に見てもらえるのさ。今のうちはね」

「あ、はぁ……そうでしょうか」

「それに、だ。何度も言うけれど、真面目な話、正直な話、わたしはガブリエラ団長が立ち往生するなんて、これっぽっちも思っていないのさ」

「レフレンシア様……じゃなくて、副団長」

　そこまで信頼していただけているなんて。

　ガブリエラは、今度は少し感激した面持ちになってレフレンシアを見つめた。

「まぁ、言いだしたことがあまりに奇異で、あまりに奇き天て烈れつで、正気を疑われる程度のことはあるかもしれないけど」

「……酷ひど……」

「白兎騎士団しろうさぎの団長はさ、少し変わってるくらいでちょうどいいんだよ」

　そう言ってレフレンシアが片目を瞑つぶると。

　クシューシカが大真面目な顔で首を捻った。

「ガブリエラ団長の変わり具合、『少し』でしょうか？」

「そう言われると……変わりすぎかもしれないなぁ」

「二人とも……超ちよう酷ひど」

「はっはっはっ。まぁそれはさておいてだね」

「いえ、あまりおかれたくないんですけど」

　レフレンシアは不意に笑みを消してガブリエラとクシューシカの顔を交互に見やる。

「築城中の城砦を奪取する作戦、白兎騎士団しろうさぎで引き受けてしまった以上、やり遂とげなくてはならないぞ」

　ガブリエラとクシューシカの表情が引き締まった。

「はい、そのつもりです」

　とガブリエラが頷くと、クシューシカは上体を真っ直ぐに伸ばし、一語一語に力を込めて続いた。

「やるからには、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの名を、辱はずかしめないように、全力を尽くします！」

「うん、そうだね」

「ところで」

　きりりと引き締まっていたクシューシカの表情が急に緩んだ。緩んだというか、情けなさそうな顔に変わった。

「どうやって城砦を奪取するんですか？　白兎騎士団しろうさぎの兵力だけで。差し支えなければ教えていただけないでしょうか？」

「なんだい、クシューシカはそんなことも判らないのかい？」

　クシューシカの大おお柄がらな体が縮ちぢこまり、彼女は消え入りそうな声で応えた。

「申し訳ありません。先ほどいただいたお話だけでは、さっぱり判りませんでした」

「そうだな。あの場で団長の質問を聞いていないと判らないか」

「質問……ですか？」

「そう。団長はベティスの幹部に『何か質問はないか』と言われ、いろいろと変なことを聞いていたんだよ」

「変なこと？」

「ああ、変なことだ。つまり、あのときすでに団長は、敵城砦を陥とす、あるいは奪う手段を考えていたということだね」

「あ……そうでしたか」

　とガブリエラは納得顔だ。

「そう。それが判ったからこそ、わたしは『こちらにお任せください』と言ったんだよ。なんの根こん拠きよも理由もないまま賭かけをするほど無む謀ぼうじゃないさ」

　ということは、先ほどレフレンシアが言った言葉、「ガブリエラが立ち往生したら、それはそれで面白い」というのは、彼女独特の冗談だった……ということになる。

　ガブリエラは密かに安あん堵どの息を吐はいたが、それでも油断はできないと自分を戒いましめる。

　レフレンシア様の場合、半分冗談、半分本気ということも、よくありますから。

　油断して気を抜けば、本当に立ち往生してしまう場面が出かねない。おかしな言い方になるが、ガブリエラがレフレンシアの上に立つ限り、彼女からの試練に耐え続けなくてはならないのだろう

　クシューシカに顔を向けたレフレンシアは、でね、と言葉を継いだ。

「団長の質問は『霧が出たとき、寒かったのか』『川の水は冷たいのか』『冷たくて泳げそうにないか』『城砦は河岸段丘上に築かれているそうだが、城内の飲み水は川から汲んでいるのか。それとも井戸から？』『雇われた工人は五、六百人ほどいるそうだが、男女比は判るか』。対する答えは『寒かった』『冷たいに決まってる』『泳げなくもないが、敢えて泳ぐ者などいない』『今のところ川から汲んでいる』『工人は圧倒的に男のほうが多いと思われるが、工人以外に賄い婦が大勢雇われているはず』だったかな」

　なかなかの記憶力だ。ひょっとしたらレフレンシアは、質疑応答の一言一句まで記憶しているのかもしれない。さすがに将棋スカツシエを能よく指すだけのことはあると、クシューシカは感心した。

「これだけの質問を聞けば、団長が何を考えているか、だいたい判るだろ」

　クシューシカの体がさらに縮こまった。

「す、すみません、まだ判りません」

「仕方がないなぁ、クシューシカは。そんな大きな胸を誇ほこっているのに」

「ですから！　胸は関係ないと！」

「はっはは、怒るな怒るな。ちょっと悔くやしいから、からかっているだけだよ」

　そう言われましても。

　胸が大きいのは自分の功こう績せきではないから、そこを誉ほめられても嬉うれしくも何ともない。

　クシューシカが困惑顔でどう反応するべきかを迷っていると。

「クシューシカの胸の話題は後回しにするとして」

　やれやれ、ようやく本題に入ってくれるか……って、結局、わたしの胸を話題にするんだ？

　かなり情けない顔になるクシューシカだった。

「今回のは、ガブリエラ団長にしては割と真っ当で普通で正常な作戦だぞ。おそらく十年に一度という普通さだ」

「レフレンシア様……酷ひど」

　ガブリエラがジト目になって頭を引いた。

「とはいえ、わたしも詳しいところまで読み切ったわけじゃないし、やっぱり判らない部分もある。ってことで、一緒に団長の考えを聞かせてもらおうか」

「……え？」

　クシューシカの目が見開かれた。

「レフレンシア様、団長の考えがすべて読めたから、ベティスの軍幹部に大おお見み得え切ったのではないのですか!?」

「もちろん違うよ」

「そんな無謀な」

「まぁ、その辺は一種の賭だな」

　あっれぇぇ？　さっき仰おつしやったことと矛む盾じゆん撞どう着ちやくしている気がするんですけど～～？

　思い切り情けない顔になるクシューシカだが、直ぐに、あぁそうだった、と思い直す。

　ガブリエラ団長の暗黒大魔王っぷりに目を奪われて忘れていたけど、そもそもがこの女ひとだって「盆地の魔女」だったんだ。まともな神経の持ち主であるはずがないんだ。

「何か言いたいことがあるのなら、聞くよ？　クシューシカ」

「いえ、ありません。なにもありません。綺麗さっぱりありません」

「そうかい？」

「そうであります」

「まぁね、読み切れない部分もあるからこそ、保険をかけておいたんじゃないか」

　クシューシカが目をぱちくりとさせる。

「ほ、保険とは？」

　レフレンシアが、にやりと笑った。

「あの場で幹部連に作戦の詳細を明かさなかったことさ」

　たしかにレフレンシアは、

「どこから秘密が漏れるか判りませんから、作戦の内容は極秘にしておきたいのです。どのみち、我々だけで、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの兵力だけで作戦を遂すい行こうしますから、そちらにご迷惑はおかけしませんので。まぁ百人やそこらの応援はいただくかもしれませんが、主戦力はあくまで我々です。白兎騎士団しろうさぎの犠ぎ牲せいだけで城砦を奪取できれば、最悪、奪取は無理でも破壊できれば、そちらにとっては儲もうけものではありませんか」

　などと言ってベティス軍幹部を煙けむに巻き、大方針だけを明かして作戦の詳細を説明しないままに、城砦を奪取する作戦の許可を取りつけていた。

　そんな綱渡りを可能にしたのは、レフレンシアの巧たくみな話術（詐さ術じゆつ？）と、これまでに積み重ねた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実績があったればこそだ。

「ってことで団長、作戦の詳細を説明してもらえないかな」

　気を取り直したガブリエラが訊き返す。

「副団長、方向性はお判りになっているんですよね」

「方向性はね。ただ、クシューシカは判っていないし」

「うぅ……すみません」

　ははは、気にするな、とクシューシカの肩を軽く叩いてから、レフレンシアはさりげなく言った。

「これは貸しにしておくから。貸しというか、軽いお仕置きだな。罰は……そうだな、六ムニュウくらいかな」

「な……なんですか、その『ムニュウ』というのは」

「一ムニュウが、クシューシカの胸を三回揉もめる権利だ」

　なんだ、それはぁぁ!?

　クシューシカが目を見開くと。

「六ムニュウで、都合十八回分、揉みしだく」

　レフレンシアが両手の指をわきわきと動かすと、クシューシカは胸を両手で押さえ、レフレンシアから遠ざけるように上体を逃がした。













「ちなみに、五ムニュウを超えると、服の上からではなく直じかに揉めるようになる」

「ひぃいぃ～～」

「いま直ぐここで……がいいかい？　それとも、あとで二人っきりになってからがいいかい？　わたしはどちらでもいいよ？」

「どっちもいやだぁぁぁ」

　可哀想に、クシューシカが泣きださんばかりに取り乱している。

　見かねてガブリエラが割って入った。

「副団長、もうそれくらいに」

　助かったぁぁ。

　クシューシカは、地獄で守護天に会ったときのように安堵と畏い敬けいの入り交じった目でガブリエラを見た。

「団長も半分くらい持っていくかい？」

「……は？」

「三ムニュウ分、分けるよ？　わたしが直じか揉みでなくなってしまうのがちょっと残念だけどさ」

「いえ……あの……なかなか魅力的な提案ですね」

　なに惚とぼけた顔で頷いてるんだ、この暗黒大魔王はぁぁ！

　クシューシカは天上界で魔物に出遭ったときのように怒りと反感に満ちた目でガブリエラを睨ねめつけた。

　クシューシカは思わず右の拳こぶしを握りしめる。

　ガブリエラが団長ではなくただの一回生だったら、クシューシカは間違いなく、思い切り彼女をぶっ飛ばしているところだ。

　抑えろ抑えろ。今はガブリエラが団長なのだ。ぶっ飛ばしたら団追放は確実、最悪、反逆罪で死罪になってしまう……って、いやいや待て待て。

　クシューシカは恐ろしいことを想像して身み震ぶるいした。

　最悪なのは死罪などではなく、レフレンシアから「団長侮ぶ蔑べつの罰として百ムニュウ」とかを言い渡されることだ。そんなに揉まれたら、確実に昇天してしまう。

　クシューシカはすんでのところで思い留まり、右の拳を緩め、深呼吸して気分を落ち着ける。

「どうかしたかい、クシューシカ？」

「いえ……ふぅ……どうもしません……はぁ……」

「じゃあ、いい加減、本題に戻ろうか」

　本題から逸れるような話題を持ちだしたのは、あなたでしょう！

　と内心で盛大に突っ込んでみるものの、口に出しては言えないクシューシカだった。

「ってことで、詳細な説明を頼むよ、団長」

　ガブリエラは真面目な顔になって大きく頷いた。

「判りました。では、ご説明します」
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「なるほどね」

　ガブリエラの説明を聞き終えたレフレンシアは、低く小さく唸うなって考え込む。

　一方、クシューシカは感心した顔で今のガブリエラの説明を脳内で反はん芻すうする。

　たしかにレフレンシア様の仰るとおり、今回の作戦はガブリエラ団長にしてはまともだな。とはいえ、これなら……。

「上う手まくすれば、犠牲を出さずに城砦を奪とれるかもしれないな」

　とクシューシカが言うと、ガブリエラは、はいそうです、と勢い込んで頷いた。

「なんといっても、遊撃小隊や新雛小隊には、様々な経歴や能力を持った団員が何人もいますし」

「……だな」

　クシューシカは、作戦に使えそうな者の顔を思い浮かべる。

　ジアンやデイレィ、アスカの潜入能力。

　ウェルネシアの毒物取り扱い能力。

　アフレアの魔力。

　ハイミオだって、山さん岳がくで案内人を務めたことがあると言っていた。

　ジアンやアスカ、デイレィの泳ぐ力も頭ず抜ぬけている。

　ならば、可能性はそれほど低くないのか？　しかし……個々人の能力がどれほど高くても、それだけでは作戦が成功する保証にはならない。作戦が成功するためには、どうしたって有能な指揮官が必要だ……って、それはここに、わたしの目の前にいらっしゃるんだが、レフレンシア様、自ら出で張ばろうとするだろうか。

　クシューシカは、レフレンシアにちらっと視線を走らせる。

　彼女はまだ熱心に何事かを考え込んでいる。

　作戦の遂行のための人材を選せん抜ばつしているのか。あるいは作戦遂行に必要な機材や材料の調達に頭を悩ませているのか、それとも段取りを組み立てるのに夢中なのか……。

　不意にレフレンシアが顔を上げた。

「よし、団長のそれで行こうじゃないか。クシューシカが言ったように、上手く事を運べば城砦を横取りできるかもしれない」

　力強く断言したレフレンシアは、ガブリエラとクシューシカの顔を交互に見やった。

「まずは作戦の肝きもとなる実行部隊の隊員を選抜しなくてはならないな。今回は遊撃と新雛の隊員だけでは足りない。ここ、マナティウスにいる者の中からそちら方面に秀ひいでた能力を持つ団員をかき集めよう。あまり時間はないから、急がなくてはならないぞ」

「はい！」
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　マナティウス在城の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊は、直ちに出撃準備に取りかかった。

　とはいえ今回は（も？）敵部隊を正面から討ち破るのが目的ではない。あくまで大規模な戦闘は行わずに、味方に犠牲を出さずに、構築中のルーアル・ソシエダイ軍城砦を掠かすめ取ることが作戦目標だ。

「後ろから斬りつけたり横手から殴りかかったり、知らぬ間まに掠め取ったり、新団長は大忙しだな」

　というアルゴラの皮肉には、断固として異議を唱えたいガブリエラだ。

　しかし、クシューシカなど、どちらかというと、その件に関してはアルゴラの肩を持ちたい気分である。

　なんだか、ここ最近の白兎騎士団しろうさぎの戦い方は、伝統と格式からどんどん外れていっているような気がするんだが。

　というのが正直な感想だった。

　もちろん、味方の犠牲は最小に、そして戦果は最大に、というガブリエラやレフレンシアの主張は判る。理解もするし共感もする。けれど、こそ泥のような戦い方を繰り返すばかりというのも、なんだか肩身が狭い。団を卒業していった先輩たちの目に今の自分たちの姿がどう映っているかを考えると、少しばかり頭が痛くなる。

　しかし、まぁ……いいか。それを考えるのは、配慮するのは、団長と副団長の仕事。わたしがすべきなのは、二人が決めたことを如い何かに実行し、如何に実現するか。それが番隊長筆ひつ頭とうとしての、このクシューシカ・クセノフォン・ハイドリアノスの仕事だ。

　彼女は、そう割り切ることにする。

　とはいえ。

　クシューシカ自身の役目や白兎騎士団しろうさぎの戦い方を割り切ってみても、本当にあのやり方で上手くいくのだろうか、という不安が消えはしない。

　上手くいけばいいと思う。上手くいきそうな気もする。けれど、もし失敗したらと考えると、なんだか居ても立ってもいられなくなる。

　ガブリエラ団長は恐くないのか？　今回に限らず、自分が考えた奇策がもし失敗したらと、そのことを恐れないのか？　レフレンシア様は恐くないのか？　いつもガブリエラ団長の奇策を採とりあげるが、もし失敗したらと恐れないのか？

　戦場では敵の白はく刃じんの前に己を晒さらしても少しも恐くないクシューシカだが、作戦の成否に関しては虞おそれを抱くことがある。戦う前から不安に陥ることもある。

　それなのにガブリエラとレフレンシアは、まったく不安がないように見える。作戦の成功を疑っていないように見える。作戦を実行する仲間のことを信じ切っているように見える。

　たとえ心の底では不安に思っていても、それをおくびにも出さないのが凄い。レフレンシア様ならともかく、一回生から団長位に昇ったばかりのガブリエラまでもが、恐れることなく己の作戦を実行しようとするのは賞しよう賛さんに値する。これは余人に真似のできることではない。であれば、ガブリエラを団長に就つけたレフレンシア様の英断は、やはりそれなりの根拠に裏打ちされた正着だったのかもしれないな。

　忙せわしなく働く部下を監かん督とくしながら、クシューシカはそんなことを考えていた。

「隊長！」

　副隊長のゼンゼンの呼ぶ声に、クシューシカが我に返る。

「どうした？」

「あ～～と、え～～と……」

　少し離れたところから、微妙に視線を逸らせたゼンゼンが何か言い難にくそうに頭を掻かいている。

　ゼンゼンは数少ない東方出身の団員の一人で、肩にかかる黒髪と黒い瞳ひとみが印象的な女子だった。たしか、まだ二十歳のはずだ。

　その年齢で番隊長筆頭が指揮する中隊の副隊長を任されているのだから、彼女の有能さが判るというものだ。

　同じ東方世界出身とはいえ、ゼンゼンはヨーコやジアンとは雰囲気がかなり異なっている。一見、あまり鋭さがなく、どちらかというと浮うき世よ離ばなれした印象を受ける。そういう意味ではレオノーラに近いかもしれない。

　その要因は、彼女が「仙せん術じゆつ使い」だからだろうか。

　クシューシカは、今回の作戦の実行部隊の一員にと彼女を推おしていた。

　ゼンゼンの「仙術」とは、いったいどういうものなのか。

「仙術ってのは、言ってみれば身体操作能力なんですよ」

　とゼンゼンは言うのだが、クシューシカは彼女の術が具体的にどんなものなのか想像できない。まだゼンゼンが「仙術」を発動するような場面にお目にかかっていないのだ。

　たぶん魔術と同じ類たぐいの能力だろうと理解しているが、それで正解なのかどうかも判らない。魔術士ではないクシューシカに「仙術」の能力の正確な把握は難しかった。

　団員には己の能力、特技をまったく隠そうとしない者と、できる限り秘密にしておこうと考える者の二種類がいて、前者の代表がアルゴラで――彼女の場合、むしろひけらかしている――後者の代表がレオノーラやゼンゼンだ。

　クシューシカもどちらかというと前者で――ひけらかしはしないが――誰かに乞こわれれば、自分の槍そう術じゆつを見せるのに躊ちゆう躇ちよはしない。

　そういう意味では、ゼンゼンの能力はレオノーラよりも謎なぞに満ちている。

　それなのにクシューシカが今回の作戦の実行部隊に彼女を推したのは、隊長、副隊長を集めての作戦説明会があったあと、ゼンゼンのほうからクシューシカに「自分を使ってくれ」と自じ薦せんしてきたからである。

　ゼンゼン個人の評価はさておき。

　彼女の呼びかけにクシューシカが、

「なんだ？　はっきりしろ」

　と応えると、ゼンゼンは頭を掻きながら、さほど深刻そうな顔つきも見せないまま、さらっと深刻な報告を行った。

「いえね、アルゴラ様とヨーコ様が仕合を始めてしまいまして。おかげで両隊の準備が滞とどこおっているみたいなんで、どうしたものかと」

「なんだってぇぇ!?」

　またか。というか、マナティウスに来てまでもか。

　クシューシカは頭を抱えたくなった。

　最近は、共に作戦行動に従事したりして、以前よりも親密度が増したような気がするアルゴラとヨーコの二人だったが、根本的なところでは何も変わっていなかったようである。

　というか、アルゴラが変わっていないんだから、どうしようもないな。

　クシューシカは近くに控えていた秘書官から自分の槍やりを受け取ると、睨みつけるような目でゼンゼンを見やった。

「どこだ？　案内しろ」

「えぇと、こっちですわ」

　ゼンゼンの案内で、クシューシカは訓練場から出て王宮の中庭に向かった。

　仕合の現場は直ぐに判った。広大な中庭の一角に人ひと集だかりがしているのが見えたからだ。

　白兎騎士団しろうさぎの団員だけでなく、ベティスの兵やマナティウスの兵や役人たちまでもが集まっていた。

　人垣の中から喚かん声せいやら叱しつ咤たやら野や次じやらが聞こえてくる。

「退のけ」

　白はく兎との団員を押し退け、ベティスやマナティウスの兵を下がらせ、クシューシカが最前列に出ると。

　なるほど、そこでは模も擬ぎ刀とうを持ったヨーコとアルゴラが剣術の仕合を行っていた。

　アルゴラは軽装鎧だが、ヨーコは袴はかまと道着姿だった。

　現れたクシューシカに気づいた見物人は静まり、息を潜めて彼女を見つめているが、熱心に剣を振るっている二人は、周りの雰囲気が一変したのにまだ気づいていない。

　クシューシカは槍をくるりと反転させると、二、三度、黙って槍をしごいた後、目にも留まらぬ速さでいきなり槍を突きだした。

「ぎゃんっっ！」

　槍の柄の後端が見事にアルゴラのお尻を捕らえていた。正確に言うと、アルゴラのお尻の双そう丘きゆうのあいだを。

　いくらアルゴラがヨーコとの仕合に熱中していたとはいえ、彼女の背後を取り、槍で突いてしまえるのが――しかも、お尻を――クシューシカの並外れた技量を示している。

「あ……ぅあ……」

　左手でお尻を押さえながら――かなり間抜けな恰かつ好こうだった――血走った目でアルゴラが振り返る。

「誰だ、巫ふ山ざ戯けた真似をするのは……」

　怒り心頭に発したせいか、アルゴラの顔から完全に表情が消えている。見る者の心しん胆たんを寒からしめる鬼気迫る顔つきだった。

　しかし、クシューシカも負けずに睨み返す。

「何をしているのだ、アルゴラ、ヨーコ!?」

　現れたのが番隊長筆頭のクシューシカだと判ると、さすがのアルゴラもそれ以上は何も言えなかった。

　いくらアルゴラでも、元上司にまで喧けん嘩かを売るほど馬鹿ではない。いや、今でも上司なのだが、アルゴラは新人の頃、クシューシカの下についていたことがあったのだ。

　という二人の関係は抜きにしても、喧嘩を売ったら、「反逆罪～～♪」とか言って、レフレンシアが大喜びで駆けつけてきそうなので、売れない。

「あ……いや……ちょっとヨーコと仕合を……なぁ、ヨーコ？」

　ヨーコはアルゴラよりずっと常識人なので、クシューシカに喧嘩を売るどころか、抗議する気すらない。

「え？　ああぁ、そうです。ほんのちょっと仕合をしていただけでして……ねぇ、アルゴラ隊長」

　二人は引き攣つった笑顔を浮かべて、互いに頷き合った。

　対照的に、クシューシカの表情がどんどん険しくなっていく。

「ほほう。このくそ忙しいときに仕合をか。二人とも暇なんだな？　だったら、ちょうどいい。レフレンシア様が手伝いを探していたぞ。お手伝いに行くか？」

「謹つつしんでお断り申しあげますよ」

　澄すました顔でアルゴラがそう言うと、クシューシカは手にした槍を水平に振った。

「だったら！　さっさと持ち場に戻れ！」

　大きな風切り音がして、風圧が周りにいる野次馬たちのところまで届く。

　クシューシカの剣けん幕まくと彼女が持つ槍の威力に恐れをなした野次馬たちは、こそこそとその場から離れていった。

「ええ、はい、判りました」

　アルゴラはヨーコに目で合図すると、野次馬に紛まぎれるようにして、その場から立ち去っていった。

　ヨーコもクシューシカに向かって無言で一礼すると、自分の持ち場に戻ろうと歩き始めたのだが。

「ちょっと待ってくれ、ヨーコ」

　クシューシカに呼び止められた。

「……はい？」

「話がある。つき合ってくれないか」

　番隊長筆頭であるクシューシカからそう言われては断れない。

「判りました。どこへなりとお供します」

「そんな嫌そうな顔をするな」

「嫌がってはおりませんが」

「そうか？　まぁ、いい」

　振り返ったクシューシカは、ゼンゼンも呼び寄せた。

「おまえも一緒に来てくれ」

「はぁい、了解です」

　アルゴラとヨーコの仕合が打ち切りになってしまったので不満そうな顔をして残っていた一部の野次馬たちを解散させると、クシューシカは、ヨーコとゼンゼンを引き連れ、王宮の建物の中に戻っていった。
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　マナティウス王宮の中に、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのために用意された部屋が幾つかある。クシューシカはそのうちの一室に二人を誘った。

　ここは休憩室として使われている部屋で、なんの装飾も施ほどこされておらず、じつに素そっ気けない雰囲気だ。小ぶりの卓と床しよう几ぎくらいしか目につかない。

　いまは白兎騎士団しろうさぎの団員がみな忙しく働いているから、当然、室内には誰もいない。それが判っていて、クシューシカはこの部屋に二人を連れてきたのだ。

「で、お話とは何ですか？」

　床几に腰を下ろしたヨーコが訊いた。

「見当はつきますが」

「だったら話は早い」

　クシューシカも床几に腰を下ろす。それを待って、ゼンゼンも床几に座った。

「ヨーコは泳ぎが得意だったな？」

「やはり、それですか」

　諦めたようにヨーコは小さく首を振る。

「ええ、わたしは海辺の街で育ちましたからね。泳ぎも操船も、子供の頃から繰り返し習いました」

　と応えてから、ヨーコは目を細めた。

「要するに、今回の作戦の実行部隊に参加しろと、そういうお話ですね？」

「理解が早くて助かる」

「筆頭がそれを望むなら、わたしに拒否するつもりはありません」

　クシューシカは大きく頷いた。

「端的に言おう。参加してほしい。正直な話、遊撃や新雛だけでは心こころ許もとない。というか、かなり不安だ」

　ヨーコは、クシューシカの不安を杞き憂ゆうだと言って笑い飛ばすことはできなかったから、

「判りました。参加させてもらいます」

　と応おう諾だくしておく。

「助かるよ。で、こっちのゼンゼンも参加することになるだろうから、いちおう、そのことも伝えておこうと思ってな」

「あ、どうも」

「どうも」

　二人がぎこちなく会釈する。同じ東方世界出身だといっても、せいぜい挨拶を交わす程度で、これまで二人はほとんど交流がなかったのだ。

　ゼンゼンがクシューシカの番隊に配属になったのはヨーコがクシューシカ隊を抜けたあとだったため、というのも原因の一つではある。

　とはいえ、ゼンゼンがクシューシカの番隊の副隊長で、ヨーコは番隊長になったのだから、顔を合わせる機会はいくらでもあったが、個人的な交流にまで発展していない。

　同じ東方世界とはいっても、ヨーコの出身地は大陸の東の海上に浮かぶ島国らしいからな。大陸の出のゼンゼンとは風ふう俗ぞくや慣習も違うのだろう。それに、ゼンゼンの故こ郷きようはかなり北方にあるらしいし。互いに性格も違うから無理もないか。ジアンとゼンゼンはそれなりに親しくなっているようだが……。

　と思いつつ、クシューシカがそれとなく二人を見比べていると。

「いや～～、ヨーコ隊長の居合は、凄い技っすよね」

「ゼンゼン副隊長の仙術こそ凄いものだと聞いている」

「いやいや、あたしの術なんて大したことないですよ」

「それをいうなら、わたしの居合も大したことはない」

「またまたご謙遜を」

「あなたこそ」

　などと二人は謙遜し合っているが、互いの視線のあいだには小さな火花が散っているような気がする。むしろ一触即発といった雰囲気だ。













　クシューシカは意外そうな顔で二人を見やった。

　なんだ、こいつら？　親しいとか疎そ遠えんとかじゃなくて……むしろ競争心？　ヨーコはともかく、ゼンゼンはそういうのとは無縁な奴かと思っていたが。

　クシューシカが「ヨーコはともかく」と言うのは、彼女が元々、武者修行の旅に出るほど剣術を高めるのに熱心で、旅先で出会った達人には、誰だれ彼かれかまわず仕合を吹っかけていたという過去を知っているからだ。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎにも、道場破りの真似事で勝負を挑んできて、そしてアルゴラとの仕合に負け、レフレンシアに騙だまされて入団したという経緯があった。いや……レフレンシアに騙されてアルゴラとの勝負に及んだと言うべきだろうか。

　ともあれ、ヨーコは元々、剣術に関しては上昇志向が強いのだ。

　アルゴラのしつこい挑戦にはさすがに辟へき易えきしているようだが、ゼンゼンのほうは全然そんなことはなかったのに……あれ？　わたし、いま上手いこと言ったか？

　クシューシカが、そんなどうでもいいことを思っていると。

　ゼンゼンは、ふっと体の力を抜いて、邪気のない笑みを浮かべた。

「今回はご一緒するようですから、よろしくお願いしますよ」

「ん？　ああ、こちらこそ」

　二人のあいだにあった緊張感は跡あと形かたもなく消えていた。

　なんだかな。もしかすると試していたのか、ゼンゼンの奴。たしかに、あまり性格がいいとは言えない奴だが。

　と思いつつ、クシューシカは、さて、と言って話を本題に戻そうとする。

「実行部隊の隊員をかき集めるようにと、レフレンシア様から言いつかっているので、こうしてヨーコにも頼んだわけだ」

「ええ、はい、それはいいのですが」

　ヨーコは一瞬、言い淀よどんでから核心に迫ることを訊いてきた。

「今回の作戦の指揮官は誰なのです？　というか、実行部隊の隊長は？　あなたですか、筆頭？　それなら安心ですが」

「すまんな、ヨーコを安心させてやれなくて」

　ヨーコの肩が幾分、落ちたように見えた。

「誰なのです？」

「それが、まだ決まっていないんだ」

「決まっていない？」

　ヨーコが疑わしそうな顔を向けてきた。

「これは本当なんだ。べつに敵を欺あざむくには味方から、というわけではない。実行部隊に参加する団員が確定してから決めようという、レフレンシア様の配はい慮りよなんだと思う」

「なるほど……」

　とりあえずヨーコは納得したようだが。

　とはいえ、参加者の位い階かいを考えれば、ヨーコかアルゴラに白しら羽はの矢が立ちそうな気がするんだが、それはまぁ、この場で言う必要もないな。

　そんなふうに考えるクシューシカだって、人がいいとは言えない。

「おそらく、今日の夜までには参加者の確定と隊長の決定があるのではないかな」

「了解です」

　ヨーコが腰を浮かせた。

「では、わたしはいいですか？」

「ああ、ご苦労だった。招集があったら、よろしく頼む」

　クシューシカとゼンゼンに一礼して、ヨーコは退室していった。その後ろ姿を、ゼンゼンがじっと見つめている。

「なんだ、ゼンゼン。もしかして、ヨーコと闘やってみたかったのか？」

「え？　いや～～、どうですかね。あの女ひとの居合と闘り合ったら無事じゃ済まない気がしますけど」

　否定はしないのか。ってことは、闘りたい気持ちはあるんだな。

「まぁ、どうしても仕合がしたかったら言ってくれ。お膳ぜん立だてはしてやる。もっとも、ただでさえヨーコは、アルゴラ隊長から仕合を挑まれ続けて辟易しているだろうから、ほどほどにな」

「はぁ、そうっすね」

　いつものことだけど、手応えのない奴だな。

　クシューシカは肩をすくめると立ちあがった。

「さて、わたしたちも準備を進めようか」
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　その日の夕刻。

　食事の前に、白はく兎と騎き士し団だん代表部が使っている部屋の中でもいちばん広い会議室に実行部隊参加者及び、各隊の隊長、副隊長連が集められた。純じゆん然ぜんたる会議室なので、室内には特段の装飾は施されていない。ただ机や椅子、床几が所狭しと並べられているだけである。

　会議を主導するレフレンシアとガブリエラが、Ｔ字型に置かれた長机の上座に座り、その背後には各々の秘書官が床几に腰を下ろしている。もちろん、ガブリエラの後ろにいるのはレオチェルリだ。

　団長と副団長の左右、Ｔの縦棒に当たる机にクシューシカ、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラなどの隊長連が向き合って座っている。こちらも背後に、番隊長の秘書官が一名控えている。さらに各隊の副隊長が続き、遊撃小隊員や新雛小隊員は、レフレンシアとガブリエラの正面にある空いた空間に床几を並べ、肩を触れ合うようにして座っていた。

　立ちあがったレフレンシアが開会を宣し、直ぐに作戦の説明に入った。

「すでに聞き及びだと思うけど、我が白兎騎士団しろうさぎはこれから新たな作戦に入る。作戦名は白しら鷺さぎ」

「また鷺かよ」

「まぁ詐さ欺ぎではあるな」

　などという囁き声があちこちから上がるが、レフレンシアが一同を見渡すと、即座に場は鎮しずまった。

「作戦の戦術目標は、ルーアル・ソシエダイ軍が、我がほうの都市オクトスの先に築城中の城砦を奪取すること。無傷で。人的損害なしで」

　ざわりと場がざわめいた。が、今度は私語を挟む者はいない。

「具体的な戦術行動に関してはガブリエラ団長から説明してもらおう」

　レフレンシアが座るのと入れ替わって、ガブリエラが立ちあがった。

「お手元にお配りした地図をご覧になってください」

　団長になっても丁てい寧ねいな言葉遣いは以前のままだ。レフレンシアやマクトゥシュに注意されて直そうとしたこともあったが、結局、元の木もく阿あ弥みに終わっている。

「わたしのような威い厳げんのない団長が言葉遣いだけ偉そうになっても問題がありますし」

　などとガブリエラは言い訳をしたものだ。概おおむねそのとおりだと思ったので、レフレンシアやマクトゥシュはもう何も言わなくなっている。

　全員が一斉に机の上に置かれた、あるいは膝ひざの上に載せた羊よう皮ひ紙しを広げた。

「城砦のある場所は、それでお判りのように二つの川の合流地点です。河岸段丘の上に三角形で造られていまして、二本の川に面した西側と北東側はかなりの急傾斜ですから、大軍で仕寄るには不向きです。まともに攻めるとすれば南側からだけという一種の天てん険けんです。もっとも急造の城砦ですから、難攻不落にはほど遠いでしょうけど、これが完成してしまえば数千の攻撃軍を支えることも可能かもしれません。また街道を扼やくする位置にありますので、兵を入れられてしまうと、こちらの行動に大きな制約を受けます。というわけで」

　そこで言葉を切ったガブリエラは、居並ぶ団員を見渡した。

「この城砦を敵方から奪とってしまおうと思います」

〈相変わらず、簡単に言ってくれるな、団長様は〉

〈今までも簡単に言って、そのとおり実現させてきたからな。少なくとも、大たい言げん壮そう語ごというわけではない〉

　副隊長の誰かと誰かが、そんな囁きを交わしている。

〈それよりも、今回はどうやって城砦を奪おうというんだろ〉

　全員の目が、地図上からガブリエラのほうへと集中する。多くの視線を意識しつつ、ガブリエラは力みのない声を発した。

「では、城砦奪取の具体案を述べます」
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「兵力的に正面切って城砦を陥おとすのは不可能ですので、細工をします」

　ガブリエラがそう言うと、

〈またか〉

〈いつもと同じだな〉

〈後ろから殴るのが好きだな〉

〈それが魔王というものさ〉

　などという囁き声が上がったが、すかさず立ちあがったレフレンシアが大きな声を発して、それらの囁きを制した。

「何か言いたいことがあるなら、口に出してはっきりと言おうじゃないか」

　レ、レフレンシア様！

　ガブリエラが尊敬の籠こもった眼差しでレフレンシアを見た。少し目が潤うるんでいる。

　団員たちは俯いたまま、誰も何も発言しようとしない。

「なんだ、誰もいないのかい？」

　レフレンシアは一同を見渡した後、ゆっくりと視線を戻し、右横に座っているガブリエラを指し示す。

「では、わたしが言おう。ガブリエラ団長は、姑こ息そくな不意打ちと卑ひ劣れつな騙だまし討ちにおいては当とう代だい随ずい一いちだと。その黒さは虚きよ無むよりも黒く、その深さは深しん淵えんよりも深いと。だからみんなは、安心して作戦に従事してほしい」

　ガブリエラの瞳に浮かんだ水分は、たちまち蒸発した。

「副団長……最低」

「さぁ、団長、今回もその黒さを存分に発揮した作戦の詳細を」

「ですから、それはとんでもない間違いですと！　むしろ言いがかりですと！」

　憤ふん然ぜんとした顔でガブリエラがレフレンシアに迫ると、彼女は判った判ったというように掌てのひらを向けてきた。

「そうかい？　じゃあ、こう言い直すよ。ガブリエラ団長は白い。純白だ。その白さが眩まぶしすぎて、まともに顔を見られない」

　ガブリエラが、は～～っと長いため息を吐つく横で、満足そうな顔のレフレンシアが静かに腰を下ろした。

〈遊ばれてる〉

〈団長が遊ばれている〉

〈団長になっても、レフレンシア様の玩具おもちやなんだ〉

　そんな囁き声が湧わき起こった。

「もう、いいです。といいますか、どうでもいいです。説明に移ります。質問は適てき宜ぎ、挟んでくださってかまいません」

　本気で腹を立てたのか、ガブリエラはレフレンシアのほうを見ようともせず、卓上の地図を手に取って掲げると、レフレンシアは他の出席者に向かって小さく肩をすくめてみせた。

「とにかく、兵力のない白兎騎士団われわれには、城砦が未完成であっても力攻めで陥とすことは不可能です。兵力が足りないのですから、兵ひよう糧ろう攻ぜめもできません。であれば、どうすればいいでしょうか」

　ガブリエラは目の前に居並ぶ団員たちに視線を走らせた。どの顔にも、今回は団長がどんな作戦をやらかしてくれるんだろう、という興味深そうな色が濃く浮かんでいる。

「水で攻めます」

「水攻め!?」

　誰かから意外そうな声が上がった。いや、ガブリエラが作戦を開かい陳ちんすると驚きの声はいつも上がるのだが。

「堤つつみを築いたりして水を堰せき止めるには、それこそ兵力が足りなすぎるだろう？」

　と突っ込んできたのはアルゴラだった。

「それとも、こちらも工人を雇うのか？　しかし、それでは向こうに意図を察知されてしまうのでは？」

　ガブリエラは慌てて右手をふるふると振った。

「あ、いえ、違います。水攻めではありません。そもそもクラン川やタレス川には水を堰き止めて城砦を水没させるほどの水量はありませんし」

「んん？」

　アルゴラを始め、何人かが首を捻っている。

「ごめんなさい。言い方が悪かったですね」

　ガブリエラは腰を折り曲げ、大きく頭を下げた。

　ここにマクトゥシュがいれば、団長の威厳を損ねるような真似は慎つつしんでほしいわね、と諫いさめたことだろう。

　顔を上げたガブリエラは、にっこりと笑った。

「こう言い直します。水で城を攻めるのではなく、水で人を攻めるのです」

「あ……ああ、そういうことか」

　と手を打ったのはデイレィだった。

「ウェルの、あれだね？」

「ああ、そっか」

　ウェルネシアも大きく頷く。

　隊長連の多くはまだ首を捻っているので、ガブリエラは具体策の説明に入る。

「城内では、飲み水を川から汲んでいるようです。ですから我々は、まず城に働く人や兵たちの飲み水に細工をするのです」

「なるほど」

「だからウェルネシアなのか」

　ウェルネシアの実家は薬草園を経営しており、そこでは薬草だけではなく毒草も栽培されていた。

　ウェルネシアの扱う毒や薬が重要な働きを示した局面が、これまでに何度もあった。だから今では、一般団員にまで彼女の実家のことはよく知られている。

「はい。飲んでも直ぐに倒れたりしない程度の毒を上流で流します。水を飲んだ工人や兵たちは、お腹をやられ、体力を落とします。川に入って毒を流すために、泳ぎの達たつ者しやな団員を選んでもらいました」

「ちょっと待ってほしい、団長」

　と手を挙げたのはヨーコである。

「はい、なんですか、ヨーコ隊長？」

「すべての飲み水を川から調達しているのかな？　城内に井戸が掘ってあれば、細工が空振りする虞があるのでは？」

「今のところ、飲み水その他は川から汲みあげているとの情報を得ています。向こうにしてみたら、川で充分に賄えるのだから井戸を掘ってる暇があれば城壁を高くしろと、そういうことなのでしょう」

「そうか。それは了解したが……毒を流すためだけに泳ぎの達者な者を集めた？」

「さすがですね、鋭いです」

　ガブリエラが、にっこりと笑った。

「もちろんそれだけではありません。城内に乗り込むのに川から近づくつもりです。今の季節ですと水量はそれほどでもありませんから泳ぐ必要はなさそうですが、前日に雨でも降れば水量が増しますから、念のためです」

「やはり乗り込むのか」

　とヨーコが呟つぶやくように言った。

「ええ。外から正面切っての攻撃ができない以上、中から攻撃しなくてはなりません。敵に気づかれないように近づき、城壁を登って、一気に城内に侵入します」

「え～～？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのはアスカだった。

「何かありますか、アスカ？」

「いや……何かあるっていうか、わたしら全部が城内へ乗り込んでも二百程度でしょ。城内には二千以上もいるのじゃなかったです？　毒で体が弱っているといっても、数が違いすぎるんじゃ？」

　ガブリエラがにっこりと微笑んだ。

「その辺、抜かりはありません」

　ああ、ないんだ。まぁ、そうかもね。っていうか、笑いながら相手を騙し討ちする策を披ひ露ろうする団長が……恐いな。

　鳥肌の立つ思いがするアスカだった。

「予あらかじめ仲間を潜入させておきます。川からの攻撃部隊が侵入するのに合わせて中にいる部隊が敵の混乱を誘います。合わせてというより、攻撃部隊の突入を助けるために、ですね。施設に火を点つけるというのが手っ取り早くて効率的でしょう」

　なんか、団長の顔が輝いてるような……。

　ますます怖おぞ気けを震うアスカだった。

　何か訊きたそうに何人かが右手を動かしかけたが、真っ先に手を挙げたのはセリノスだった。やはり団長に対して質問するという行為は、副隊長や新雛小隊員には荷が重いのかもしれない。その点、同期であるセリノスは慣れたものだ。

「いいですか、団長？」

「はい、どうぞ、セリノス」

「予め忍び込むのは、こちらの人員を考えれば可能だと思う」

　セリノスが念頭に置いているのは、ジアンやデイレィ、アスカやハイミオといった、その手の能力に長たけている者たちだ。

「でも、隠れていられる場所があるのかな？　街に忍び込むのなら、いくらでも隠れる場所はあると思うけど、その城砦は構築中なんだよね……ですよね。ってことは、隠れられるような場所がないかもしれないのでは？　忍び込んだはいいけど、中で立ち往生ってことにならない……なりませんか？」

　ガブリエラは嬉しそうに笑った。

「そうですね。セリノスの指摘どおりだと思います」

　作戦の脆ぜい弱じやくな点を衝かれて喜んでいるのを見ると、ガブリエラは被ひ虐ぎやく趣しゆ味みかと疑いたくなるが、べつに彼女は自分が責められて喜んでるわけではない。弱点を指摘してくれた仲間の思考能力の高さ、判断力の正しさを歓かん迎げいしているのだ。

「はい、そこでこれを用意しました」

　ガブリエラは卓の下に隠し置いた何かを取りだした。

「それは？」

　全員の目がガブリエラの手にした何かに集中する。

　ガブリエラが小さく畳んであった物を広げると、その正体は直ぐに知れた。

「作業……衣？」

「はい、作業衣です。こちらは工人用ですね。そしてこちらは」

　ガブリエラがもう一枚、衣装を取りだして広げた。

「賄い婦用です」

「「「ああぁ、そういうことか」」」

　何人もの団員から、感心したような、あるいはどこか呆れたような声が上がった。

「突貫工事で完成を急いでますから、城砦ではまだ工人や賄い婦を募つのっているんです」

「つまり、わたしたちの何人かが、賄い婦として雇われ、城内に入る……んだな？」

「はい、そうです。女子だけで構成されている、我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎならではの潜入策です」

「賄い婦か」

「栄えい光こうある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの騎士が賄い婦の真似事……」

　何人かが、げんなりとした表情になっている。

「でも、料理とか掃除とか洗濯とか、いつもやってることだし」

「それはそうかもしれないが……自分たちのためにやるのと他人のためにやるのとでは、意味合いが全然違うと思うけど」

「どのみち、団長と副団長が決めたのなら、やるしかないさ」

　という諦めの声が上がり、それもそうだと皆が頷いたところで、あれ？　という疑問の声が上がった。

　ジアンだった。

「さっき、工人の服を出したよね？　あれ、男用だったよね？　どういうこと？」

　ジアンだけは、未だに団長に対する言葉遣いが、かつての仲間のときのままだった。それでときどきレフレンシアやマクトゥシュに注意されるのだが、彼女の場合、その場では直しても、直ぐに元通りになってしまうのだ。何しろガブリエラ本人が注意しないから、他人が注意してもあまり効果はない。

　まぁジアンには記憶力というものがないから仕方がないか。

　レフレンシアは、そう揶や揄ゆしつつも半ば諦め顔だった。

「ですから」

　ガブリエラが極上の笑みを浮かべてジアンに向き直った。

「全員が賄い婦になるのも無理な話なので、一部、工人として潜り込んでもらう人が必要かと思いまして」

　ガブリエラはにこやかな笑みを浮かべたまま、ジアンを見ている。

　その場にいる全員がゆっくりと首を巡らせ、その視線がジアンに集中した。

「って、まさか、自分が!?」

「大丈夫、ジアンなら必ずできます」

「そんな保証をされても、全然嬉しくない～～っっ」

「もちろん、工人として潜り込むのは一人だけではありません」

　ガブリエラがそう言うと、居並ぶ団員たちの顔色が変わった。みな、探り合うような目つきで互いを窺うかがっている。

「……で、ジアンは当然として」

「アルゴラ隊長、酷ひどっっ！」

「他には誰がやるのだ、その工人役？」

「では、今から工人として潜入してもらう方の名を発表いたします」

　ごくり。

　全員が唾つばを呑のんだ。

「まずジアンほどの適役はいないのですが」

「だから！　もういいよ。何度も繰り返すなよっ！」

「ジアン」

　静かな声でレフレンシアが呼びかける。

　ぎくり。

「な、なんでしょう、レフレンシア様？」

「我が白兎騎士団しろうさぎの偉大なる団長様に対して、その口の利きき方は問題だな」

「あ……あの、すみません、自分、つい……」

　といくら叱っても、こいつの場合、喉元過ぎれば熱さを忘れる……だからな。

　ふっと、レフレンシアが表情を緩めた。

「というのは、まぁ立たて前まえで、君たちが同期の仲良しだということも重々承知している。だから、そうだな、君たちには団長に対する特別な呼こ称しようを、親しい者だけに許される愛称を認めようじゃないか」

「あ……ありがとうございます～～」

「で、君はなんと呼ぶつもりだい？」

「え？　えっと……ガブリエラさんとか？」

「あんまり親しそうじゃないな」

「……ガブちゃん？　ガブっち？」

　今度はガブ本人から異議の申し立てがあった。

「その名では、あんまり呼ばれたくはないのですが」

　腕組みしたジアンが、う～～んと唸って首を捻った。

「っても、まさか呼び捨てにするわけにはいかないし」

「では、こういうのはどうだ？」

　え？　という顔でジアンがレフレンシアに視線を向ける。

　ジアンだけでなく、レオチェルリを除く同期の残りも、一斉にレフレンシアに視線を集中させた。

「暗黒大魔王。ただの大魔王でも可、だ」

　ガブリエラが大きく仰け反った。

「酷ひどっっ」

「これなら君たちの親しさを損なわず、団長の本質も表現し、なおかつ団長への畏怖も内ない包ほうしているという素晴らしい呼称だと思うんだが」

「……レフレンシア、ほんっとうに最低ですね！」

「お？」

　レフレンシアは、隣で立っているガブリエラの顔を見上げ、にやっと笑う。

「ようやく呼び捨てにしてくれたね」

「あ！」

　ガブリエラは慌てて口を手で押さえたが。

　レフレンシアは両手を体の前で広げ、恍こう惚こつとした表情になっている。

「待っていたんだよ、団長がわたしを呼び捨てにしてくれるときを」

「いえ、あの、べつに意図したわけでは……」

「団長に呼び捨てられると、こう、体の奥が感動で熱くなるというか、心が感激で打ち震えるというか、素晴らしい気分だな。できれば呼び捨てるだけでなく、罵ののしってほしい。レフレンシアの阿あ呆ほう、馬鹿、間抜け、無能、ろくでなし。団長にそう罵られるところを想像するだけで、わたしは思わず服を脱いでしまいそうだ」

　ぷっっ。

　誰かが軽く噴きだした。

　芝居がかった態度で、口調で、レフレンシアは言葉を継いだ。

「そして全裸になったわたしは団長の前に額ぬかずき、団長のおみ足を舐なめるに違いない。いや、それより、全裸で仰向けになって団長の長ちよう靴かで踏まれるほうが嬉しいだろうか」

「ひぃぃ～～」

　何な故ぜかガブリエラが震えあがった。

「ごめんなさい、ごめんなさい、もうしません」

　隣のレフレンシアに向かって必死に頭を下げるガブリエラを見た団員たちは、呆れた顔で囁き合った。

〈相変わらず玩具だな〉

〈とことん玩具だ〉

〈徹てつ頭とう徹てつ尾び、玩具だ〉

〈頭の天てつ辺ぺんから爪先まで玩具だ〉

〈暗黒大魔王を玩具にして遊んでるレフレンシア様こそ、何者だよって感じだな〉

　会話が逸れまくって本題に戻れそうもないのを感じ、堪たまらずクシューシカが身を乗りだしてきた。

「レフレンシア様、作戦準備の時間もあまりないことですし、そろそろ本題へ戻りませんか？」

　レフレンシアは少し白しらけた顔になったが。

「そうだね、そうしようか」

　と肩をすくめ、真面目な顔に戻って椅子に座り直した。

　ガブリエラが、ほ～～っ、と安堵の息を吐はいた。

〈相変わらず、クシューシカ様は我が白兎騎士団しろうさぎの良心だな〉

〈あの方がいる限り、団の将来は安あん泰たいだ〉

〈逆に言えば、あの女ひとがいなくなると、団の将来がとても心配なわけだが〉

　などという囁き声を無視して、レフレンシアが鋭い声を発した。

「では、団長、工人として潜入する者の名前の発表を」

「ええ、はい」

　ガブリエラは立ったまま、手元に置いておいた紙片を手にした。

「まず、ジアン……」

　だから。それはもういいっちゅ～のに。

　不服そうに頰ほおを膨ふくらませるジアンだが、誰も突っ込んでくれなかった。

　もう自分で突っ込む気力もないので――何か言えば、即座にレフレンシアに揚あげ足を取られそうだ――仕方なくそのまま無視することにする。

　するとガブリエラは意外なことを言った。

「……は適役だと思うのですが、彼女には毒の仕込み部隊に加わってもらいたいので、工人部隊からは除外しました」

　なんだよっ。それなら最初からそう言えよっ。

　内心で突っ込む……というか、毒づくジアンだった。

　とはいえ、工人部隊に入らなくてもいいことが判り、彼女は密かに胸を撫なでおろしている。

「なので、まずはセリノス」

　ぐはぁっっ。

　セリノスが軽く右手で左胸を押さえた。

　ジアンが外れたというのに、わたしは一番手なのか……。

　隣ではノエルノードが声を殺して笑っている。

「デイレィ」

「ああ、はいはい、そうだね。来ると思っていたんだ」

「シェーナ」

「あはははは」

　やけくそな笑い声が響き。

「リンデル」

「ふ……ふふふ、やってやるよ、ちくしょうっ」

「えぇと、アマネー」

　……ぶん殴ってやりたいが……殴れない。なんといっても、もう団長様だからな。

「そして、ゼンゼン副隊長」

「あれ？　おや？　そう来たか」

　ゼンゼンは頻りに首を捻っている。

　紙片から顔を上げたガブリエラは、敢えてゼンゼンのほうを見ようとはせずに言葉を継いだ。

「現状、この六名が先乗りとして城内に潜り込む工人部隊です。指し揮きはセリノスに執ってもらおうと思います」

　そう言ってから、ガブリエラはクシューシカとゼンゼンのほうへ目を向けた。

　つまり、ゼンゼン本人と上司であるクシューシカに、副隊長のゼンゼンを差し置いてセリノスの指揮でいいかと、さりげなく訊いているのだ。セリノス本人も気になっているのか、ガブリエラ同様、二人に目を向けてきた。

　クシューシカもゼンゼンも軽く会え釈しやくをする。要するに文句はないということだ。

　それを確認してから、セリノスが、

「了解しました」

　と小さく右手を挙げた。

　けど、でも……ノエルと同じ顔、同じ体格なのに、どうしてわたしだけが男子工人役なんだろう。胸の差!?　いやでもだって。そこまで大きな差があるわけじゃないのに。

　そんな疑問が頭から離れず、いつもの切れ味が感じられないセリノスだった。

　マルチがいれば、必ずこの部隊に入ってもらったんですけど。

　などと懐なつかしい顔を思い浮かべながら、ガブリエラは話を進める。

「さて、次は賄い婦として潜入する部隊です」

　というガブリエラの言葉で、またもや団員たちは互いの顔を見合う。

「ノエルノード、レオチェルリ、ラツィーナ、フェレッラ、カイエ、ジュナスの六人にお願いしたいと思います」

　レオチェルリ以下、はいと返事をしたが、ノエルノードだけは、

「やっぱり、わたしはこっちよねぇ」

　と、意味ありげな視線を隣の姉に送っている。

　納得できない。

　不満そうな表情でセリノスは何度も首を捻った。













「指揮はジュナスにお願いします」

「了解しました」

　ジュナス、カイエとノエルノードやレオチェルリはかつて一緒に作戦任務に当たったことがある。気心は知れているので、ガブリエラとしては安心だ。

「続いて毒の仕込み部隊です」

　全員がまたガブリエラに注目した。

「先ほども言いましたが、ジアンにはこちらの部隊に入ってもらいます。以下、ヨーコ隊長、ウェルネシア、アスカ、ハイミオの五人です。指揮はヨーコ隊長にお任せしたいと思います」

「了解した、団長」

　ヨーコは落ち着いた声で肯がえんじた。

「さて、最後に奇き襲しゆう部隊ですが、奇襲部隊は毒の仕込み部隊と被ってもいいという判断ですので、兼けん務むしていただく方もいます。では、名前を……」

「指名されるまでもない」

　いきなりアルゴラが立ちあがった。

　奇襲による城内突撃となれば、どうしても守備兵と斬り合う場面が出てくる。そんな美お味いしい（？）役割をアルゴラが指を咥くわえてみているはずがない。それはガブリエラにもレフレンシアにも判っていることなので、彼女が申しでた場合は認めるということで二人は合意していた。

　だから、こうしてアルゴラがしゃしゃり出てきても、想定の範囲内。ガブリエラは驚きも困りもしない。

　むしろ今回はアルゴラの高い戦闘力がどうしても必要になると思っている。少数で乗っ取りをかける以上、その少数は最さい精せい鋭えいでなくてはならないのだ。

「ええ、アルゴラ隊長にお願いしようと思っていたところです」

「そうか」

　おそらく、強硬に反対されるか諦めるように説得されるかするだろうと思っていたのかもしれない。アルゴラは少し意外そうな顔で椅子に腰を下ろした。

　ガブリエラは、内心でぺろりと舌を出す。

「次は、ヨーコ隊長」

「了解した」

「レオノーラ隊長」

「はぁい～～」

　出席者全員に漲みなぎっていた緊張感が、どこかへ抜けていった。

「ビアンティティセス副隊長」

「はい」

「サーシュ副隊長」

「はい」

　二人はそれぞれアルゴラ中隊とヨーコ中隊の副隊長だ。腕に不足はない。加えて、どちらも人格者だ。性格にも問題はない。

「以上の五名が奇襲部隊の幹部ということになります。それから遊撃小隊の残り、アフレア……とシゥビーニュ」

「任せて」

「ウェルネシア」

「はぁい」

「ジアン」

「了解～～」

「新雛小隊からハイミオ」

「はいネ」

「アスカ」

「はいはい」

「はい、は一つでお願いします」

　ガブリエラがそう注意すると。

「はいはい、判りました」

　少しも判ってませんね、この女ひと。

「以上で十名です。奇襲部隊は五十名規模で編制しようと思います。残りの部隊員は、適宜、アルゴラ中隊とヨーコ中隊から選んでもらいます。川を渡って城砦に近づきますから、念のため、泳ぎの達者な人を中心にお願いします。できれば今夜中に選せん抜ばつを終えてください」

「判った」

「了解した」

「特務分隊からも何名か選んでください、レオノーラ隊長」

「はぁい、了解ですよ～～」

「ということで、五十名が奇襲部隊となります」

　名を呼んだ団員の顔を見渡しながら、ガブリエラは軽く頭を下げた。

「奇襲部隊の指揮はアルゴラ隊長にお願いします」

「了解だ。任せておけ」

　あんまり任せてはおけないんですが、と不安に思いつつも、そこはヨーコさんやビアンティティセスさんにお任せするしかないと覚悟を決めるガブリエラである。

「川を渡って城砦に接近するとき、かなり冷たい思いをします。苦労をかけますけど、皆さん、どうかよろしくお願いします」

　団長に頭を下げられてしまえば否いや応おうはない。

　全員が大きな声でガブリエラに応えた。

「お任せください」

「毒の仕込み部隊のジアン、アスカ、ハイミオ、ヨーコ、ウェルネシアは、奇襲部隊と兼務になりますから体力的にも厳しいと思いますが、よろしくお願いします」

　団長から頭を下げられた五人だが、気にするな、問題ないとばかりに、力強く頷いてみせた。

　急にアルゴラの落ち着きがなくなった。いま名前を呼ばれた五人を見たり、何かを言いたそうにガブリエラを見たりと視線が揺れている。彼女の挙きよ動どうに気づいているガブリエラだが、敢えて無視して話を進めようとした途端、アルゴラが手を挙げた。

　さすがに手を挙げられてしまうと無視するわけにもいかない。ガブリエラは内心でため息を吐つきながら指名する。

「……なんでしょう、アルゴラ隊長？」

「うむ。わたしも毒撒まき部隊へ加わったほうがいいのではないか？　ほら、敵に見つかった場合、交戦する羽目になるしな」

　要するにアルゴラは、毒を撒くときと奇襲で城内に乗り込むときの二度、敵兵と斬り合えるのではないかと期待しているわけだ。

「いえ……交戦になった時点で作戦は失敗なので、そんな心配をする必要はありません。というより、絶対に見つからないで毒を仕込むための人選ですから。万が一、見つかりそうになったら闘わないで逃げ帰るだけです」

「む……そうか」

「それでもいいのなら、加えますが？」

「いや、止やめておこう」

　せっかく選ばれても、敵と斬り合う可能性がないのなら、アルゴラにとっては参加する意味はない。

　素直に退ひいてくれたのでガブリエラは安堵の息を漏らす。

「では、いくつか細かい部分の補足と実行するに当たっての注意点などを……」

　それからガブリエラの説明が続き、質疑応答があった後、会議は散会の運びとなった。




　　　　　９




　会議から解放され、数名の幹部だけを残して、残りの面々が持ち場へと戻っていく。

　その途中、当然のように今回の作戦に対する感想や意気込みなどが話されたのだが、出席者の感想は概おおむね、次のようなものだった。

「今回は、ガブリエラ団長にしては真っ当な作戦内容だったな」
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「っていうか、あまりに真っ当すぎて気味悪くない？」

　とアフレアが辛しん辣らつなことを言うと、ノエルノードが応えた。

「いつものガブリエラに比べれば……ってだけで、よくよく考えると、あまり真っ当だとは言えないんじゃない？　川に毒流すとか、ふつう考えないでしょ、そんなこと」

「考えないし、考えたとしても実現不可能だしね」

　と受けたのはデイレィだ。

「そうか。そうよね。これって、こっちにウェルがいるからこその作戦だものね」

「そうだよ、アフレア。これはこれでかなり微妙で繊細な作業になるはずだもの。毒の濃度、効き方、効果が現れる時間、どれを取っても、使う毒に精せい通つうしていないと実行は不可能だし。だろ、ウェル？」

　そう言ってデイレィはウェルネシアに顔を向けた。

「まぁね。調合はそれほどでもないけど、流す時機とかが難しいかな。あと、川の水量や水流の速さが大きく左右する。流れが速いと、せっかく撒いた毒が、ルーアル・ソシエダイ軍が水を汲む前に下流まで流れていっちゃうから。でも、ここ数日は雨も降っていないので、このままの状態が続けば大丈夫だと思うんだけど」

　などと話しているうちに、遊撃小隊員は六人揃そろって自分たちが使っている天幕まで戻ってきた。ウェルネシアが使う毒や調合器具を運ぶのを手伝うためだ。

　マナティウスに駐留する鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員は総勢二百名を超える。それだけの人数をすべて王宮内に収容するのが難しいため、彼女たちの大半は広い中庭に天幕を張って寝泊まりしているのだった。

　ベティス軍の一部が使っている兵舎の片隅を借りることもできたが、何せ白兎騎士団しろうさぎは女子だけの部隊。ベティス兵と隣り合わせの部屋では互いに具合が悪い。ベティスの女子兵は数が少ないので、そちらの部屋を使わせてもらうわけにもいかない。それに、ベティス軍も過半が街の内外に宿営している。白兎騎士団しろうさぎだけが全員兵舎を使うというのも気が引ける。そこでこうして天幕を張って寝泊まりすることになったのである。

　天幕の中から小さな樽たるやら調合用の器具やらを持ちだした六人は、それらを王宮内に用意してもらった小部屋に運び込んだ。

「じゃあ、わたしはここで作業してるから」

「頑張って」

「そっちも泳ぎの訓練、頑張って」

　と同情する顔つきでウェルネシアが言うと、不満そうな顔でアフレアがぶ～たれた。

「こんな寒いときに水すい練れんなんかしなくってもさ、もうぶっつけ本番でいいじゃないよ。泳がないで済む可能性のほうが高いんだし。そう思わない？」

「そういうわけにもいかないさ」

「あんたはいいわよねぇ、セリノス。なんたって、工人組は泳がなくていいんだから」

「ぐはぁ」

「ああ、羨うらやましい。あたしも男みたいな見た目に育てばよかったわ」

「あははは、まったくアフレアの言うとおりね、姉様」

「うぐぐぐぐ」

　歯は嚙がみしていたセリノスが、びしっと妹を指さした。

「ノエルの見た目、わたしと同じじゃないか！　わたしが男っぽく見えるなら、ノエルだって同じだろ！」

「そこはやっぱり、なんていうの、こう内面から滲にじみでる女っぽさというか、全身から溢あふれだす女っぽさというか、そういうものがあるから、たとえ見た目が同じでも、わたしを工人組には入れられなかったのよね。さすがに団長になるだけのことはあるわよね、ガブリエラは。人を見る目を持っている」

「ぬぐぐぐぐぐ」

　何か言い返そうと必死で言葉を探していたセリノスだが、やがてがっくりと両肩を落とした。

「ノエルの言うとおりかもしれないな」

「あら？　あっさりと白しろ旗はたなの？」

　とアフレアが意外そうな顔になる。

「わたしの家、男子ばっかりだって話はしただろ？」

「聞いたけど」

「幼い頃から兄たちとばかり遊んでいたし、兄たちに混じってずっと剣や乗馬の訓練をしていたし、男勝まさりって言われれば否定できないよ」

「それはノエルも同じじゃないの？」

「こいつは他の女子と遊んだり、ちゃっかり料理を習ったりしていたからなぁ」

「大丈夫、大丈夫。セリノスがいい女だってことは、あたしが知ってるから」

「ありがとう、アフレア。わたしが男子だったら、君をお嫁さんにしたいところだ」

「別に男子でなくてもいいわよ」

「は？」

　アフレアが、ぐっと親指を立ててみせた。

「今のままでも、セリノスなら立派にお嫁さんをもらえるわ」

「……酷ひど」

「っていうか」

　目を細めたアフレアが、いちばん後ろに佇たたずんでいるジアンに顔を向けた。

「さっきから随分と静かよね、ジアン？」

「え？　あ～～……自分、この話題に入っていくと自爆しそうだから」

「自分のことがよく判っているじゃない」

「でも、彼氏がいるの、自分だけだけどさ」

「「「「ぐっはぁっっ」」」」

　ウェルネシアを除く四人が手で胸を押さえて仰け反った。

「さ、水練に行こうか。遅れると、ヨーコ隊長にぶん投げられるよ」

「くっそ～～、勝った者の上から目線ね」

「まぁ、女は見た目じゃないってことだよ、アフレア」

「悔くやしい悔しい悔しい～～っ」

「あはは。じゃあね。頑張って」

「またあとでね、ウェル」

　毒の調合を始めたウェルネシアを残して天幕をあとにした五人は、途中で三組に分かれた。

　ジアン、アフレアは水練組へ、セノリス、デイレィは工人組へ、ノエルノードは賄い婦組へ。

　かくしてマナティウス駐留の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、ルーアル・ソシエダイが構築中の城砦を奪取するための準備と訓練に取りかかった。
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　ルーアル・ソシエダイ軍が新たな城じよう砦さいを構築している地点から、クラン川を少し上流に遡さかのぼった辺り。

　夜闇に紛れて川に近づく者の影がある。その数、四つ……いや、五つ。

　ヨーコ率いる毒薬の仕込み部隊だ。

　部隊員は、ヨーコ以下、ウェルネシア、ジアン、アスカ、ハイミオである。

　城砦の取水場所近くで毒を流せるのなら話は簡単だが、城砦の近くは警戒が厳げん重じゆうで、いくら五人が手て練だれ揃ぞろいだといっても、そう容易たやすくは近づけない。

　五人の作戦目標は敵を倒すことではない。敵に気づかれずに毒を流すことこそが作戦目標なのだ。

　見回りに出た兵が戻ってこなければ、敵の警戒の度合いは跳ねあがる。新たに捜そう索さくの兵が出されるかもしれない。そうなれば狙った地点で毒が流せなくなる。あまり離れすぎると、毒の効きが薄まってしまうのだ。

　飲み水に対する細工ができなければ敵の戦力は落ちない。そうなると、奇襲部隊がどれほど相手の不意を衝つこうと攻撃はあっさりと跳ね返されるだろう。何しろ兵数が違いすぎる。いや、そもそも、ここで気づかれたら敵の警戒が一気に高まるから、奇襲そのものが成り立たなくなる。

　ということで、とにもかくにも隠おん密みつ行動最優先。ルーアル・ソシエダイ軍の誰一人として気づかないうちに、体調を崩し体力を減じてもらわなければならないのである。

　敵に見つかる虞おそれが低く、同時に毒の効果が期待できるぎりぎりの場所。

　それが、いま五人がいる辺りだった。

　その計算は、当然のことながらウェルネシアがしている。

　毒薬の専門家である彼女は、どの毒をどの程度の濃度で流せばいいかだけでなく、川の水量や水流に合わせて効きを調整できるだけの知識と技術と経験を持っている。

　その彼女をもってしても、今回の企たくらみを成功させるのは至難の業わざといえた。

　前述した水量や水流の速度に合わせて毒の濃度や分量の調整はできても、取水時間に合わせて流すのが難しい。

　ルーアル・ソシエダイ軍は、夜が明けると取水のための部隊が川の辺ほとりまで下りてきて水を汲くんでいくのだが、完全に定時作業というわけではなかった。日によって多少前後しているらしい。

　となると、その間、ずっと毒を流し続けなくてはならない。夜のうちならまだしも、夜が明けてしまうと見つかり易くなる。

　川には隠れるような場所もないから、見回りが来たら即座に見つかってしまう。

　そこでウェルネシアは一定時間、一定量の毒を流し続けられる装置を考こう案あんし、作戦の期日までに作りあげた。

　仕掛けとしてはそれほど複雑ではない。小型の樽たるに入れた毒薬の原液が一定の量で川の中に滴したたり落ちるというものだ。この仕掛けなら、ちょっとした岩の陰にでも隠しておけば、取水場所の近くにだって置いておける。

　ということで五人は夜闇に紛れ、毒を流す装置を抱えて川に近づいてきたのだった。
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　月は出ていないものの、微かすかな星明かりはあるから、真の暗闇というわけではない。とはいえ、並の者なら立ち往生は間違いない暗さだ。そんな夜闇の中、五人は上流から設置場所へと、膝ひざの上まで水に浸つかりながら川の中を歩いてくる。

　川の中を歩く。ときには水に体を沈めることもある。それがこの作戦の前提になっているので、五人とも、水に濡れてもいいような……というより、泳いでも平気な恰かつ好こうをしている。

　有り体ていに言ってしまえば、黒い下帯と黒い胸むな覆おおいという恰好だ。

　下帯は、いつも着ている物よりも頑がん丈じような作りで、形状は褌ふんどしに近かった。

　下帯と胸覆いの上に、風を遮さえぎるための、これまた黒くて短い上っ張りを着て、露出している肌には黒い染料を塗りたくっている。おかげで五人は完全に夜の闇に紛れていた。

　足下は、川底を歩けるようにと薄い皮の履き物を履いている。

　川の中を歩いて近づくのは、音を立てても平気なようにという気配りである。

　つねに瀬せ音おとがしているから、水みず飛沫しぶきを蹴立てても瀬音に紛れてしまう。むしろ河原を歩いて石でも蹴飛ばせば、そちらのほうが耳につく。と同時に、水量や水の流れの速さをウェルネシアが自らの手足で体感するという狙いもあった。

　寒風吹きすさぶ中、裸に近い恰好で歩いているだけで並の者なら凍こごえてしまうだろう。しかも五人は足を水に浸けて歩いているのだ。心しん臓ぞう麻ま痺ひで倒れてもおかしくないほど厳しい状況の中を五人が平然と歩けるのも、ウェルネシアの薬のおかげだった。

〈どう？　寒さのほうは？〉

　囁ささやき声でウェルネシアが他の四人に訊きいた。

〈いやぁ、今のところ、あんまり感じないね〉

　とジアンが感心した口調で囁き返す。

〈こんな恰好だからどうなることかと思っていたが、不思議なほど寒くないな〉

　とヨーコも頷うなずいた。

〈っても、それ、薬のせいで体が寒さを感じ難にくくなってるだけなので、あんまり調子に乗らないでくださいね？　体が寒さを感じなくても、内臓は確実に消しよう耗もうしてますから、いつまでも水に浸かっていると、いきなり死にますよ？〉

〈うっわ～～、恐っいなぁ。薬っていうより、どっちかっていうと毒薬に近いんじゃないの、それ〉

　アスカが、ぶるっと身震いした。それが寒さのためなのか、ウェルネシアの薬が恐かったからなのかは判らない。

〈特にジアンとハイミオは気をつけてね？〉

〈あれ？　どうして自分、名指しなの!?〉

　ハイミオと二人で、毒を流す装置を運んでいたジアンは、納得のいかない顔で首を捻ひねるのだが。

〈おおぅ、わたし、おっちょこちょいだから、よく気をつけるのヨ。注意ありがとネ、ウェルネシア先輩〉

　ハイミオのほうは、ウェルネシアの指摘を素直に認めてしまった。

〈認めるなよ。それだと、自分がハイミオと同類だってことになっちゃうだろ〉

　と、ジアンが突っ込むと。

〈おう？　ジアン先輩とハイミオは似たもの同士かネ？　それは仲良くするネ〉

　突っ込みが空を切って、ジアンがずっこける。

〈そういうことを言ってるんじゃないんだけど……〉

　なんか、暖の簾れんに腕押しな奴だな。

　さすがに東方出身のジアンは「暖簾」を知っているようだ。

　気を取り直したジアンが相変わらずの囁き声でウェルネシアに訊いた。

〈で、この装置を設置する場所はどの辺？〉

〈もう少し先。そろそろ兵の巡回範囲に入るはずだから気をつけて〉

　とウェルネシアが応えると、四人の足取りがより慎重になった。

　それからさらに十五分ぶん時じ（約四分）ほど歩いただろうか。

〈この辺でいいかな〉

　ウェルネシアが停止の合図を送った。

　ヨーコとアスカの二人は足を止めずに先へと進んでいく。二人は巡回の兵が来ないかどうかを見張る役目を負っているのだ。

　ジアンとハイミオは腰を落として下半身を水に浸け、装置を流水の中に下ろした。

「やれやれだネ～～」

　ウェルネシアがハイミオの頭を、ぽかりと軽く叩いた。

〈しっ。静かに！〉

〈あぉっ、ごめんなさいですヨ〉

　ジアンが手近に転がっていた大きめの石を拾いあげる。

〈こんな物でいいかな、ウェル？〉

〈あ、ありがと〉

〈もっと大きな岩も転がってるけど？〉

〈このくらいがちょうどいいな。あんまり大きな物を積んでおくと、逆に目立ってしまうから〉

〈そうだね〉

〈ハイミオも手伝って〉

〈おう、了解ですヨ〉

　三人は装置を固定するための石を積むと、見張りの兵に見つからないようにするため、適当な大きさの岩を周囲に配置していく。

〈このくらいでいいかな〉

　巡回の兵は川の中には入ってこないはず。河原を歩く程度なら、これで見つからないでしょ。

　上着を脱ぎ捨てたウェルネシアは、身を切るような冷たい川の流れに身を沈め、毒薬が一定量で流れ落ちるようにと最終調整を行った。

　見ているだけで身震いしそうな光景だが、ウェルネシアも、ジアンやハイミオも平然と作戦を遂すい行こうしていく。

　ウェルネシアの薬が効果を発揮して寒さを感じ難くなっているとはいえ、それだけでは説明のできない耐久性だ。

　並の者とは根本的に鍛え方が違うというのが、いちばんの理由だろう。そうでなくては鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの入団試験に合格することすら難むずかしい。おまけに、入団後は厳しい訓練で鍛えられるのだ。この程度で弱音を吐はく者は騎士団にはいない。

〈よっし、終了〉

　腰まで水に浸かって作業をしていたウェルネシアが、やれやれと上体を伸ばした。

〈あとは夜明けを待って栓せんを抜くだけね〉

〈じゃあさ、水から上がって体を拭ふこうよ。あまり寒さを感じないっていっても、濡れたままだと不ま味ずいんだよね？〉

　とジアンが提案してきた。

〈そのとおり。体が濡れたままだと、水から出ても体温は奪われ続けるから。よかった、ジアンがちゃんと判ってくれていて〉

〈自分、舐なめられてない!?〉

　膨ふくれっ面つらになるジアンである。

〈そんなことないよ～～〉

〈どうだかなぁ〉

〈おおう？　ジアン先輩は舐めると体にいいのかネ？〉

〈そうじゃなくて！　あのね……いや、もういいや〉

　ハイミオの天然呆ぼけにはつき合ってられないと、うんざりするジアンだった。

〈せっかく作戦が上う手まくいっても、自分たちが体調崩して寝込んだら馬鹿みたいだから、ヨーコ様とアスカが戻ったら、さっさと引き返して濡れた体を拭いて、夜明けを待つことにしようよ〉

　ちょうどそこへ、ヨーコとアスカが戻ってきた。

　ウェルネシアがヨーコに囁くように語りかける。

〈よかった。こちらも設置が終わったので、上流へ戻って体を拭いて、夜明けを待とうかって言ってたところです〉

〈そうか〉

〈何か異状はなかったですか？〉

〈特に何もないな。もう少し下流に行ったところに見張りはいたけど、寒いし眠いしで注意力散漫になっていたから、あの様子なら心配ないだろう〉

〈じゃ、戻りましょうか〉

　五人はそそくさと上流へと引き揚げていって、濡れた下帯や胸覆いを脱いで新しい物に換え、さらに体を拭いて防寒布を体に巻き付け、じっと夜明けを待った。
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　東の空が茜あかね色いろに染まってくる頃に、五人は行動を開始した。

　完全に夜が明けてしまえば見つかり易くなる。かといって早々に栓を開けては、ルーアル・ソシエダイ兵が取水に来る前に毒が全部流れだしてしまうかもしれない。

　この時機がぎりぎりなのだ。

　黒い防寒布を身に纏まとったまま、五人は川の水際、浅瀬を足早に歩いて、装置を仕掛けた場所まで戻っていく。

　二十ヤルドほど手前で五人は足を止める。

　ジアンが防寒布を脱ぎ捨てた。

　空の東半分が白んでいる。辺りもうっすらとだが明るくなってきた。これ以上明るくなると、黒い下帯や胸覆い、そして黒く塗った肌が逆に目立ってしまう。

〈じゃあ、行ってくる〉

〈よろしくね、ジアン〉

　ジアンは川の流れの中程まで歩いていき、そこで体を沈めた。

　身を切るような冷たい水に平然と潜り、潜水泳法で仕掛けまで近づいていく。

　残りの四人はいったん防寒布を脱ぎ、裏返して羽は織おり直す。裏地は灰色に染められていて、河原に転がっている石に紛れ易い迷めい彩さい色しよくになっている。

　大きな石の陰に身を潜めたり、自らが岩のように丸くなったりした四人は、ジアンの行方ゆくえを目だけで追いかける。

　ジアンは二十ヤルドの距離を息継ぎなしで潜水したまま泳ぎ切り、仕掛けの直前でそっと頭を水から出す。そのまま視線を左右に走らせ、敵兵がいないことを確認すると、仕掛けに近寄って手を伸ばし、樽の栓を抜いた。

　ぽたりぽたりと中から薄茶色の液体が滴り落ちるのを確認した後、ジアンの頭が再び水中に没した。

　流れに逆らって冷たい水の中を泳ぐのはなかなかに大変だったが、さすがはジアン、三十分ぶん時じもかからずに泳ぎ切った。

　水の中から頭を出したジアンに向かって、大丈夫だ、という合図をウェルネシアやアスカが送って寄よ越こした。それを確認すると、ジアンは水中から立ちあがり、脱だつ兎との如く河原へと駆けだした。

〈ご苦労様〉

〈は～～、さすがに冷たさが身に染みてきたよ～～〉

　ウェルネシアから乾いた布を受け取ったジアンは、濡れた体を手早く拭いてから、裏返した防寒布を身に纏った。

〈いい？〉

〈ああ、いいよ〉

〈じゃ、とにかくここから離れましょ〉

　五人は一目散にその場を離れ、敵兵の目の届かない上流まで走ってから、大きな岩陰に身を隠した。

「う～～、なんか、急に寒くなってきた」

　ジアンが大きく息を吸って体をぶるっと震わせる。見れば、唇が紫色に変色しているではないか。ウェルネシアの薬を飲んだおかげで寒さへの耐久性が増しているとはいえ、かなりの難なん行ぎよう苦く行ぎようだったことが窺うかがえる。

「そろそろ薬効が切れてくる時間だからね」

　とウェルネシアが応えると、他の三人、ヨーコ、アスカ、ハイミオも、小さく体を震わせた。

「そう言われると……寒いかも」

　アスカが両手で自分の体を抱きかかえるようにする。

　黒くろ猫ねことして活動していたときも、けっこう厳しい任務をこなしたけど、ここまで厳しい任務、そうはなかったよなぁ。こいつら、平然と、よくやるよな。

　思わず感心してしまうアスカである。

「火で体を温めたいところだが、火は熾おこせないしな」

　とヨーコが呟つぶやいた。

　たとえ焚き火その物を発見されなくても、煙が見つかれば怪しまれる。最悪、敵兵が駆けつけてくるかもしれない。

「じゃあ、急いで服を着ましょう。ほら、ジアンも早く濡れた下帯とかを脱いで着替えないと、体が冷え切ってぶっ倒れるわよ？」

　ウェルネシアはそう言って、油紙に包んだまま岩陰に隠し置いてあった着替えを引っ張りだして、乾いた布と共にジアンに手渡した。

　他の三人も着替えを引っ張りだしている。

「う～～、ありがと」

　ジアンは薄い皮の履き物を脱ぎ、下帯と胸覆いも脱ぎ捨てた。

　全裸になったジアンは、布で濡れた体をごしごしと拭いた。

　皮ひ膚ふの水分をほとんど拭き取ったあとも、まだ布で体を擦り続けている。すでに乾かん布ぷ摩ま擦さつ状態だ。













「ちょっと、ジアン、いつまで拭いてるの。早く服を着なさいよ」

　服を着込んだウェルネシアがそう注意すると。

「だって、肌を刺激して血の流れをよくしないと、まともに動けないじゃん。あんまり冷たさを感じなかったけど、血の流れは細っちゃってるわけでしょ？」

「理屈はそのとおりだけどさ。でも、こんな野外で全裸のまま乾布摩擦って、人としてどうなのよ？」

　とウェルネシアがからかうと。

「いいじゃんか。他ほかに誰かがいるわけじゃないんだし」

　すると、着替えを済ませたアスカが追い打ちをかけた。

「人としてってより、女としてかなり駄目なんじゃないです？」

　さらにヨーコまでもが参戦してきた。

「クシューシカ様が『騎士団一の美び丈じよう夫ふ』だとしたら、ジアンは『騎士団でも一、二を争う美少年』かもしれないな。もっとも、争う相手はアルデリィナくらいしかいないだろうけれど」

「みんな、酷ひどっ」

　全裸ジアンが大きく仰け反った。

「ははは、ジアン先輩、最高だネ。『騎士団でも一、二の美少年』だなんて誉ほめられテ。とても羨ましいのヨ」

「最高じゃないよ、ハイミオ！　っていうか、全然誉められてないからね！」

　びしぃっとハイミオを指さしたジアンだが、直すぐに腰に手を当て胸を張る。

「いいもんね。自分には素敵な彼氏がいるもんね」

　直ぐにデイレィが突っ込んだ。

「だから。そういう恰好を平気でするのが駄目なんだってば」

「あの王様の美び童どう趣しゆ味みにも困ったものだ」

　ヨーコが首を振りながらそう言うと。

「違いますよ！　王様はそんな趣味を持ってはいませんよ！」

「あ～～、判った判った。判ったから、さっさと服を着なさいってば。服を着たくないならそれでもいいけど、わたしたちはもう戻るからね、あんたはそのまま全裸でついてきなさいよ」

「あ、ちょっと待って、ウェル。いま着るから！」

　ジアンは慌てて胸覆いを装着し、下帯を穿き、服を着て防寒のための外套を羽織り、足布――今で言う靴下だ――を着け、革の長靴を履いた。

「は～～、生き返る～～」

　だったらさっさと着ろ！

　と思うウェルネシアだが、、ジアンの場合、突っ込んでも無駄な気がするので、それ以上は言わなかった。

「じゃあ、戻ろう」

　その場から去りかけた五人だが、ふとヨーコが背後を振り返り、その場所からは直接見えない城砦のほうへ睨にらみつけるような視線を送った。

「ここからあとは賄まかない婦ふ部隊の仕事だ。ノエルノードたちの潜入組が上手く立ち回ってくれることを祈ろう」
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　同時刻――。

　城砦で雇われている賄い婦部隊の面々は身支度を済ませ、早くも朝あさ餉げの支度のために働きだしていた。

　兵の人数も多ければ工人の人数も多い。三度の食事の支度は大仕事だ。従って、雇われている賄い婦の数も多い。

　初めはルーアル・ソシエダイ側に属する街の中から賄い婦を募っていたのだが、工人の数が増えるにつれ、それだけでは追いつかなくなった。そこでルーアル・ソシエダイ軍は、近隣の街々から広く雇い入れることにしたのである。

　ベティス側に立つ街からも応募があった。どこからか流れてきた者からも。それらの中には情報を集めるための調査員が混じっているかもしれなかったが、ルーアル・ソシエダイ軍は実利を取ることにした。

　城砦は構築中なので、秘密といえるほどの秘密はまだない。

　城内の縄張りなど、たしかに知られないほうがいいのだが、多少の情報漏れを心配するより、少しでも工期を短縮したほうがいいという判断だ。同時に、近隣の街から出で稼かせぎに来た賄い婦に充分な労ろう賃ちんを払ってやれば、ルーアル・ソシエダイ軍は金払いがいいという噂うわさが立つ。この手の戦争において、それは重要な要素となる。対立する街の住民の中にルーアル・ソシエダイ側へ心を寄せる者が出てくれば、いざ街を攻略……という場合、ときに大きな利益をもたらすことがあるのだ。

　という理由から、ルーアル・ソシエダイ軍は身分検あらためなどもあまり厳しく行っていなかったから、白兎騎士団しろうさぎの潜入部隊も、それほど苦労せずに雇い入れられた。

　何しろ白兎騎士団しろうさぎの団員はいつも自分たちで食事を作っているわけで、料理など手慣れたものである。簡単な料理の実技試験に楽々と合格し、数日前から賄い婦として働きだしていた。

　賄い婦として潜り込んだのは、隊長のジュナス以下、ノエルノード、レオチェルリ、ラツィーナ、フェレッラ、カイエの計六名である。

　彼女たちは朝食の支度をしながら、こっそりと水の味見をしてみた。

〈うん、これなら大丈夫。毒の効能がなくなるほど薄れてはいない〉

　毒の効きを確認したジュナスは、隣で煮炊きをしているレオチェルリやノエルノードに向かって小声で言った。

〈では、予定どおりに〉

　レオチェルリも小声で応える。

〈それほど舌の肥えた兵がいるとも思えませんから、このままでも平気だと思いますが、やはり念のため、味を濃くしておきますね〉

〈ああ、そうしておいて」

〈瓶びんに入れる飲み水のほうはどうします？〉

　と横からラツィーナが訊いてきた。

〈そちらは、沸わかすときに前日分の残りを加えて薄めてしまえばいい。効きも薄れるだろうけど、食事との二重攻撃だから問題はないでしょう〉

〈判りました〉

　今朝汲んできたばかりの水が入った大樽の中から、飲み水として使う分を柄ひ杓しやくで汲んだラツィーナは、他の同僚たちと共にお湯を沸かし始める。

　川の水をそのまま飲むと腹を壊す虞があるから、ルーアル・ソシエダイ軍はこうして沸かした物を飲み水に使っている。しかし、ウェルネシアの毒は沸騰させても効果に変わりはないから安心だ。

「おい、早くしろ。みんな朝食が出てくるのを首を長くして待っているんだからな」

　調理場に顔を出した監かん督とく兵へいが賄い婦たちをせっつく。

「はぁい、今やってます～～」

　賄い婦の班長の一人、年配の女性が大きな声で返事を返した。

　さて、こちらは予定どおりだけど、工人部隊のほうはどうかしらね。

　肉と野菜のスープをかき混ぜながらノエルノードは、工人として城内に潜り込んでる姉の顔を思い浮かべた。
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　それから半刻ほど後――。




　工人として雇われて城内に潜入している面々――その顔ぶれは、セリノス、デイレィ、シェーナ、リンデル、ゼンゼン、アマネーの計六名である――が、他の工人たちと共に大食堂で朝食を摂とっているところだった。

　混雑している食堂の片隅に腰を下ろした六人は、乾パンや卵料理などには遠えん慮りよがちに手を付けるが、スープやお茶、水には手を出さない。

「おい、どうした、今朝は小食だな、坊や」

　同じ食卓に座った筋骨隆りゆう々りゆうとした大柄な工人がセリノスに声をかけてきた。

　ここでは彼女は「坊や」と呼ばれている。

　その呼ばれ方に内心で不平不満を垂れ流しながら、セリノスは頭を掻かいて応えた。

　彼女は全身の肌を日に焼けたように浅黒く塗ぬっていて、髪の毛もわざと乱している。それは他の五人も同じだった。

「あ～～、夕べから、ちょっと腹の具合が」

「おいおい、そんな柔やわな腹じゃあ、すぐに音ねを上げることになるぜ？」

　と別の工人も口を出してきた。

　まだここに来て三日だが、セリノスは周りの男たちと直ぐに打ち解け、けっこう可か愛わいがられているのだった。

「そうだ、そうだ。もう少し鍛えねえと、俺たちみたいな頑がん丈じような男にゃなれねえぞ」

　いやいや、「頑丈な男」になんか、なる気ないから。

　と内心で応えつつ、セリノスは愛あい想そ笑わらいを浮かべてみせる。

「そうっすね～～。やっぱ男は力仕事こなせないと駄目っすよね～～」

「ったりまえだろ」

　周りに陣取っているデイレィやシェーナが苦笑いを浮かべた。

「工期短縮で猫の手も借りたいってことで、ルーアル・ソシエダイ軍はおまえらみたいな小僧っ子まで雇い入れてるけどよ、こんなとこで働くの、おまえらにゃ酷こくだろ」

「でも、うちは母親が病気で寝込んでるし、金を稼がなきゃなんないっすから」

「大変だな」

「仕方ないっすよね」

「ま、困ったことがあったら言ってきな。力になってやるぜ」

「他の奴らに虐いじめられたときもな」

「ありあっとざいやす～～」

　大柄な工人二人は食事を終えて席を立った。

「セリノス、相変わらず年上にはモテるよね」

　少し離れたところに座っているデイレィがそう呟くと、彼女の隣でもそもそとパンを齧かじっていたシェーナが感心した声を上げた。

「年上っていうか、もはやおっさん殺しですよね」

「そういうシェーナは、お姉さん殺しじゃないのか？」

「どういう意味ですか、アマネー先輩？」

「年上の女性に可愛がられそうな顔してるからな」

「それこそ、どういう意味ですかっ!?」

　まぁまぁ、とシェーナを抑えておいて、デイレィは周りを見やった。

「食事にも水にも、誰からも疑問や抗議は出てないみたいだね。これなら予定どおり、奇襲を実行できそうだ」

「……ですね。でも、こっちも今夜までにちゃんと細工を済ませておかないと」

　とシェーナが頷くと、アマネーが鼻で笑いながら言った。

「ルーアル・ソシエダイ軍の監督官も、体調不良で工人の監督どころじゃなくなるはずだからな。細工をする隙はいくらでもあるんじゃないか」

　そう、セリノスやデイレィたちは、奇襲部隊が城内へ突入し易いように、城壁に細工を施ほどこす使命を帯びているのである。

「埋まい伏ぶく魔術の呪文を織おり込んだ札を上手いこと埋めておかないと。でもって、わたしらは櫓やぐらや望ぼう楼ろうを燃やせるように準備をしておくと……ん？」

　そこでシェーナが小首を傾かしげた。

「どうしたの、リンデル？　なんか暗い顔してるけど」

「いや、なんでわたしがこの組に入れられたのかなってずっと考えてるんだけど、理由が判らなくてな」

「なんだそれ、どういう冗談だ？」

　とアマネーが容よう赦しやのない突っ込みを放った。

「アマネーさんの突っ込み、容赦がなさすぎでしょ!?」

　リンデルがアマネーを睨むと、アマネーがさらにきつい目で睨み返してきた。

「何か文句でも!?」

　すると、後ろからゼンゼンが二人の頭を軽く叩いた。

「はいはい、そこ、喧嘩してる場合じゃないからね？」

「う……申し訳ありません」

「……すまない」

「というか、どうしてわたしがこの組に入れられたのかを考えないようにしてるのに、いちいちそんな話題を持ちだすなっての」

　いえ、それを考えているのはわたしも同じなんですけど。

　セリノスが情けない顔でため息を吐つく。

「デイレィは悟った顔だね？」

「あっははは、もういつでもなんでも、どんと来いだよ」

　乾いた笑い声を漏らすデイレィだった。

「ま、いいけど。長居をしてると怪しまれる。そろそろ出ようよ」

　とゼンゼンに促され、六人はばらばらと席を立って、今日の作業の準備のために己の受け持ち区域へと移動していった。
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　この日の午前中、ルーアル・ソシエダイ兵や工人たちの中から体調不良を訴える者が続出した。それらの兵の多くは床に伏したり内勤に変更になったりしている。おかげで城砦の周りの警戒はいつもよりずっと手薄になっている。

　一度に大勢の兵や工人が――中には賄い婦まで――体調不良を訴えたので、部隊所属の医士や薬くす士しはまず食中毒を疑ったのだが、同じ物を食べたのに体調に変化のない者もいて、彼らにも原因を特定することはできなかった。

　結局、兵も工人も、城砦の完成を急ぐあまり働きすぎて疲労が重なって胃腸が弱り、それで体調不良に陥ったのではないか、という推すい察さつに落ち着いた。

　どうせ兵も工人も調子が悪い者が多いのだから、午後は基本、休息に充あてて、働ける者だけ働けばいいというお達しがルーアル・ソシエダイ軍から出た。

　毒を飲んでいない白兎騎士団しろうさぎの工人部隊は、志し願がんして働き続けることにする。工人の賃金は日当の形で支払われるので、一日でも多く働きたいと思うのはごく自然なことであった。

「ちくしょう、いいな、おまえら」

「筋肉だけじゃなくて、内臓も鍛えないとね」

　そう言って、腹をこわして唸うなっている大男を後しり目めにセリノスたちは午後の仕事に出ていった。見張りの隙を見てあちこちに細工を施しておくのだ。

　奇襲部隊が強襲をかけるのに合わせて、奇襲部隊所属の魔術士が、城壁に埋めたり隠したりした呪じゆ札さつを発動させる手て筈はずになっている。そのため工人部隊は、奇襲部隊に参加しているアフレア以下、数名の魔術士から予あらかじめ呪札を預かってきていた。

　呪札は、呪文を織おり込んだ本人の起動呪文に反応して魔力を爆発させる。

　魔術には城壁を直接破壊するものと間接的に破壊するものの二種類があって、後者は炎の魔術が発動して火種に火が点く仕組みだ。火は油を染み込ませた布や木材に引火し、望楼や櫓を燃やすのである。

　セリノス以下六人は適当に仕事をしながら、奇襲のための仕掛けを施して回る。

　監督兵の数がいつもよりずっと少なく、現場に立っている兵士も、ある者は青あお息いき吐と息いきだったり、そこまで酷くなくても注意力散さん漫まんだったりしているから、仕掛けを施していても見み咎とがめられる虞は低い。

「さて、こちらの細工はこれでだいたい終わったかな。あとは賄い部隊が火を点けて、奇襲部隊が雪な崩だれ込んでくるのを待つばかり……だな」

　一通りの仕掛けを終えた六人が、だらだらと仕事を続けていると、定時よりもだいぶ早めにその日の作業終了の鐘かねが鳴った。

「じゃあ、引き揚げるとしましょう」

　とセリノスが仲間に呼びかけ、六人は宛あてがわれている宿舎へと引き揚げていく。

　その途中に、

「ちょっと兵舎のほうの様子を窺ってくるよ」

　とデイレィが言いだした。

「大丈夫？　怪しまれないかな？」

　とセリノスが訊くと、彼女はにんまりと笑って何かを取りだした。

「ほら、落とし物を拾ったから、これを届けにいくだけだし」

　見ると、監督官の監察札だった。

「それ、拾ったんじゃなくて、盗とったんだろ」

「まぁね。現場に立ってた兵士も体調が悪そうだったから簡単だったよ」

　片目を瞑つぶるデイレィに、セリノスは頷いた。

「あまりしつこくして疑われないようにね」

「判ってるって」

　先に宿舎に戻ったセリノスたち五人が食堂でお茶を飲んでいると、ほどなくデイレィが姿を現した。

　セリノスが声を潜めて、どうだった？　と訊くと、デイレィも小さな声で応えた。

〈半数以上の兵が体調を崩して寝込んでいるようだね。寝込まないまでも、体調不良を訴えている兵も多いみたい。戦力は激減したといっていいんじゃないかな。にしても、相変わらず、ウェルネシアの毒は絶妙だね〉

「じゃあ、上手くいきそうですよね」

　とシェーナが勢い込んで言うと、ゼンゼンが唇に手を当て、静かに！　と注意する。

〈あんまりはしゃがないように。工人たちも大勢寝込んでるんだし、わたしたちだけが元気だと目立つだろ？〉

〈あ、すみませぇん〉

〈さて、これであとは、深夜に厨ちゆう房ぼうから失火するのを待てばいいわけだ〉

　セリノスが、ちらっと厨房のほうへ視線を走らせる。

　深夜の失火。

　つまり、賄い婦として潜り込んでいるノエルノードやレオチェルリたちが夜中に起きだして、厨房に火を点けるという意味だ。

　奇襲部隊が攻撃をかける合図が、火事の炎なのだ。これなら闇夜だろうと離れた場所だろうと視認することができる。

　セリノスたちも火事の混乱に乗じて行動を開始する予定になっている。

「上手くいくといいんだけどね」

　とゼンゼンが呑のん気きそうな声で言った。

「大丈夫。きっと上手くいきますって。我が白兎騎士団しろうさぎの誇ほこる暗黒大魔王は、人の裏をかく、この手の作戦が大得意ですから」

　とセリノスが言うと。

「え～～？　そういう人を誇っちゃっていいのかなぁ、白兎騎士団しろうさぎは」

　とゼンゼンが小首を傾げてみせ、セリノスとデイレィは小さく笑うのだった。
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　その日の深夜――。




　月は雲に隠れ、雲の切れ間から幾いくつかの星が弱々しく瞬またたいているだけ。けれど雨が降る心配はないという、奇襲にはまずまずの天候だ。

　二手に分かれた奇襲部隊は、物もの見みを先行させると、クラン川左岸に集結した。

　部隊には、明け方、川に毒を流す作業に従事したジアン、アスカ、ハイミオ、ヨーコにウェルネシアも加わっている。夜明け前から深夜まで働き通しだが、この程度で音を上げる五人ではない。

　城砦からさほど遠くないところでアルゴラ隊はクラン川を渡と河かした。一方、ヨーコ隊はそのままクラン川に沿って進み、城砦の北西へ回り込む。

　本来なら巡回の兵に気を遣わなくてはならないのだが、城内からは「中止」の連絡はきていない。ということは、ウェルネシアの毒がしっかり効いていることになるわけで、それほど心配する必要はない。

　真冬の渡河で辛いのは靴が濡れることだ。靴が濡れたままでは足が冷え切ってしまう。そこで奇襲部隊は、全員が鞣なめした革で作った靴覆いを長ちよう靴かの上から被せて浅瀬を渡った。

　クラン川右岸のそれほど広くない川原には、渡河を終えたアルゴラが率いる第一奇襲部隊約三十名が、クラン川左岸には、まだ渡河していないヨーコが率いる第二奇襲部隊の約二十名が息を潜めている。













　先行する物見班は、ルーアル・ソシエダイの兵が巡回している場合はそれを排除する役目を負っているから、選ばれたのはジアンやアスカ、ハイミオなど、格闘戦を得意とする精せい鋭えいたちが中心である。

　数名ずつの巡回の兵を軽々と打ち倒した物見班は、後続の部隊に合図を送る。それを確認すると、アルゴラ隊はそのまま城砦の南側まで忍び寄る。ヨーコ隊はクラン川を渡って北西側から城砦直下まで進んだ。

　両隊はその場でじっとそのときを待った。

　そのときとは、突入の合図となる火の手が上がるときだ。

「まだかな」

　とアルゴラはあまりやる気のなさそうな声で呟いたが、実際はやる気がないどころか、早く突撃したくてうずうずしているはずで、それを知っているビアンティティセスは、ことさら落ち着いた声で上司に応えた。

「もう直ぐですよ」

　すると、アルゴラがぼそりと呟いた。

「早く斬り合いをしたいものだな？」

　いえ、そんなこと考えてるのは隊長くらいですけどね。

　ビアンティティセスは内心で突っ込むに留めた。さすがの彼女も緊張が高まり、アルゴラと言葉を交わす余裕がなくなっている。

　じりじりとするような時間が経過し。

　一刻時半（夜中の三時頃）くらいになっただろうか。

　突如、城砦のほうで何やら叫び声が上がった。

「来たか！」

　全員が黒々とした城砦の影を見上げる。

　城砦内の騒ぎは次第に大きくなっていき、やがて赤々とした炎がはっきりと視認できるようになった。

「よし、突入するぞ。続け」

　剣を抜いたアルゴラが、闇の中、真っ先に城砦目指して駆けだした。

「隊長に遅れるな！」

　ビアンティティセスは部隊内を走り、抑えた声で各小隊に突撃を報せて回った。

　直ぐに第一奇襲部隊全員が一丸となって、アルゴラのあとを追って走りだす。

　同時刻、城砦の北側にいるヨーコ隊も、城砦への突入を開始した。
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　城内が騒がしい。人の叫び声、怒鳴り声、悲鳴、喚かん声せいがあちこちから聞こえてくる。

　寝台でそのときを待っていたセリノスたちは、掛け布をはね除のけて起きだした。

　寝所にいる工人たちはウェルネシアの毒のおかげですっかり弱っていて、大半の者は寝台に伏せったままだ。

「おい、みんな起きろ！」

　セリノスたちは大声で工人たちを叩き起こして回る。

「な、なんだ、どうした？」

「何が起きたんだ？」

　寝ね惚ぼけ眼まなこで上体を起こす工人たちに向かい、寝所の出入り口でシェーナが絶叫した。

「火事だぁあ！　早く逃げないと焼け死ぬぞぉぉ！」

「なんだってぇぇ!?」

　さすがにそれで目が覚めたか、工人たちは次から次へと寝台を抜けだし、よろよろと出入り口へ走る。

　敢あえて工人を起こしたのは、混乱を大きくする狙いと、そのまま寝ていると、寝所に飛び火した場合、彼らが焼け死んでしまう虞があったからだ。

「よし、わたしたちも出よう」

　セリノス以下六人が宿舎を走り出ると。

　食堂と厨房がある建物が紅ぐ蓮れんの炎に包まれていた。仮屋なので、石や煉れん瓦が造りではなく木造だから、あっという間に火が燃え広がったのだ。辺りは炎に照らしだされ、赤く染まっている。その赤い光の中を、黒い影が幾つも行ったり来たりしている。

　消火活動はまだ行われていないようだ。

　というより、したくてもできないのが実情だろう。何しろ過半の兵が体調不良で寝込んでいるのだ。そこまで酷くはなくても、残りの兵も大半が体調に問題を抱えている。実際、燃えている建物の前を、水を汲んだ重い桶おけを抱えた十数人の兵が、緩かん慢まんな動作でうろうろしているだけだった。

　敵兵のこの動きなら！

　セリノスは作戦の成功をこのときに確信する。

　工人服の六人は手桶を抱えて城壁まで走る。

　こうしていれば、兵に見咎められても、水を汲みに来たとかもっと大きな桶を探しているとか、いくらでも言い訳が利きく。

　冷静になって考えればおかしな言い分だが、こんな混乱したときは冷静な思考力など望むべくもないことをセリノスたちはよく知っていた。

　食堂と厨房のある建物は、もはや手のつけようがないほどの勢いで燃えている。どころか、火の粉こが周囲に降り注ぎ、近くの建物にまで延えん焼しようしそうだ。それでさらに混乱が大きくなる。

　燃えている建物はもう捨てて、他の建物への延焼を防ぐべきと判断した部隊の幹部は、燃えている建物を壊し、他の建物に水をかけるという決断を下し、城内のあちこちに散らばっていた歩ほ哨しようを大急ぎで集めさせた。

　白兎騎士団しろうさぎ側からすれば、願ったり叶ったりの展開だった。

　城壁を乗り越え、アルゴラ隊とヨーコ隊がほぼ同時に二方向から雪崩れ込んできた。

　城壁の高さは二ヤルド以上あったが、まだ工事中とあって、あちこちに作業用の足場が組まれたままだ。それを伝って、奇襲部隊は易やす々やすと城内へ入れた。

　予めの工作が利いているから見張りの兵の数は少ない。その少ない兵も消火のために大多数が呼び戻されていて、侵入した白兎騎士団しろうさぎの奇襲部隊を阻止できる兵力はどこにもなかった。

　さらにそのとき。

　奇襲部隊が侵入したのとは別の場所で大きな爆発音がして火柱が上がった。

「火事が燃え広がったのか!?」

「倉庫の油に火が回った!?」

「敵襲だ！」

「火竜が襲ってきた！」

　あちこちで上がる兵の叫び声が混乱に拍はく車しやをかける。何が真実で何が虚きよ報ほうか、もう誰にも判らなくなってきた。

　そんな大混乱の最中を、アルゴラ隊とヨーコ隊が疾風はやてのように駆け抜ける。

　その先頭に立つのは、工人や賄い婦として予め潜り込んでいた、セリノスやノエルノードたちである。

　ほんの数日とはいえ、実際に城内を自分の足で歩いた経験がものを言う。

「こちらが武器庫です、アルゴラ隊長」

　セリノスやデイレィがアルゴラ部隊を先導し。

「ヨーコ隊長、こっちが兵の宿舎です」

　ノエルノードやレオチェルリがヨーコ部隊を先導し。

「武器庫を燃やし、武器を破壊しろ。抵抗する者は斬り捨ててかまわん！」

　アルゴラ隊の半数が武器庫へ襲いかかった。

「残りの者は続け！」

　半数を率いてなおもアルゴラが城内を駆け抜ける。

　桶を持ってうろついている兵は、何が起きたのかも判らないまま、アルゴラに剣を突き立てられて昏こん倒とうした。

　一方、ヨーコ隊では。

「手筈どおり、半数で兵舎を襲え。抵抗できない者は放っておいてかまわない。向かってきた者だけを排除せよ」

　ヨーコが部下に指示を送っている。

「入り口はこっち！」

　ノエルノードを先頭に、ヨーコ隊の半数が兵舎内に突入していった。

「ヨーコ隊長、幹部の宿舎はあちらです」

　レオチェルリに案内され、ヨーコ隊の残り半数が幹部たちが寝泊まりしている建物へと襲いかかった。

「なるべく生かしたまま捕らえよ。やむを得ない場合には斬ってもかまわない」

　ヨーコはそう命令を下したが、抵抗できるだけの体力を残している兵はほとんどいなかった。

　それはそうだろう。動ける者は消火のために外に出ているはずで、今ここにいるということは、身動きできないほど症状が重い者ということになる。

　建物に突入したヨーコ隊半数は、幹部のうち室内に残っていた者――その大半が寝台の上でうんうんと唸っていた――のほぼ全員を、あっさりと捕ほ縛ばくした。
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　この頃、クシューシカ率いる白兎騎士団しろうさぎの攻撃軍本隊が城砦に迫っていた。

　本隊のさらに後方には作戦指揮所が置かれていて、そこには白兎騎士団しろうさぎの百ほどに加え、ベティス軍と友好国部隊を率いたガブリエラとレフレンシアも出で張ばってきているのだが、今回は後方から支援をするだけで、襲撃作戦そのものには加わらない。

　本隊は、白兎騎士団しろうさぎの百名余りと、ベティス軍の一中隊二百から成っている。

　クシューシカ以下、騎士団員は全員が特徴的な兜かぶとを被り、全身を覆う白しろ銀がね製の鎧を着込んでいた。夜目にも、その輪りん郭かくだけで鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊だと判る。

　毒の影響で大多数の兵が体調不良、体力低減に陥っているとはいえ、城砦には二千人以上の兵員がいるから、奇襲部隊だけでの完全制圧は難しい。

　城砦そのものが完全に焼失してしまっても具合が悪い。それでは、せっかく奪っても利用価値がなくなってしまう。敵と味方の勢力境界の狭はざ間まで、焼失した城砦を一から造り直している余力は白はく兎と騎士団やベティスの側にはなかった。

　ということで本隊は、城砦の制圧と消火活動の二点を主要な任務としていた。

　日付が変わる前に最寄りの街、オクトスを出発した本隊は、敵の城砦目指して行軍を続けた。

　この世界では、ふつう夜間の行軍は行われない。

　兵数が増えれば増えるほど部隊の先頭と後尾の距離が開く。そうなると、電話も無線もないこの時代では、互いの部隊が連絡を取り合う術すべがない。

　敵にその所在を教えることになるから狼煙のろしを上げるわけにもいかない。魔術士による合図も同様だ。前の部隊に離れないように、後ろの部隊が離れないように、互いが気を遣いながら歩くしかなく、行動が大きく制限されてしまうのだ。

　そうしたところで、迷ったり方角を間違えたりする可能性はなくならない。

　少数の部隊ならともかく、大部隊で夜間行軍をするのは、その危険度に比べて実入りが少ないのである。

　しかし、今回は話が違った。目的地、敵の城砦間近までは街道沿いに進めばいいのだから道を誤る危険はないも同然である。もし前後の味方を見失っても、道なりに進んでいけば、やがて集合地点へと至るわけで、駆け足で進んでもなんの問題もない。

　敵に遭遇する危険もない――ウェルネシアの毒のおかげで城砦から敵の物見部隊が出てくる可能性はほとんどないし、付近に敵部隊もいない――から、小隊ごとにばらばらに走ろうと、とにかく集合地点に辿たどり着ければそれでいいのである。

　ということでクシューシカは、小隊ごとにまとまって街道を走って進めという命令を出発前に出しておいた。

　集合地点まで先頭を切って走ったクシューシカはその場で後続を待った。

　それほど時間が経たないうちに、兵は続々と集結してきた。

　点呼を取らせ、落らく伍ご者しやもなく全員が集まったのを確認すると、クシューシカはその場に待機の指示を出して、そのときを待つ。

　城砦は河岸段丘上の高台にあるので、火の手が上がれば街道から確認できるはず。

　もしも火の手が上がらなければ、作戦は失敗したということになる。

　その場合の本隊は、引き揚あげてくる――最悪、逃げてくる――奇襲部隊を回収して、敵の追撃があればそれを食い止めることになっている。

　成功か、失敗か。最初の分ぶん岐き点てんが、まさに今なのだ。

　クシューシカはどっしりと構えているが、内心は気が気ではない。

　クシューシカでさえそうなのだ。部下たちはいずれもが顔に緊張を貼りつけたまま、ひたすらそのときを待った。

「隊長、火の手が上がりました！」

　見張りに出しておいた者の叫び声がクシューシカのいる本営にも届いてきた。

　クシューシカは直ちに槍やりを引っ摑み、周りに居並ぶ部下やベティス軍の幹部兵に向かって叫んだ。

「作戦は成功したも同然だ。これから敵城砦に乗り込んで仕上げを行うぞ！　わたしのあとに続け！」

　クシューシカを先頭に一丸となって走った本隊は、その勢いのままクラン川を渡り、混乱のまっただ中にある城砦へと突進していった。
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　本隊が乗り込んだとき、城内では一部の建物が激しく燃えていたが、戦闘らしい戦闘は行われていなかった。

　城内の一部で、奇襲部隊とそれに抵抗するルーアル・ソシエダイ兵が散発的に戦っているだけだ。戦っているというよりも、逃げ場を失ってやむなく抵抗しているといったほうがいいだろうか。

　一方、剣を手にしたまま、あちこちで転がっている敵兵の姿が見受けられた。刀傷などは見当たらないから、斬られたのではなさそうだ。

　つまり、ウェルネシアの毒にやられて動けないわけか。

　転がっている敵兵を見下ろしながら、しかし大したものだな、とクシューシカは改めて感心する。

　彼女が言う「大したもの」とは、当然、ウェルネシアの毒を指しているのだが、それだけではない。味方の特徴を熟じゆく知ちし、それを活いかし、毒まで使って相手の裏をかく作戦を練ねりあげ、こうして成功させようとしているガブリエラ団長も大したものだと、そう評価しているのだ。

　同時に、まだ雛ひよこに毛の生えた程度だったガブリエラの資質と将来性を見抜いて、彼女に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの未来を託そうと言い切ったレフレンシアの観察眼、強固な意志、決断力を凄いと思うし、驚嘆に、そして賞しよう賛さんに値すると思う。

　まったく、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは人材の宝庫だな。その一員として、わたしも名を連ねていられるように精しよう進じんしなくてはな。

　立ち塞がろうとしたルーアル・ソシエダイ兵を、一ヤルドを超える長なが柄えの豪ごう槍そうで弾き飛ばしながら、クシューシカは城砦内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆けた。
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　夜が明ける頃には戦闘が終わっていた。

　まだ燻くすぶっている建物もあるが、火事はあらかた消火された。

　いま、城内の広場に工人たちが集められたところだった。全員が寝不足と体調不良で、足下がふらついている。寝間着のまま着替えていない者も多く、寒さに震えながら配られた毛布を被っている。

「みな、夜明け前に叩き起こしてしまって申し訳ない」

　白銀の鎧に兜姿、左手に槍を摑んで壇上に立ったクシューシカが、居並んだ工人たちに向かって頭を下げた。

　ざわりと、工人たちがざわめいた。

「諸君らに危害を加えるつもりはない。もし我々に協力したくないと思うのなら、ここから立ち去ってもらってかまわない。もちろん、今までルーアル・ソシエダイ軍から支払われた給金は持っていってくれてかまわない」

　またも工人たちがざわめいた。

　ルーアル・ソシエダイに敵対する鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに占せん領きよされた以上、自分たちが得た給金は没ぼつ収しゆうされる。みな、そう覚悟していたから、一様に驚いた顔をしている。

　そんな工人たちに向かって、クシューシカはよく通る声で話を続けていく。

「まだ働こうという意思のある者には、我々が新しい仕事を頼みたいのだ」

　どういうこった？

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、この城を完全に破は却きやくするつもりなんだろ。

　ああ、それで壊すのを手伝えってことか。

　けどよ、城を壊すのを手伝ったのがあとでルーアル・ソシエダイのほうに知られると困るな。

　などと工人たちは囁き合ったが、しかし、彼らの予想は完全に外れた。

「我々はこの城砦を完成させたい。頼みたい仕事とは、これまでどおり皆に城砦の構築を進めてほしいということだ」

「なんだって？」

「どういうことだ？」

「つまり、ここを完成させて、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとベティスが使うって、そういう意味なのか!?」

「今までにもらった給金を取りあげないってのは、要するにこのあとも仕事を続けるための見返りってことか」

　工人たちのあいだで盛さかんに私語がかわされる。

　クシューシカは怒るふうでもなく、場が鎮しずまるのを黙って待った。

「断れば、ルーアル・ソシエダイからもらった金は召しあげられるんだろ？」

「だったら続けるしかねえか？」

「いや、でも、ルーアル・ソシエダイ軍が黙って見てるとは思えねえぞ？」

「また奪とり返しに来るだろ」

「ここで働いてたら、戦いくさに巻き込まれるぞ」

「つ～か、これまでの給金だけで完成まで働けって、それはキツいな」

　唐とう突とつにクシューシカが話を再開させた。

「勘違いしないでほしいのだが、これ以降の仕事に対して、我々はこれまでとは別途に工こう賃ちんを支払う、ルーアル・ソシエダイ軍が払った日当に少し上乗せした額がくをだ。だから、そこは心配してもらわなくてもいい」

「なんだって!?」

「本気かよ」

「ルーアル・ソシエダイの工賃も、かなりよかったのに、それ以上をか!?」

　工人たちの心がぐらついたところに、さらにクシューシカが畳み込んだ。

「もしここがルーアル・ソシエダイ軍に攻められるようなことがあれば、直ちに工事を中止して皆を解放しよう」

「お、おい、どうする？」

「どうするって……どうするよ？」

「かなり美う味まい話だが……」

「たしかに……惹ひかれるな」

　工人たちはクシューシカの話に魅力を感じながらも、なかなか決断することができないでいた。

　そのとき。

「僕はやる！」

　一人の工人が手を挙げて叫んだ。













「そんだけ割のいい仕事ができれば、病気の母親にいい薬を買ってやれるから」

　少年にしては少し高い声でそう言ったのは……セリノスだった。いわゆる「サクラ」という奴だ。

　続いてデイレィやリンデルが、

「俺も！」

「俺だって！」

　と叫んで手を挙げると、工人たちの中から続く声が次々に上がった。

　結局、ほぼ全員が工事の続行を請うけ負うという話になった。

　場の流れ、雰囲気を、自分たちが狙った方向へ持っていこうとして、予め用意されていた脚きやく本ほんに沿ったセリノスたちの言動ではあったが、ここまで上手く嵌はまるとは、サクラとなったセリノス本人たちでさえ思っていなかった。

　この脚本はガブリエラとレフレンシアによって用意されていたわけだが、作戦が始まる前からそこまで読んで、手を打って、しかもその打った手がぴたりと嵌るというのは驚き以外の何ものでもない。

　人を乗せるのが上手いというべきか、人を騙すのが上手いというべきか、そこは少し迷うところだけど、ともかく先を読む力と構想力は並外れているな。

　セリノスは改めてガブリエラとレフレンシアに対して感嘆し、敬意を抱いた。
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　その頃、オクトスの街の近くに置いた作戦指揮所で城砦の完全制圧が完了したという報告を受けたガブリエラとレフレンシアは、部隊を率いて城砦へ乗り込むべく、行軍を開始していた。

　構築中とはいえ、二百にも満たない兵力（とベティスの一中隊）で見事に敵の城砦を陥おとした鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの戦いぶりに、ベティス部隊の幹部や、検分役として加わっていた友好国の将校から賞賛の声が相次いだ。

　けれど、ガブリエラやレフレンシアにしてみれば、事前にあれだけ念入りに手を打ち周しゆう到とうな根回しをした以上、当然の帰き結けつ、必然の結果でしかなかった。

　むしろ二人は、問題はここからだと思っている。

「副団長、この結果を受けて、ルーアル・ソシエダイ軍、即座に反撃に出てくると思いますか？」

　とガブリエラは訊いた。

　すでに何度も考え、予想してみたものの、ガブリエラには、今一つ、敵の出方が読めなかった。というか、確信できなかった。

　それはレフレンシアも同様で、それまでと同じく、彼女はこう応えるのみである。

「さすがに読み切れないな。城砦にいたルーアル・ソシエダイ兵のほとんどをこちらで確保した以上、彼らは人質としての意味合いを持つ。攻撃をかければ、味方にも犠ぎ牲せいが出ると思えば、強攻は躊躇ためらうだろう。それ以前に、直ぐに奪とり返しに出られるほどの兵員が集められるか、という側面もあるしね。後方から動員しているあいだに、こちらは城砦をある程度は強化できる」

「そうですね。とはいっても、いまいる工人たちが全員、これまでと同様、働いてくれないと、城砦の強化も遅れますけど」

「その辺はクシューシカに任せるしかないな……って、そうか、しまったな！」

「え？　何か具合の悪いことが？」

「いや、クシューシカが工人たちを説得する場面における話の内容までは指示したけど、話すときの恰好までは指示しなかっただろ？」

「え……ええ」

「鎧を脱いで、白はく兎との長なが裳もで話せって、予め言っておくべきだったな。あいつ、体格がいい上に胸が大きいから、その恰好で壇上に立てば、工人たち上手く誑たぶらかせたのに」

「誑かすなんて、人聞きが悪いことを……」

　ガブリエラが苦笑していると、レフレンシアは大真面目な顔で言った。

「冗談だよ。本気で誑かすつもりなら、長裳も脱いで胸覆いと下帯だけになったほうがいいに決まってる」

　いつ誰が決めたんですかっ!?

　ガブリエラが呆れていると、レフレンシアはにやりと笑って言った。

「それはさておき、だ。ここから先は、ある意味、出たとこ勝負だね。工人たちの態度次第、敵の出方次第で、こちらも臨機応変に対応策を採とっていくしかないな」

「……ですね。わたしはそれほど危険度は高くないと睨んでいますけど」

　という二人の読みは、この後、アリアンレイの迅速かつ果か断だんな作戦によって外れてしまうことになるのだが、それは少し先の話である。

「とはいえ、他ほかに危ない場所がある」

「ル・アンヘル……ですか？」

「そう、そこだ」

　レフレンシアは難しい顔で頷いた。

「ベティスの幹部連中、なんだか自信のある顔つきをしていたが、先の戦いでコリントゥスを陥とした指揮官が乗りだしてくると、けっこう際どい場面が出てくるんじゃないかと、わたしはそれを恐れている。かといって、我が白兎騎士団しろうさぎには二カ所で戦うほどの戦力はないから、こっちに出張っている以上、あちらはベティスでなんとかしてもらわないとどうしようもないんだけどさ」

　先の戦いでコリントゥスを陥とした指揮官。つまりアリアンレイのことだ。

　レフレンシアは、コリントゥスの攻防戦に関する報告書を読み、その指揮官の有能さを知った。油断のならない相手であることを認識した。そいつがル・アンヘルの奪回に本腰を入れてきたら、大平原の兵力展開に限界のあるベティスとしては、かなり厳しい状況に追い込まれるのでは、と恐れていた。自分たちが別の場所でこうして作戦を遂行しているこの時期に、彼女がル・アンヘルへ向かわないことを願うばかりだ。

　しかし。

　まさにこのとき、アリアンレイは新たな軍事行動を起こしていたのだ。

　その戦術目標は、やはりル・アンヘルの奪回。

　コリントゥスを陥としたアリアンレイは、今やル・アンヘルに対して牙を剝むこうとしているところだった。

　そして彼女の牙は、ル・アンヘルへ向かうに留まらなかった。レフレンシアとガブリエラは、このあと、それを思い知ることになる。
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　ネレイドの街とオクトスの街のあいだに築城中の城じよう砦さいを、マナティウスに駐留している鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが中心となって奪いに出ているとき、ルーアル・ソシエダイ王国軍は別のところで軍事作戦行動を起こしていた。

　作戦目的はル・アンヘルの街の奪回である。

　構築中の敵城砦が完成してしまうと、ベティス・白はく兎と側にとっては自分たちの喉のど元もとに突きつけられた短剣のような脅きよう威いになるのと同様、ルーアル・ソシエダイ側にすれば、奪とられたル・アンヘルは目の上の瘤こぶのような存在だった。

　どちらにとっても邪魔な存在であると同時に、自軍に取り込めれば、つまりベティス側は城砦を奪だつ取しゆできれば、ルーアル・ソシエダイ側はル・アンヘルを奪り戻せれば、相手の優位性を減じた上に自分たちの優位性を増すことができる。

　ベティス・白はく兎と側が城砦の奪取を試みたのと同じく、ルーアル・ソシエダイ側がル・アンヘル奪回を再度試みたのは、ある意味、当然のことではあった。

　当然、ベティス側としても、ル・アンヘルの防御を疎おろそかにしてはいない。

　マナティウス駐留の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊が動く際には、同じくマナティウスに駐留しているベティス軍部隊のうちから一個大隊一千をル・アンヘル防衛のために送り込んだほどだ。

　白はく兎と部隊とベティス一個中隊、それに加えてベティス一個大隊が街を出たとなると、マナティウスは空っぽになるも同然だったが、大だい平へい原げん駐留軍の指揮官ジラルディ将軍はそれも辞さなかった。

　奪ったル・アンヘルは相手勢力に打ち込んだ楔くさびであり橋きよう頭とう堡ほ。取り返されてしまえば戦略的な痛手は限りなく大きい。同時に、近隣諸国からの信頼をも失うという外向的な痛手も無視できない。だからこそ将軍は、マナティウスの守備を薄くしてまで、ル・アンヘルへ増援を送ったのである。

　この増援部隊は大量の兵ひよう糧ろうを街に運び込んだ。

　これでル・アンヘルの守備部隊は街の守備兵を入れて約二千となった。兵糧にも余裕がある。であれば、前回のようにルーアル・ソシエダイ軍が四千の大軍を送ってきても、なんとか保もち堪こたえられる。そういう読みである。

　ベティス軍には、これ以上新たな増援を送る余力がない。オクトスの先の城砦を首しゆ尾びよく奪取できたら、そちらに入れる兵も送らなくてはならない。ル・アンヘルは自力で防衛してくれなくては困る、そのためになけなしの一千を送ったのだ、というのが将軍の本音だった。

　それに、ルーアル・ソシエダイの側に、もう一度、四千も五千もの軍を送って寄よ越こすだけの余力はないというのが、レフレンシア、ガブリエラ、ジラルディ将軍の一致した読みだった。

　それでも敵が何か仕掛けてくることをレフレンシアは恐れていた。というより、コリントゥスを見事に陥おとした敵の指揮官――つまりアリアンレイのことだ――を恐れたというべきか。

　進発する前にレフレンシアは、

「ル・アンヘルの防衛にはくれぐれも注意してください」

　と何度も将軍に念押しした。

　とはいえ、レフレンシアやガブリエラにも何か具体的な献けん策さくができたわけではない。せいぜい小規模な付つけ城じろを造ってベティス側の自由な兵力展開を阻害するとか、街道に兵を置いて通商の妨ぼう害がいをするとか、周辺の街への調ちよう略りやくを活発化するとか、当面、敵の動きはその程度のものだと思っていた。

　だから、ルーアル・ソシエダイが今回は二千五百の兵でル・アンヘルの街に攻め寄せてきたと聞いたとき、レフレンシアもガブリエラも意外の念に打たれたものだ。

　その兵力では、守備兵が二千に増えたル・アンヘルは陥ちない、陥とせない。

　やはり付け城を構築するのか。それとも街道の通行を妨害するつもりか。

　ガブリエラとレフレンシアは、城砦攻撃のために出撃した直後に、ル・アンヘルの街へ敵の部隊が迫っているという報告を受けていた。

　ルーアル・ソシエダイ軍の狙いが読み切れないレフレンシアは、直すぐにガブリエラと話し合ったが、ガブリエラであっても今回の敵の目的が絞しぼりきれない。

「とはいえ、ただ付け城を築くとか街道の通行を妨害するとか、そのためだけに出てきたのではないような気がするのです」

「そうだな。報告によれば、大がかりな攻城兵器を伴っているというし、本気で街に攻撃を仕掛けるつもりなのかな。それにしては兵力が足りないと思うんだけど」

「ですね。敵の狙いがどこにあるのか……不安ですね」

「こちらは城砦の攻略に全力を注そそがなくてはならないから、ル・アンヘルのことを考えている余裕はない。もう一度、将軍に遣つかいをやっておくか」

　後ろ髪を引かれる思いで二人はマナティウスから離れていったのである。
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「街の中の動きはどうですか？」

　ル・アンヘルの街を遠くに望む小高い丘の上に本陣を置いたアリアンレイが、物もの見みからの報告を受けて戻ってきた副官に尋ねた。

　今日のアリアンレイは、前回、コリントゥスを陥としたとき同様、白しろ銀がねの鎧を着込んでいるが、臨りん戦せん態たい勢せいというわけではないので、重武装とまではいかない。

　長く真っ直ぐな黒髪を垂らした凜り々りしくも美しいその姿は、本陣のどこにいても直ぐに見つけることができる。

　自分たちの美しい指揮官の姿を確認する度たびに、ルーアル・ソシエダイ兵は体の奥から勇気が湧わいてくるような気がするのだった。

「今のところ、特段の動きはないようです」

「籠こもっている兵力、二千前後になっているのでしたね？」

「そのようです」

「二千……微妙な数字ね」

「それを言うのなら、我々の二千五百も随分と微妙ではありませんか」

　副官がそう混ぜっ返すと、そうね、とアリアンレイは小さく笑った。

「微妙だからこそいいのよ」

「仰おつしやるとおりですね。本気で陥とすには少なすぎる。けれど、ただ街道を封ふう鎖さするだけにしては多すぎる。それに、これ見よがしの大型の攻城戦用兵器。あいつらは本気で攻めようと思っているのか？　と考えてくれる」

「でも、本気で攻めるには兵力が足りないと、結局、思考はそこへ戻ってくる。結果、敵はこちらの狙いを読めなくて、絞り切れなくて、あれこれと勝手に考え、大いに迷ってくれるわ」

　ガブリエラやレフレンシアが実際に現場でアリアンレイ麾き下かの部隊と対たい峙じすれば、また違った展開になっただろう。

　しかし残念ながら、ここ、ル・アンヘルには、ガブリエラやレフレンシアはいない。鋭い目、正しい大たい局きよく観かん、相手の着手を読む力、正着を指す思考力、機を逃さない決断力。それらを兼ね備えた人材はいなかった。

　籠ろう城じよう軍の指揮官の判断は。

　あの兵力なら、たとえ強攻してきても跳ね返せる。こちらも城壁や城門は強化しているのだ。攻城用兵器で攻められても、そう簡単に突破されはしない。ひたすら防御に徹てつすればいい。

　というものだった。

　最初から敵は強攻してくるものと決め打ちをしてかかっている。アリアンレイにしてみれば、思う壺つぼという展開だった。とはいえ、守備側がそこまで決め打っていることは、この時点でのアリアンレイには判らない。

　彼女は、着々と布ふ石せきを打っていく。
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　ルーアル・ソシエダイ軍部隊は攻城戦用の大がかりな兵器の整備や組み立てに余念がない。

　投とう石せき機き。

　攻こう城じよう櫓やぐら。

　障しよう壁へき車しや。

　破は城じよう槌つい。

　破城槌を載せる亀きつ甲こう車しや。

　それら大型兵器を、これ見よがしに組み立てている。

　そのことを確認した籠城側の副官が、

「あれらを壊しに討って出たらどうでしょう？」

　と指揮官に進言したのだが、誘われても野戦には応じるなとジラルディ将軍から固く禁じられている指揮官は、

「余計なことはしなくてもいい」

　と言って、副官の策を採とりあげようとはしなかった。

　しかし。

　強攻して陥とすには兵力不足であっても、あのような城攻め用の兵器を街の望ぼう楼ろうから見える範囲で組み立てられるのは、あまり気持ちのいいものではない。

　城壁や城門を補強したとはいえ、ルーアル・ソシエダイ軍があれらの兵器を前面に押し立てて攻めてくれば、確実に被害は出るだろうから。万が一、城壁の一部でも破られれば、相手を押し返せたとしても味方の被害も大きくなる。

　これまでの戦いで相当数の兵員を失っているベティス軍としては、できるだけ人的な損害を出さずに相手を押し返したい。

　そういう意識が強く働いているから、どちらかというと消極的な待ちの姿勢で、籠城側はアリアンレイ率いるルーアル・ソシエダイ部隊の動きを見守るだけだった。
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「では、軍議を始めましょうか」

　本陣に顔を揃そろえている幕ばく僚りようや隊長たちの顔を見渡した後、アリアンレイは軍議の開会を宣せん言げんした。

「まずはいちばん肝かん心じんなことから訊ききます。進み具合はどうですか？」

　アリアンレイが視線を向けたのは工兵隊の隊長である。

　ということは、攻城用兵器の組み立ての進しん捗ちよく具合はどうかと、アリアンレイは訊いたのだろうか。

　しかし、工兵隊隊長の返事は違うものだった。

「順調に進んでおります。むしろ、予定以上の進み具合かと。頭領の話によると『土質のおかげ』だそうですが」

　攻城用兵器の組み立てに「土質」が関係してくるとは思えない。

　では……いったい何が進んでいるのだろうか。

「ですか。それは重ちよう畳じよう」

　優美な笑みを浮かべたアリアンレイだが、それ以上を工兵隊隊長に尋ねることはしなかった。

　ル・アンヘルは、少し前まで我が陣営に属していた街。街中はすべて把は握あくしている。それが強みね。おまけに敵は亀の子のように籠城している。こちらがそうあれと願った展開になってきているわ。

　作戦が想定の範囲内で進んでいることに満足しながらも、アリアンレイはどこか物足りなさを覚えてしまう。

　アリアンレイの脳のう裏りに、三面の白はく兎との紋もん章しようがちらりと浮かんで消えた。

　もっと強い敵と見まみえてみたい。もっと手強い相手と鎬しのぎを削ってみたい。そんな危うい欲求に浸ひたりそうになっている自分に気づいて、アリアンレイは内心で首を横に振った。

　いけない、いけない。わたしの役目は大平原の調略、平定。敵が弱ければ弱いほど、歯ごたえがなければないほど喜ぶべきところなのに。

　と自分を戒いましめる。

　アリアンレイが発言しないので、代わりに副官が隊長に訊いた。

「で、侵入が可能になるのは、いつ頃になりそうか？」

「何か予定外の異変が起きない限り、二日後には」

「そうか。では侵入は……二日後の深夜、あるいは三日目の夜明け前……」

　副官は決断を求めてアリアンレイのほうを見る。

「では三日後の払ふつ暁ぎよう、そうね、夜が明ける直前がいいわね」

「はっ」

「侵入部隊は、その予定で準備を調ととのえておくように」

「了解してございます」

　侵入部隊の隊長が頭を下げた。

「侵入に合わせて外からの攻撃も開始します。攻城用兵器はそれに間に合えばいいわ」

　アリアンレイがそう言うと、工兵隊の隊長が苦笑を浮かべて応えた。

「組み立てては分解の繰り返しですから、工兵たちもいい加減、飽きてきたところです。本番開始となれば、奴らも喜ぶでしょう」

「では、もう一度、攻撃の進行具合を確認しておきましょうか」

「おい！」

　副官が部下を呼んで、野や戦せん卓たくの上に地図を広げさせた。紙に染料で描かれた地図は、ル・アンヘルの街とその周辺のものだ。

　街の外にはルーアル・ソシエダイ軍部隊の所在地を示す印が付けてあり、その近くにある雑木林から街に向かって延びる三本の赤い線が引いてある。

　赤い線は城壁を貫いて街中に達し、そこで途切れていた。

　これは何を示しているのだろう。

　侵入進路だろうか。それにしては真っ直ぐにすぎる。

「侵入地点は、ここと、ここと、ここ」

　副官が赤い線の途切れた場所に、攻撃側の部隊を表す小さな赤い駒を幾いくつも置いた。将棋スカツシユの駒のような立体的な物だった。

　駒の意い匠しようはルーアル・ソシエダイ軍の紋章に描かれている鷹たかを模したものだ。

　ちなみに、ルーアル・ソシエダイ王国では鷹が守しゆ護ご聖せい鳥ちようとして敬われている。

「侵入部隊は各おの々おの百五十。この作戦の問題は百五十すべてを送り込むまでに時間がかかること。全員が攻撃態勢を取るまで敵に見つからないことが作戦成功の鍵かぎとなります」

　侵入部隊の隊長たちが重々しく頷うなずいた。

「侵入部隊は、攻撃態勢が調った隊から行動を開始。三隊がばらばらでも同時でもかまいません。同時なら同時で、ばらばらならばらばらで、敵の守備部隊に混乱をもたらしてくれるはず」

　副官は話しながら、城内に置いた小さな駒を動かした。

　駒はばらけ、城内に散らばっていく。

「まずは火を放ち」

　という副官の言葉に、今度は部下が赤い炎を模もした駒を街の各所に置いた。

「その炎を合図に、攻撃部隊が街に攻撃を仕掛けます。第一攻撃隊が東の城壁を、第二攻撃隊は南の城門を」

　副官は街の周囲にある攻撃部隊の、比較的大きな駒を城壁間際まで移動させた。

　炎を合図に攻撃部隊が攻め寄せる。それはルーアル・ソシエダイ軍が構築中の城砦を攻めた際の白兎騎士団しろうさぎの策と同じではないか。この事実はアリアンレイとガブリエラの思考、あるいは指向が、どこか似通ったものであることを示しているのかもしれない。

「火事への対応に大わらわの籠城軍の守備は必ず手薄になります。ここは速度が最優先ですので、遮しや二に無む二に寄せていただきたい。外からの攻撃が緩いと、侵入部隊が各個殲せん滅めつされる虞おそれが出てきます」

「おお、任せてくれ。火の玉のように攻め寄せてやる」

　攻撃部隊の隊長の一人が豪快に笑った。

「完全に夜が明けていませんから、暗い中での攻撃になります。難しい面もありますが、敵の反撃もさほど効果的ではないでしょう。そこはお互い様ということで。侵入部隊の破壊工作がしっかりと利きいていれば、守備の兵数は減っているはず。なんとしても突破していただきたい」

　そう言って、副官は城外にあった大きな駒を幾つか、城内へと移動させた。

「一旦乗り込んでしまえば大きな問題はありません。混乱している籠城軍は組織だった抵抗ができません。我らは城内の見取り図も把握していますから、迅速に移動できます。あとは敵を各個撃破していけばいいだけです」

　副官は小さな駒を街の至る所に配置し、次いで城内に移動させた大きな駒の中の一つを城門へ、残りを王宮方面へと進めた。

「侵入部隊は街中に散らばっている敵の残存部隊を掃そう討とうし、南の攻撃部隊は城門を破り、敵守備兵を排除して城門を確保します」

　副官は、本陣であることを示すひときわ大きな駒を城門経由で街の中へと移動させた。

「外にいる本隊が城内に突入して、これで勝負あった！　となります」

　誰からともなく拍手が起こった。

　副官は小さく肩をすくめる。

「まぁ、これは理想的な展開ですがね。実戦では、いつ何が起きるか判りません。臨機応変に、かつ過あやまたないように、適切な対応をお願いします」

　全員が表情を硬くして頷いた。

「アリアンレイ様、何かありますか？」

「問題は、先ほど話が出たように、侵入部隊が全員乗り込むまでの時間差ね。敵に見つかれば、この作戦はそれまで。最初の兵が乗り込んでから最後の兵の乗り込みが終わるまでの時間差。その時間が成否を分ける鍵となります。ですから、慎しん重ちようの上にも慎重に行動してください」

「ははっ」

　頭を下げた侵入部隊の三人の隊長の顔は、少し強こわばっているように見える。

　その中でもっとも若い部隊長が、おそるおそるといった体ていで口を開いた。

「アリアンレイ様」

「なんですか、キノエ？」

「一つご提案があります。よろしいでしょうか？」

　全員の目がキノエに集中し、まだ若いキノエは皆の視線に圧おされるように少し上体を引く。

「許します」

「ありがとうございます」

　深々と一礼してから、キノエは地図に目を移した。

「外からの攻撃なのですが、順番を変えたら如何いかがでしょう？」

　他の隊長や幕僚たちは、キノエが何を言わんとしているかが直ぐには判らず、小首を傾かしげる仕草を見せた。

　しかし、アリアンレイは。

「なるほど。外からの攻撃を先にすればと、そういうことですね」

「は、はい、そうであります」

　自分の意図を即座に汲くんでもらえて、キノエは嬉うれしそうな表情を見せた。

　それで彼の提案の真意が判り、他の幹部の何人かが、そういうことか、と呟つぶやいた。

「つまり、外からの攻撃を陽動にするわけか」

「城内の巡回部隊の注意を逸らそうということだな」

「たしかに侵入部隊が見つかる危険性は低くなるが……それでは敵の防御が固くなってしまうだろう」

「そうだな。城内で火を点けても、攻撃されている以上、城壁の守備部隊は持ち場から離れられないのだからな」

　どちらかというと幹部のあいだでは否定的な意見が多かった。

　意見があらかた出揃ったところで、副官が訊いてきた。

「アリアンレイ様、如何でしょう？」

　アリアンレイは端たん麗れいな顔に優美な笑みを浮かべ、ふふふ、と笑った。

「先に中で火を放てば城壁の守備は薄くなる。でも、その前に侵入部隊が見つかる虞がある」

　アリアンレイも地図上に目を落とす。

「先に攻撃をすれば侵入部隊が見つかる虞は小さくなる。でも、城壁の守備は固くなる」

「一長一短……ですか」

　と副官が言った。

　そう、たしかに一長一短。でも、この作戦の肝きもは侵入部隊が見つからずに行動を起こすこと。そのためには……攻撃を先にするほうが利点が大きい。あの部隊長、目の付け所がなかなかよいわ。

　アリアンレイは上体を固くしている若い部隊長にちらっと視線を走らせてから、もう一度、地図に目を戻した。

　先に攻撃することで城壁の守備は固くなるでしょう。では、今度はそれを逆さか手てに取ってやれば……そのためには……。

　アリアンレイの頭脳が高速で回転をしている。

　ほどなく、彼女は一つの結論を導きだした。

「キノエの献策、採とりましょう」

　意外そうな中にもキノエの表情には嬉しさが滲にじみでている。

　一方、幹部たちの顔に浮かぶのは意外さというよりも驚きだ。

　ざわりと、場がざわめいた。

「ただし」

　というアリアンレイの鋭い言葉でたちまちざわめきは鎮しずまる。

「そのままでは一長一短の短の部分を解消できませんから、少し工夫をしておきます」

　アリアンレイがそこで言葉を切ってしまったために、一拍置いてから、副官が続きを促うながした。

「それはどのようなものでしょう？」

　アリアンレイが言葉を切ったのは、少し間まを取って焦じらしたほうが幹部たちに与える衝撃をより大きくするだろうという読みからだ。ただ、もったいぶった印象を与えても困る。副官が適切な合いの手を入れてくれたのは、彼女にとってありがたかった。

　この副官は、まだ若いながらも、その素質に注目したアリアンレイが抜ばつ擢てきした者で、アリアンレイのふだんの行動や思考に慣れていたからこそ、こういう場面で適切に動けたといっていい。

「侵入部隊に続けて、本隊を城内に入れてしまいましょう」

「……えぇ？」

　その副官も、アリアンレイの言葉に我が耳を疑い、目をぱちくりさせている。

　彼だけではない。居並ぶ幕僚や隊長連も、何かを言いたそうに口を動かすが、上う手まく言葉が出てこないといった有様だった。

「敵軍の守備兵は城壁に集中しているわけです。そこへ街中で火の手が上がれば……」

　アリアンレイは意味ありげな顔で副官を見やった。

　即座に副官は、自分が試されていることを悟さとった。

「城壁の守備部隊を動かせないのですから、予備部隊が総出で消火に当たらざるを得ません。となれば、城内の兵の密度は大きく下がります。上手くすれば伝令の兵まで狩りだされるかもしれません。そうなれば、籠城軍の連絡網に穴が開きます」

　副官の応えに、アリアンレイは満足そうに頷いた。

　彼女は、大平原調略官という立場にあるから、戦争における情報の重要さをよく理解している。戦争だけでなく、ときには戦闘でも勝敗を分ける鍵となることがあるのだということも。

「そうです。籠城軍の指揮官の下もとへ上手く情報が集まらなくなれば、籠城軍は相互に連係が取れなくなり、事態の急変に対応が追いつかなくなります。外からの強攻、内からの破壊工作。この二面作戦で敵が混乱しているところへ本隊が突入していけば、これを阻止するだけの余力が、もはや敵にはありません。もちろん、本隊の指揮はわたしが執とります」

「しかし……危険すぎませんか」

　と幕僚の一人から疑問の声が上がった。

「ある程度の危険を冒おかさないで街を陥とすことなどできませんよ」

「ですが、アリアンレイ様自ら乗り込むというのは……」

「危険を冒すのなら、前線の兵であろうと隊長であろうと指揮官であろうと、区別なく等分に冒すべきね。兵だけに危険を押しつけて後方でのうのうと指揮を執るのは、三世王様の戦い方ではありません」

　ここでバロス三世を持ちだすのがアリアンレイの上手じようずなところだ。

　指揮官がことさら危険を冒すことは、あまり誉ほめられたことではない。当時の軍隊というものは指揮官個人の能力に頼っている部分が大きいのだ。指揮官に万が一のことがあれば、その部隊は大きく戦闘力を削そがれてしまう。しかし、指揮官が危険を冒して戦いの先頭に立てば、兵が勇気づけられるのも間違いない。

　危険を冒すことで非難されるのもアリアンレイなら、危険を冒すことで兵に賞賛されるのもアリアンレイ。だが兵の過か剰じような賞賛は、一歩間違えば、幹部たちの目にアリアンレイの人気取りと映る虞もあった。

　彼女はバロス三世を持ちだすことで自分への非難を抑える一助としたのだが、指揮官が後方でのうのうと指揮を執るのはバロス三世の戦い方ではない、と言ったのは彼女の本心でもある。

「では、作戦を決定します。攻撃は、まず外側から。街の守備部隊を城壁や城門に引きつけておいてから侵入部隊が行動開始。城内に侵入したら、まず街中に火を放ちます。火を点けるときは場所と風向きにも注意して。街を陥としても丸焼けになってしまっては意味がないわ。市民の犠牲も可能な限り抑えたいわね」

「判っております」

「この際、新たに問題になるのは、攻撃部隊には侵入部隊の準備が完全に調ったかどうかが判らないことです。ですから、多少の誤差には目を瞑つぶって、予あらかじめ決めた時間が経過した後に攻撃開始としておきます。侵入部隊は、たとえ全員が揃わなくても、攻撃開始時間になったら作戦行動を起こすこと」

　侵入部隊の三人の隊長が背筋を伸ばし、声を張りあげた。

「了解であります！」

「城壁攻撃部隊は、これを陽動と考えないで。もし敵からの反撃が薄ければ、かまわず城内に突入なさい。いえ、むしろ突入すべきね。敵を引きつけておけばいいなどという中途半端な攻撃では、こちらの意図を見抜かれる虞があります」

　今度は攻撃部隊の隊長が背筋を伸ばした。

「こちらも了解であります！」

「城壁の突破が叶えば、我が軍のほぼすべてが城内に入ることになりますから、勝利は疑いなしです」

「おお！」

「では、準備万端、遺い漏ろうのないように進めてください」

　こうしてこの日の軍議はお開きとなった。

　さて、ルーアル・ソシエダイ軍の侵入部隊は、どういう方法で城内に侵入しようというのであろうか。
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　二日後の深夜――。

　ルーアル・ソシエダイ陣営の動きが慌ただしくなってきた。

　篝火の数が増え、盛んに部隊の移動が行われている。同時に攻城兵器が、ゆっくりと動きだした。

　それらの動きは城内のベティス軍も把握している。

「敵に動きあり」

「攻城兵器、移動中の模も様よう」

「敵部隊、前進しているようです」

　望楼から入る報告は、どれも敵の攻撃が間近に迫っていることを示すものだった。

「夜明けと同時に攻撃を開始するつもりか!?」

　籠城しているベティス軍の指揮官は、急ぎ防御態勢を調えようと、矢や継つぎ早ばやに命令を下す。

「望楼の見張りを増やせ。控えている予備部隊も城壁に上がらせろ。反撃用の弩いしゆみや矢玉、投石機、油、その他もありったけを城壁まで運んでおけ」

　この時点では、指揮官も夜中に攻撃があるとは思っていない。夜中の戦いくさは攻めるほうも守るほうも不便で効率が悪い。奇襲をかけるのならともかく、こうして堂々と攻めるぞという態勢を取っている以上、夜が明けてからの攻撃になると考えるのは、この時代の人間であれば当然のことではあった。急がせてはいるものの、夜明けまでに揃えればいいという油断がどこかにあったのは否いなめない。
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「籠城軍も動きだしております。こちらも、そろそろ頃合いかと思うのですが」

　夜明けも間近に迫った頃、小さな丘の上の本陣で副官の報告に接したアリアンレイは端たん整せいな顔に優美な笑みを浮かべた。

「予定どおりね」

　これから城内へ突撃しようというのに、アリアンレイの表情や態度からは、緊張感の欠片かけらも感じられない。

　が、実際に彼女が緊張していないわけではない。ここからの一刻前後で、この戦いの勝敗の帰き趨すうが決するのだ。最悪の場合、城内へ侵入した部隊が討ち取られ、後続として乗り込む本隊も、迎撃されて敗走……という可能性だってないことはない。そんなことになれば、アリアンレイが生せい還かんできる確率は限りなく低い。それなのに、彼女は平然としているように見える。

　その理由は、緊張を他人に悟られない覚悟と演技力が彼女に備わっているということに外ほかならない。それらは人の上に立つ将しようとしての必要条件であろう。

　伝令兵が駆け込んできた。

「申しあげます！」

「話せ」

　副官の許可が出て、伝令兵は声を落とし気味に新たな報告を伝えた。

「金かな掘ほり衆しゆう、全員の引き揚あげが先ほど完了いたしました。坑こう道どうは予定どおりの地点まで掘り進んでおります。あと一突きすれば、地上に通じるようになっていると」

「了解した。ご苦労であった」

　副官が労ねぎらいの言葉をかけて伝令兵を持ち場へ帰した。

　その背中を見守っていた副官は、直ぐに首を巡らせ、傍かたわらのアリアンレイを見やった。

「さすがにギヴィエの金掘衆だけのことはありますね」

「専門の魔術士まで擁ようしている穴掘り集団ですからね。技術力は申し分ないわ」

「その分、労賃が高いわけですが……」

「これだけ見事な手際を見せてくれれば、払った金かねに見合うだけの働きはしてくれたといっていいでしょう」

　アリアンレイの本当の狙いは城内まで坑道を掘ることにあったのだ。つまり、地図に描かれたあの赤い線こそが、ルーアル・ソシエダイ軍が雇った金掘衆が掘っている坑道を示していたことになる。

「金掘衆の動きを悟られないように、攻城用兵器をこれ見よがしに見せつけていたのが功を奏そうしましたね」

　という副官に対して、アリアンレイはほくそ笑むような薄い笑いを向けた。

「城内の兵の注意は、尽ことごとく、あれら大型の攻城兵器に集まったものね。さて」

　アリアンレイは不意に表情を引き締めて床しよう几ぎからゆっくりと立ちあがり、副官に向かって開戦の指令を下した。

「では、侵入部隊を穴に入れて。夜が明け切らぬ前に攻撃を始めたいから、攻撃部隊は四し半はん刻こく後の合図と共に城攻めを開始のこと。それに合わせて侵入部隊も侵入地点に穴を開け、地表へ進出。進出した部隊から作戦行動を開始する。大きな進展があれば、適てき宜ぎ突入時刻を変更しますが、何もなければ、予定どおり、攻撃開始から四半刻と四よん分ぶん時じ後をめどに我が本隊も突入します」

　四半刻と四分時は、およそ四十五分だ。













「了解であります」

　副官は伝令兵を集め、アリアンレイの命令を伝えた。

　復唱した伝令兵は、各侵入部隊と攻撃部隊へ命令を伝えるために散っていった。

「では、計時開始」

　アリアンレイの命令で、用意されている硝子グラウス製の大型の砂時計が引っ繰り返された。

　この砂時計は、およそ六分ぶん時じ（約十分）で砂が下まで落ちきる。つまり、それを三回繰り返せば攻撃開始の時刻となる。

　いよいよ始まるわね。

　アリアンレイの思いは、すでに攻撃が開始されたあとへと飛んでいる。

　味方はどういう攻撃を見せてくれるのかしら。敵はどういう反撃をしてくるのかしら。どれだけの物が壊れるのかしら。どれだけの兵が死ぬのかしら。

　恐くもあり、楽しみでもある。そんな相反する感情に揺さぶられながら、アリアンレイは仁王立ちになって、じっと砂時計に目を凝らした。

　すでにアリアンレイは勝利を確信している。彼女の中での問題は、どれだけ勝つか、ということにあった。

　味方の犠牲が少ないに越したことはないわ。兵員の数は有限なのだから。

　かといって、アリアンレイは味方の犠牲を恐れはしない。

　戦えば、ある程度の犠牲が出ることは致し方のないこと。たとえその犠牲の中に自分自身が入っていたとしても……そのときはそのときのことね。

　そう達観している。そこがガブリエラと彼女の大きな違いだ。

　アリアンレイは、ふと街のあるほうへ顔を巡らせた。とはいえ、本陣のある場所からは黒々とした夜の闇が臨めるだけで、街を見ることはできないのだが。

　今回も鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはいなかったわね。

　城内へ送り込んだ情報員の報告で、籠城軍に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが加わっていないことは確実だと思われる。

　もし鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがいれば、間違いなく味方の犠牲は増えるだろう。それが避けられたことを喜ぶ一方で、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ抜きの相手に勝ってもそれほど嬉しくないという残念な気持ちが、アリアンレイの中で複雑に交錯する。

　いえいえ、ここは素直に喜ぶべきところ。わたし個人の趣味や嗜し好こうは二の次、三の次。それに……。

　虚こ空くうを見上げていたアリアンレイは顔を戻し、再び砂時計へと視線を据える。

　いずれどこかでぶつかることになるのですから。それは避けられない運命さだめ。そのときこそ決着をつけましょう。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎと。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの新たな指導者と。

　夜闇の中、砂時計を凝視したまま立ち尽くすアリアンレイの瞳ひとみが、篝かがり火びの炎を受けて赤く赤く輝いた。
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　じりじりとした時間が流れていく中、砂時計はこれまでに二回、引っ繰り返された。本陣に満ちる緊張感は、何かきっかけがあれば、即座に破裂しそうなほど高まってきている。

　いま砂時計の中の砂は半分ほど落ちている。あれが落ち切ったときが開戦のときだ。

　アリアンレイの周りにいる幕僚たちは物音一つ立てず、私語一つ交わさず、アリアンレイ同様、立ったまま、じっと砂時計に見入っている。少し後方には合図を送る役目の魔術士が控えている。照明弾の代わりに、魔術士が火球を打ちあげようというのだ。

　本陣にいる誰もが完全武装に身を固め、表情を強こわばらせていた。

　あと少しすれば、自分たちも矢玉が飛び交い白はく刃じんが火花を散らす最前線に出ていくのだから、それも当然か。

　その中にあって、優美な笑みを絶やさないアリアンレイの、白銀の鎧を纏まとった立ち姿だけが、ひときわ輝いている。

「砂、落ち切ります！」

　砂時計を見張る役目の兵が叫んだ。

　緊張感は限界を超えて膨ふくれあがり。

「砂、すべて落ちました！」

　弾はじけた。

　全員が無言で剣を取り、兜を被る。

「合図を上げなさい！」

　凜りんとしたアリアンレイの声が本陣の静けさを突き破って辺りに響いた。













　呪文を紡つむいでいた魔術士が、最後の一声を発する。

「火急なる火球、我が手を離れよ！」

　魔術士の掌てのひらが眩まばゆく光り、赤々とした光球が彼女の掌から離れて浮きあがっていく。

　宙に浮かんだ赤い光球は何かに弾かれたようにいきなり速度を上げ、黒々とした虚空へと飛び去っていった。

　光球は夜闇の中で炸さく裂れつして広がり、周囲を赤く照らした後、急速に輝きを失って闇に消えた。

　アリアンレイが愛用の剣を抜き、切っ先を天に向けて掲かかげた。

「本隊は坑道二の入り口まで前進！」

「おお！」

　本隊の三百五十は整然と本陣を離れ、金掘衆が掘った三本のうちの一本、「坑道二」と呼ばれるものの入り口まで進んだ。
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「合図、上がりました！」

「よし。攻撃を開始する」

　第一攻撃隊の隊長、巨漢のガルバルスが、その体たい軀くに似つかわしい大きな声で部隊の幹部に向けて叫んだ。

「いいか、てめ～ら！　抜くつもりじゃ駄目だ。抜け！　壊せ！　突破しろ！　こんなちんけな城壁など目じゃないことを、ベティスの腰抜け共に見せてやれ！」

「おおっ！」

「まずは大おお盾だてと大おお戸と板いたで空から壕ぼりまで近づき、仮かり橋ばしを渡せ。上手く渡したら、何がなんでも確保しやがれ！」

「おお～～っっ！」

　第一攻撃隊八百は、攻城兵器を押し立て、街の東側の城壁に向かって押し寄せた。
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「隊長、合図、上がりました！」

「よっし、こっちも出るか」

　第二攻撃隊隊長、痩身のベンゼマが身を乗りだした。

「まずは亀甲車で城門に近づけ。そのあとに破城槌だ。攻城櫓からの援護射撃を可能な限り濃のう密みつにな」

「はっ」

「気ぃ抜くなよ、てめ～ら！」

　第二攻撃隊八百が、攻城兵器を押し立て、街の城門に向かって押し寄せた。
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　第一、第二攻撃隊が各八百で千六百。

　城内への潜入部隊が各百五十で三隊、四百五十。

　本隊が三百五十。

　これだけで二千四百となる。

　残り百は伝令や物見の兵だ。

　アリアンレイは、もしもの時に備えた予備部隊を置いていない。アリアンレイ自身が突入部隊を率いているので、本陣すら残さない。兵糧を運んでいる五百の部隊が後方にいるが、街から離れすぎていて、この戦いには参戦できない。

　つまりルーアル・ソシエダイ軍は、全軍で総攻撃に入ったことになる。その事実だけを見ると一か八かの賭けに打って出たようだが、アリアンレイにしてみれば、予備兵力を置く必要を認めなかった、というところだろう。

　機を逃さず一気に押し込み、速戦即決で決着をつける。

　今回の戦いにはそれが相応ふさわしいというのが彼女の判断だ。

　じっさい、戦いはアリアンレイの思おも惑わくどおりに推すい移いしていた。
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　攻撃部隊が城攻めを開始する前から、城内の守備隊はルーアル・ソシエダイ軍が強攻してくることを感じ取っていたから、城壁や城門の守備を厚くして待ち構えていた。

　攻撃は夜明けと共に……と思っていたから少し意表を衝つかれ、攻撃側の第一波に食いつかれてしまったが、それで大混乱するほどでもなかった。ルーアル・ソシエダイ軍が大がかりな攻城兵器を用意して今にも攻め込む姿勢を見せていたため、守備側に「万全の態勢で迎え撃つ」という心構えができていたせいだろう。

　だが、裏を返せば。

　城壁の守備に集中したせいで城内の兵の密度が薄くなっている。

　侵入部隊は坑道を抜けて地表に出る際、一人ずつでしか出られない。

　仮に一人五秒かかったとすると、一分で十二人。百五十人全員が地上に出るまで十二分以上もかかる計算となる。途中、十人、二十人が出たところを巡回部隊に見つかって攻撃されたら、ひとたまりもない。

　何しろ坑道の中は、後続の兵でみっしりと埋まっているから逃げる場所がない。地表に出た兵が討ち取られてしまえば、今度は坑道の中を攻撃される。一列になって狭い穴を連なって歩いている兵士たちには反撃の方法がない。前後に兵がいる状態では逃げる手立てがない。

　守備側にしてみれば、穴の中に油を流して火を点けるとか、魔術士による魔術攻撃をするとか、いくらでも有効な手段があるのだ。

　坑道からの侵入が失敗に終われば。

　守備が厚くなっている城壁を攻めている攻撃部隊は、間違いなく跳ね返されるだろう。どちらも兵員は八百しかいないのだ。攻撃されている場所に守備側の兵を集中させれば守り切るのはそれほど難しくはない。

　ということは、侵入部隊全員が無事に城内へ入れるか、入って破壊工作を開始できるかがこの作戦の肝きもである。だからこそアリアンレイは、攻撃部隊に多少の犠牲が出ても城内の守備兵を城壁に引きつけておくことこそが肝要と判断したのである。

　その成果は出た。

　侵入部隊三隊は、いずれも敵に見つかることなく城内への侵入を果たした。

　ル・アンヘルが、元々ルーアル・ソシエダイ側に属する街で、街中の見取り図が予め用意できたのも大きかった。見つかりにくい侵入地点を自由に選ぶことができたのだ。そのおかげで、坑道を掘り進む距離や方向も確定させることができた。

　掘り進む距離と方向、そして土質が判っていれば、ギヴィエの金掘衆にとって、それほど難易度の高い仕事ではない。

　坑道一の出口は林の中、坑道二の出口は貧民街の空き屋、坑道三は守しゆ護ご天てんを祀まつる祈き願がん堂どうの裏庭に通じさせることができた。

　百五十ずつの侵入部隊は、城壁での攻防に守備兵の注意が集中した隙を衝いて、夜闇の中、破壊工作を始めるために街中へ進みだした。




　　　　　12




　貧民街と祈願堂付近で、ほぼ同時に火の手が上がった。

　火は冬期特有の乾いた西風に煽あおられて燃え広がっていく。

　その頃には林でも樹木やら枯れ葉やらが燃えだしていた。

　同時刻、貧民街で騒動が起きる。

「敵が突入してきた！」

　貧民街の住人たちは、そう叫びながら街中を走り回る。そのせいで一般市民までもが街のあちこちを右往左往し始める始末だ。

　貧民街の住人の騒動は、侵入部隊による扇せん動どうの結果だった。

　彼らは火を点ける際に「我々は城壁を破って侵は入いったルーアル・ソシエダイ軍だ」と名乗ったのである。

　もう城壁が破られた!?

　粗そ末まつな家を飛びだした住人の目に、実際に火を点けようとしているルーアル・ソシエダイ軍兵士の姿が映った。

「焼け死にたくなければ早くここから逃げろ！」

　兵士が住人を追い立てる。

　ルーアル・ソシエダイ兵のこの行為には、住人から大量の死者を出したくないためにわざと逃がしているという側面があると同時に、彼らを混乱させ、追い立てることで、街全体に混乱を波及させようという狙いの両方があった。

　狙いは見事に嵌った。

「城壁が破られた！」

「敵が城内に侵は入いってきてるぞ！」

「逃げろ逃げろ！」

　住人は口々に叫びながら、貧民街から飛びだしていった。

　もうこの街は保もたない↓どうせ街が陥ちるのなら何をやっても平気だ↓裕福な住民の家を襲って金目の物を持ち逃げしよう。

　などと考える不届き者が彼らの中から出てくるのは、ある意味、必然の結果だったかもしれない。

　暴ぼう徒とと化した貧民たちの一部は、棒やら石やら小刀やらを手にして裕福な市民が住んでいる一角へと走り込んでいった。

　そういう裕福な市民が住んでいる場所は、普段なら重点的に兵士が見回っているところだが、ルーアル・ソシエダイ軍の攻撃が間近だということで、生あい憎にくと街中の警備兵の多くが城壁の防御へと回されていた。その上、数少ない残りの兵士も火事の現場へと急行していったので、暴徒を排除できる者がいなくなっている。

　貧民たちは日頃の憂うさを晴らそうとばかりに、豪邸を壊し、住人を襲い、金目の物を奪って暴れ回った。

　しだいに騒動に参加する者が増えていく。

　騒ぎが大きくなって、さすがに消火に当たっていた兵の一部が駆け戻ってきた。

　この時代の兵は説得などしない。いきなり暴徒に襲いかかるが、人数は暴徒のほうが圧倒的に多い。逃げださずに、兵に反撃をする。それでさらに騒動は大きくなる。

　暴徒と兵の衝突をこれ幸いとばかりに、街中に潜んでいた侵入部隊が後ろから兵士に襲いかかる。

　それで、駆け戻ってきた兵の大多数が倒されてしまった。

　街の兵士がいなくなったのをいいことに暴徒は暴れ続け、放火、略りやく奪だつ、打ち壊しの限りを尽くす。

　この頃には裕福な市民だけでなく、一般の市民までもが「敵兵が城壁を破って城内に侵入した」とか「貧民が暴徒と化して手当たり次第に市民を襲っている」という噂うわさを聞きつけ、家を飛びだして街の中を逃げ惑っていた。

　街中が大混乱に陥り、守備隊も背後が気になって防御戦に集中できなくなってくる。

　次第に火事が燃え広がり、しかも暴動も起きているとなれば、そちらにも配慮しなくてはならない。

　城壁の守備部隊の隊長のうちの何人かは、様子を探らせるために兵を街中に走らせ、何人かは部隊を街中に派遣した。

　そのせいもあり、それまで攻撃部隊の攻撃を跳ね返し続けていた守備部隊の反撃が、少しだけ緩んだ。

「今が好機ぞ！　攻城櫓を近づけろ！」

「火矢撃て、火矢撃て！」

「破は城じよう槌つい、突進せよ！」

　敵からの反撃が減じ、侵入部隊の破壊工作が順調に進んでいることを悟った攻撃部隊幹部は、今が好機と、すべての戦力を投入して総攻撃に移ろうとした。

　アリアンレイの率いる本隊が城内に姿を現したのは、まさにそんなときだった。
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　侵入部隊の放火によって発生した火災は今や手が付けられないほど燃え広がり、天を焦こがさんばかりの勢いで紅ぐ蓮れんの炎が上がっている箇所が幾つもある。が、アリアンレイは燃えている家屋には目もくれず、引き連れてきた兵に王宮への突進を命じた。

「この状況なら、王宮警護の部隊まで狩りだされているのは確実。我らの突進を妨さまたげる敵兵はいないでしょう。もし立ち塞ふさがる者がいれば、かまいません、斬って捨てなさい。王宮内にいる街の指導者とベティス軍幹部を共々確保するのです！」

「おお～～っっ！」

「ただし、街の住民は蹴散らすだけにしておくこと！　斬っては駄目よ。意味なく住民を斬った者は必ず罰します」

　と兵に念押ししておいてから、アリアンレイは兵をその気にさせる一言を放つ。

「街の指導者やベティス軍幹部を捕らえた者には多大な報ほう賞しよう金きんが与えられるでしょう」

　まさに飴あめと鞭むちの典型だ。

「おおおお～～～～っっ！」

　地を揺るがすような歓声が兵のあいだから上がった。

　飴を見せられた兵士の意気は天を衝かんばかりである。

「突撃！」

　本隊の兵は、我先にと王宮めざして駆けだしていった。
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　侵入部隊の一部が城壁の守備部隊を背後から奇襲すると、守備部隊は大混乱に陥り、効果的な反撃が利かなくなる。

　ついに東側の城壁の一部が突破された。

　乗り込んできたルーアル・ソシエダイ兵がまだ少数のうちに囲い込んで討ち取ろうと、守備部隊の指揮官は手持ちの全兵力をその地区へ集中させたが、今度は手薄になった別の場所が破られそうになり、収拾がつかなくなってきた。

　南の城門は、まだかろうじて保もっているが、突破されるのも時間の問題だ。

　そこに止とどめの一撃が放たれる。

　その一撃は攻撃部隊ではなく、味方の伝令からもたらされた。

「ルーアル・ソシエダイ兵が王宮に突入してきました！」

　東側の守備隊は、南の城門が破られ、そこから突入した敵兵が王宮へ攻め込んだと勘違いした。

　城門の守備隊は、東側の城壁が破られ、そこから突入した敵兵が王宮へ攻め込んだと勘違いした。

　伝令兵までをも消火活動に狩りだした弊へい害がいが顕けん在ざい化かしたといえるだろう。

　守備兵の中から持ち場を放棄して逃げだす者が出てくる。

　東側の城壁は破られる箇所が増え。

　ついに城門が破壊された。

　東からも南からも、次々にルーアル・ソシエダイ兵が城内へ乗り込んでくる。

　大河の堤てい防ぼうは、その一部が決壊すると水の流れ込みを抑えられなくなる。決壊部分は次第に広がり、流れ込む水量はますます増え、さらに決壊箇所が広がっていく。そんな状況にも似て、もはやルーアル・ソシエダイ軍の勢いは止めようがなくなっていた。

　一部ではまだ守備側が頑がん強きような抵抗を見せているものの、それで傾いた形勢を覆くつがえせるはずもない。

　やがて王宮を占せん拠きよした旨を敵味方に報せる何人もの伝令兵が、大声を放ちながら街中を縦横無尽に走り回ると、たちまちベティス軍の抵抗も収束していった。

　ここに、ル・アンヘルを巡る攻防戦は、アリアンレイ率いる攻撃軍の完勝で幕を閉じることになったのだった。
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「ル・アンヘルが陥おちた!?」

　攻略した城じよう砦さいの補強工事を進めていた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの下もとへ衝撃的な凶きよう報ほうがもたらされたのは、ル・アンヘルが陥落した翌日のことだった。

　城内に張った大天幕の中で伝令兵を引見していたガブリエラとレフレンシアだったが、その凶報に接した途端、二人とも顔色を変えて思わず床しよう几ぎから立ちあがっていた。

「そんなにあっさりと……」

　さすがのガブリエラもレフレンシアも呆ぼう然ぜんとしている。













「団長、副団長」

　先に我に返ったのは、引見に立ち会っていたクシューシカのほうだった。

「あ……うむ」

　床几に腰を下ろし直したレフレンシアは、伝令兵に労ねぎらいの言葉をかけて休憩を取らせることにした。

　兵が天幕を出ていくと、中に居合わせた白兎騎士団しろうさぎの団員たちは動きを止め、無言でガブリエラやレフレンシアの顔色を窺うかがう。そんな彼女たちの視線を感じながらも、レフレンシアは大きなため息を吐ついて首を左右に振った。

「やれやれ、参ったな」

　こういうときでも強がらないのがレフレンシア様のいいところだと、クシューシカはそう思う。

　仮にわたしがレフレンシア様の立場だったら、内心の動どう揺ようを部下に悟さとられまいと演技をして、逆に動揺を知られてしまうかもしれないな。

　と、そうも思う。

　伝令兵から受け取った、ル・アンヘルの攻防に関する報告書をぺらぺらと捲めくっていたレフレンシアだが、顔を上げると投げやりな態度で自分の秘書官にお茶を所しよ望もうする。

「とりあえずお茶にするか。ジュンエン」

　天幕の片隅に控えていた、やや小柄で髪の短い少女が立ちあがった。

「押っす、少々お待ちください、いま淹いれてまいりますっ！」

　前述したように、カイエとアマネーの両名は戦闘力の高さを見込まれて番隊勤務へと異動になっていて、いまレフレンシアの秘書官を務めているのは、二回生のジュンエン一人だけである。

　実際に戦闘が始まり、番隊要員は一人でも多くほしい。かといって、庶務や救急の分隊から引き抜けるほど両隊も人員に余裕があるわけではない。

　ということで、カイエとアマネーが外れたあと、レフレンシアは、

「今は非常時だ。秘書官は一人でいいよ」

　と言って、アナの秘書官の一人だったジュンエンを融ゆう通ずうしてもらったのである。自動的にアナの秘書官も一人になっているわけだが、二人とも、別に問題はないと気にする様子もない。

「ついでに、団長とクシューシカの分も頼むよ」

　レオチェルリはガブリエラに用事を言いつかって別の場所にいるから、レフレンシアは自分の秘書官に、二人の分のお茶も一緒に淹れるように言ったのだ。

「押っす、お任せください！」

　ジュンエンは脱だつ兎との如く天幕から駆けだしていった。その勢いに押されるようにして、天幕の中にいた団員たちが自分の仕事に戻っていく。

「いつも威い勢せいのいい娘こですね」

　とクシューシカが苦笑混じりに感想を言うと、ガブリエラが遠えん慮りよがちに言った。

「考えるより体が先に動く典てん型けいですね。その点、ちょっとジアンに似てますけど、彼女よりも威勢がいいですよね。たしか父親が採掘場で働いていて、周りが男ばかりの職場で育ったから威勢のいい娘こができあがった……のでしたっけ」

　クシューシカが、そうそう、と頷うなずいた。

「そういえば山やま士しの娘むすめでしたね」

「ジュンエンも、その手の知識があるらしくてね。ここに新しく井戸を掘るときには、彼女の意見も参考にしてみようと思っているのさ」

「いいかもしれないですね」

　などと雑談をしているうちに、ジュンエンが戻ってきた。
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「お待ち遠様っす！」

　大きな盆を持ったまま深々と一礼したジュンエンは、折り畳み式の小さな卓たくの上に、取っ手つきの金属製茶器を置いていく。

「紅こう茶ちやがありませんので、黄こう茶ちやであります。申し訳ありません！」

　またもジュンエンが頭を下げる。

「それは君のせいじゃない。気にするな」

　とレフレンシアが返す。

「恐れ入りまっす」

「ああ、いいから、席に座っていなさい」

「ありがとうございまっす。お代わりがほしければいつでもお声をかけてください！」

　と大きな声で返事をして、ジュンエンは自分の床几へと戻っていった。

　苦笑していたレフレンシアだが、お茶を一口啜すすると、たちまち真剣な表情に戻った。

「二人とも、まずはこの報告書を読んでみてくれないか」

　レフレンシアが紙の束を差しだすと、ガブリエラとクシューシカが顔を見合わせる。

「いや、まずは団長から」

「すみません、クシューシカさ……筆ひつ頭とう」

　クシューシカが、にやりと笑った。

「べつに筆頭も要いらないぞ。単にクシューシカでいいさ、団長」

「……それがなかなか難しくて」

　苦笑を浮かべ、頭を掻かきながら、ガブリエラはレフレンシアから報告書を受け取った。

　ガブリエラが報告書に目を落とし、熱心に読み始めたので、クシューシカはレフレンシアに訊きいてみる。

「何か問題がありましたか」

「問題どころか、大問題があるな」

「え？　そ、それはどういう……」

「どうしてル・アンヘルが陥ちたのか、あの報告書を読んだだけでは、理由がよく判らないんだ」

「え……ええ!?」

　クシューシカが目を見開いた。

「レフレンシア様にも判らないのですか!?」

「判らないね。強攻してきたルーアル・ソシエダイ軍に対して、ベティス籠ろう城じよう軍もよく戦っていたが、ある時点を境さかいに一気に戦況がルーアル・ソシエダイ側に有利に傾いて、ついに城内へ敵が雪な崩だれ込んできて街は陥かん落らく……という流れは判る。けれど、どうしてある時点で一気に戦況が傾いたのかという理由が判らない」

「はぁ……」

「それに、いくらルーアル・ソシエダイ軍が大がかりな攻城用兵器を用意していても、兵数の比較では圧倒的に多いとまではいえない。というより、二千五百程度しかいなかったらしいから、ほぼ互角だ。その数では強攻して街を陥とすには足りないよ。なのに、たった一刻や二刻の総攻撃で城壁や城門を破られ突破を許したというその理由が、わたしには判らないんだな」

「そ、そうなんですか」

「クシューシカも読めば判るよ。というか、読めば引っかかるよ」

「あ……はい」

　クシューシカが曖あい昧まいな表情で頷いたとき、ガブリエラが顔を上げた。

「あの、これ、クシューシカ筆頭、どうぞ」

　報告書をガブリエラが差しだしてきたので、それを受け取ったクシューシカは急いで頁を捲った。

　ガブリエラが難しい顔で考え込んでいるあいだに、クシューシカは報告書を読み進んでいく。

　なるほど、最初は敵の強攻を跳ね返していたんだな。それが、ある時点で急に城内への突入を許した……と。以後は、あちこちで綻ほころびが広がって、最後には一気に王宮まで敵兵が……。

　読み進みながらも、クシューシカは内心で首を捻ひねる。内容に対して、ではなく、これに引っかかったというレフレンシアに対して。

　たしかに兵数の比ひ較かくだけで考えると意外な結果かもしれないが、それは、攻城用兵器の威い力りよくとか指揮官の優劣とか、あるいは兵の士気の違いとかで説明してしまってはいけないのか？　わたしが先に読めば、たぶんその理由で納得してしまった気がするな。

　レフレンシアの独特の視点に、鋭い感覚に、驚くと共に感心するクシューシカである。

　読み終えたクシューシカは、報告書の束を卓上に載せた。

　直すぐにレフレンシアが訊いてくる。

「どうだった？」

「はい。正直、わたしにはそこまで不可思議な状況だとは思えませんでした」

　クシューシカは見栄を張らず、自分の感想を素直に口に上のぼす。

「そうか」

「たしかに、この兵力で強攻されてあっさり陥とされたのは不ふ甲が斐いないというか、面めん妖ようではありますが、攻撃軍指揮官がそれだけ優秀だったのではありませんか？　以前にもレフレンシア様が仰おつしやっていたではありませんか。『コリントゥスを陥とした敵の指揮官が攻めてくれば、かなり手強いだろう』と」

「ああ、そんなことも言ったっけな。ただ……」

「ただ？」

「いや、その前に」

　レフレンシアが俯うつむき加減に何かを考えているガブリエラに目をやった。

「団長」

「…………」

「団長！」

「あ？　ははは、はい？」

　顔を上げたガブリエラが、きょろきょろと周りを見渡した。

「あ、副団長」

　レフレンシアと視線が合って、ようやくガブリエラは我を取り戻したようだ。

「えっと……どうかされました？」

　レフレンシアは小さく笑って卓上の報告書を指さした。

「それを読んで、何か判ったかい？　あるいは、何か判らないことがあったかい？」

「早すぎますよね」

　レフレンシアの問いかけに、ガブリエラはそう応える。

　さすがだな。レフレンシア様と同じところに引っかかるか。この若さで伊だ達てに団長になったわけではない……か。

　クシューシカは内心の感かん嘆たんを悟られないようにと、ことさら表情を変えず、隣のガブリエラを盗み見た。

　ガブリエラはクシューシカやレフレンシアのほうを見ようともせずに、一人で頷いている。

「ええ、陥ちるのが早すぎます。これほど早く陥とすには、攻撃側に五千……いえ、六、七千以上の兵力が必要なのではないでしょうか。僅わずか二千五百から三千程度の兵力で、というのがどうにも判りません。まさか……」

　ゆっくりと顔を上げたガブリエラは、疑わしそうな眼まな差ざしをレフレンシアに向けた。

「強力な新型の攻城戦用兵器を開発したのでしょうか？　それとも、アグァローネ地方でも一、二を争うような大物魔術士を何人も投入したのでしょうか？」

「さて、どうかな。強力な攻城戦用兵器を新たに開発したなら、しかも、二千や三千でル・アンヘルの街をあっさり陥とせるような新型ならなおさらだけど、噂うわさが漏れてこないはずはないと思うんだよな」

「そうです……よね」

「そうだとも。新型を作ったのなら、どこかで必ず運用試験を行っているはずだから。その手の情報はどれだけ秘密にしたところで、どこからか漏れるものだよ。白兎騎士団われわれの情報網は優秀だからね」

　レフレンシアのいう「優秀な情報網」とは、むろん「保ほ護ご色しよく」のことを指している。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、正式には団に所属していない（ことになっている）情報収集要員を多数、抱えているのである。

「そういう情報は逃のがさない。だとしたら、運用試験もなしに、いきなり実戦投入したとでも？　いやいや、それは博ばく打ちにすぎるだろう。今回のル・アンヘル攻略作戦、そんな一か八かの大おお博ばく打ちを打つような局面じゃないはずだ」

　ガブリエラは無言で頷いた。

「魔術士に関しては……ルーアル・ソシエダイ王国にそんな実力者がいるなんてことは、わたしは寡か聞ぶんにして知らないな。もっとも、魔術士という人種は、とかく自分の能力は見せたがらないものだから、わたしが知らない実力者がいてもおかしくはないのだけど、そうはいっても、二、三千の兵力しかないのに、あっさりル・アンヘルを陥とせる魔術士がいるなんて、あまり信じたくはないね。そんな奴が何人かいれば」

　レフレンシアは小さく肩をすくめた。

「どんな都市だって陥とせるよ」

「……ですよね」

　ガブリエラは力づけられたという表情になって頷いた後、今度は小首を傾かしげる。

「となると、ル・アンヘルのこの陥落、いったいどういうことなのでしょう？」

「それが判らなかったから団長に訊きたいと思ってたんだけどさ」

「……副団長がいれば、二千ほどが籠こもるル・アンヘルを、二千から三千の兵力で陥とせますか？」

「無む謀ぼうの極きわみだね。やれと言われればやらないでもないけど、おそらくは成功しないね。というか、そもそもやりたくはないね。よほど条件に恵まれれば別だけど。ああ、条件というのは、魔術士だけが密かに城内に潜り込めるとか、そういう意味だよ。そうでもない限り、難しいね。城壁には魔術封じの護ご符ふも埋め込まれてるんだし。二千すべてが白兎騎士団しろうさぎの兵だと仮定すれば可能性は多少上がるけど……そもそも白兎騎士団われわれにはそれだけの兵力はないんだし、そんな仮定に意味はないな」

「副団長ほどの魔術士でも……ですか」

「魔術士にだって、できることとできないことがあるさ。そういう団長はどうなんだ？　何か奇策があれば陥とせるんじゃないのかい？」

「わたしも……よほど好条件が揃っていない限り、あるいは周到な準備期間が取れない限り、やりたくはないですね」

「好条件……準備期間、ね」

　腕組みしたレフレンシアは何かを考えながら、ぶつぶつと独りごつように呟つぶやいた。

「少なくとも、ルーアル・ソシエダイにはそれほどの準備期間はなかったはずだ。それとも……先のル・アンヘル攻防戦で大敗を喫きつした直後から、周到に準備を重ねていたとでもいうのか……いや、そこまでは……」

「あの」

　クシューシカが遠慮がちに声をかけ、レフレンシアが顔を上げる。ガブリエラが顔を巡らせる。

「何か思いついたかい、クシューシカ？」

「ええ、はい、少し」

　レフレンシアとガブリエラの視線を意識しながら、クシューシカは自分の思いつきを述べていく。

「城内に内応者が出たのではありませんか？　ルーアル・ソシエダイ軍の攻撃を支えているときに街の中で反ベティス勢力が起たちあがったのなら、ある時点で一気に形勢が傾いたのも頷けるのでは？」

「ああ、いいところに目をつけたね」

　レフレンシアが大きく頷いたので、クシューシカは一瞬、喜んだのだが。

「それはわたしも考えた」

　わたしの考えることなど先刻承知か。そして考えたにも拘かかわらず指摘しなかったということは、それは正解ではないということだ。

　クシューシカは落らく胆たんする。

　じっさいレフレンシアはこう言って、その可能性を否定するのだった。

「けれど、報告書には『ルーアル・ソシエダイ兵が城内に突入してきて、あっという間まに城内に敵兵が溢あふれた』と書いてある。そして内応者が出たとはどこにも書いてない。では、内応者は予あらかじめルーアル・ソシエダイ軍の兵装を用意しておいたのだろうか。いやそんな用意周到な真似はできないだろう。ついこの間、ルーアル・ソシエダイ陣営からベティス陣営へと走ったばかりなんだ。親ルーアル・ソシエダイの有力者は身柄を押さえられたはずだし、潜在的な親ルーアル・ソシエダイの人間には監視がついているはずだから。単に少数で決けつ起きするだけならともかく、ルーアル・ソシエダイ兵に擬もした数百もの人間が組織だって起ちあがるなんて不可能だよ。報告書を信じる限り、内ない部ぶ蜂ほう起きの可能性はほとんどないとわたしは思っている」

「な……なるほど」

　クシューシカが悄しよう然ぜんと肩を落とすと。

「そんなに悄しよ気げることはない。そこに気づいただけでもいい仕事をしたといえるさ」

　レフレンシアはそう慰なぐさめるが、クシューシカの心は晴れはしない。

　やはりまだまだだな、わたしは。レフレンシア様やガブリエラ団長に追いつくための努力を、今まで以上に積んでいかなくては。

　己の力不足を、こうして前向きに考えられるのがクシューシカのいいところだ。レフレンシアにもそのことが判っているから、それ以上は言ってこなかった。

「やれやれだな。わたしと団長とクシューシカが揃っていながら、光こう明みようはなしか。参ったな、どうも」

　頭を掻いたレフレンシアは、首を巡らせて秘書官を呼んだ。

「お～い、ジュンエン、お茶のお代わりを頼む。あと、報告書を下げておいて」

「押っす。只今！」

　弾かれたように立ちあがったジュンエンは、そそくさと三人に寄ってきて、空になった茶器を回収し、一緒に報告書の束を持ちあげ、新たにお茶を淹れるために天幕を出ていった。
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　ジュンエンが戻ってくるまで無関係のことを話していた三人だが、お茶の入った茶器を前にして、もう一度、ル・アンヘル攻防戦の話題に戻っていった。

「さて、他ほかにどんな可能性が考えられるかな」

「ここに書くのが憚はばかられるほどの大ポカを、守備部隊がしでかした……とか？」

　とクシューシカが言うと、レフレンシアは低く唸うなった。

「う～～ん、いやそれは……さすがにないと思うけど。というか、思いたいけど」

「天候には特に問題なかったようですしね」

　とガブリエラが口を挟んだ。

「報告書を読む限り、概おおむね曇りだったようだね。豪雨や濃霧のせいで敵が近づいてくるのに気づかなかったわけでもない」

「地形的にも、奇襲が利きくような場所ではありませんものね」

　クシューシカがそう言うと、レフレンシアは、たしかにね、と一つ頷いた。

「普通に平地に建っている街だからな、あそこは。その分、大がかりな攻城用兵器も動かせるわけだけど、逆に守備側も前もって準備できるわけだし」

「難しいですね」

　三人が腕組みしたり首を捻ったりして、あれこれ考えていると。

「あの～～」

　向こうから遠慮がちな声がかかった。

「ん？」

　三人が首を巡らせると、報告書を卓上に広げたジュンエンが小さく右手を挙げているのが目に入ってきた。

「どうした、ジュンエン？」

「あのっ、一つ、可能性を思いついたのですが……」

「なに!?」

　レフレンシア、ガブリエラ、クシューシカは驚きを露あらわにして互いの顔を見やった。

「可能性というのは、ル・アンヘルがどうやって陥とされたか、その方法が……という意味だね？」

「そうでありまっす」

「こちらへ来なさい、ジュンエン」

　レフレンシアが秘書官を手招いた。

「はいっ、只ただ今いまっ」

　弾かれるように立ちあがったジュンエンが小走りに天幕の中を走ってきた。

　レフレンシアは近くにあった空いている床几を指さしてから、

「そこへ座って」

　とジュンエンを自分の横に座らせた。

「報告書を読んだんだね？」

「あっ、その、申し訳ありませんっ！」

　床几に腰を下ろしたジュンエンは、そのまま額ひたいが膝ひざにつきそうなほど深々と上体を折り曲げた。

「レフレンシア様に無断で出しゃばった真似をしてしまいました。不肖ジュンエン、覚悟はできております。便所掃除だろうと鞭むち打うちだろうと、いかような罰ばつでもお申しつけください。あ、でも」

　ジュンエンはちらっとガブリエラに視線を走らせ、そして直ぐに戻した。

「城内で裸踊りの刑だけはご勘かん弁べんを」

　うわぁ、ジュンエンさんにも知られてるんだ。といいますか、揶や揄ゆされちゃうんだ。

　ガブリエラは、ひくひくと引き攣つった笑みを浮かべ、手元の茶器を弄もてあそびながら小声で呟いた。

「わたし、なんとなくジュンエンさんの記憶を消し去りたい気分です。この茶器が高いところから落ちてきて頭に命中したら、その衝撃で記憶は消えてくれるでしょうか」

　ひいぃぃ～～っ。大魔王の微笑ほほえみ、恐すぎるぅぅ。

　ジュンエンが震えあがる。

「はっはっはっ、いざとなればジュンエンの脳のう味み噌そを取りだして、胡桃くるみか何かと詰め替えればいいのさ」

　いぃやぁぁぁ。盆地の魔女の笑い顔が恐すぎる～～。

　思わず泣きそうになってしまうジュンエンだった。

「はいはい、二人とも、もうそのくらいで勘かん弁べんしてあげてください」

　クシューシカ様、大好きですぅぅ。

　ジュンエンが、見失った主人に再会した迷子の子犬のような円つぶらな瞳ひとみをクシューシカに向けてきた。

　くす、と小さく笑ったレフレンシアは、直ぐに表情を引き締め、改めてジュンエンに向き直る。

「君が報告書を読んだことを咎とがめるつもりなどない。君はわたしの専属秘書官なんだからね。わたしが『読むな』と言わない限り、わたし宛の書類や報告書に君が目を通すのは当然のことだ。そうだろう？」

「あ……ありがとうございます！」

「だから。べつに礼を言われることじゃない。それよりも」

　レフレンシアは上体を捻り、ジュンエンを正面から覗のぞき込むように顔を近づけた。

「ひっ。あの、なっなんでありましょうか？」

　思わず頭を引いてしまうジュンエンに対して、レフレンシアはなおも顔を寄せる。

「君が思いついた、その可能性とやらを教えてくれないかな？」

「は……はい」

　団長、副団長、番隊長筆頭という、団を代表する大幹部に囲まれ、見つめられ、思いきり緊張しながらも、ジュンエンは必死で自分の考えを述べるのだった。
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「えっと、報告書を読んでいて気になったのは、城内に出現したルーアル・ソシエダイ兵はどこから来たのかが書かれていないという点です」

　レフレンシアが、ほう？　という表情を見せた。ガブリエラも、あ！　と驚きを隠せない。クシューシカは首を捻っていたが、直ぐにジュンエンの言わんとすることが理解できたのか、なるほど、と頷いた。

「続けて、ジュンエン」

「あ、はい」

　かくかくと首を縦に振ったジュンエンは、話を再開させた。

「中に隠れていた筈がありませんから、外から侵は入いってきたに決まってます」

　ジュンエンは聴ちよう衆しゆうの反応を確かめるように、三人の顔を順じゆん繰ぐりに見やる。

「それで？」

「はい。となると、当然、どこかの城壁が突破されているはずですが、それが書かれていないのが不思議です。それに……これはわたしの読み方が悪いだけなのかもしれませんが、城壁が突破されたのは、そのあと……のように思えたのです。つまり、順番が違うのではないかと」

「ふぅむ。たしかに攻防の推すい移いが時間軸じくに沿って書かれているわけではないけれど」

　レフレンシアは顎あごに手を当て、考え込んでしまう。

　ガブリエラも宙ちゆうを見上げて思案に沈む。

　そんな二人を横目で睨みながら、クシューシカはジュンエンに訊いた。

「要するにジュンエンは、城壁が突破されたから城内に敵兵が雪崩れ込んできたのではなく、城内に敵兵が侵入してきたからこそ守備側が城壁を支えきれなくなって突破を許した……と言いたいのだな？」

「ええ。あの……突とつ飛ぴすぎますか？」

　突飛というより、その順番の違いがどういう意味を持つのかが、わたしにはよく判らないんだけど。

　クシューシカが困った顔で答えに詰まっていると、レフレンシアが割って入った。

「中に隠れていたわけはない。城壁を突破したのでもない。もしそうなら、現れたルーアル・ソシエダイ兵はどこから来たんだい？」

「あの……この可能性にお三方が気づいていないのが不思議なんですが……」

「ごめん、ジュンエン。わたしを含めてこの三人は、どうにも頭が悪くてね」

「あ、いえっ、すみませんレフレンシア様、そういう意味ではっっ」

　ジュンエンは顔の前に上げた両の掌てのひらを思い切り左右に振った。

「ははは、冗談だよ。それより、早くその可能性を教えてくれないか」

「あ、はい。えっと、その、敵兵は……」

「「「敵兵は？」」」

「地下を通って城内に侵は入いってきたのではないか……と思ったのですが」

「おお！」

「ああっ！」

「なんと！」

　三者三様ながら、いずれもがジュンエンの指摘に驚き、そして感心した。

「そうか！　山士か！」

「はい、山士……というか、鉱脈掘り、いわゆる金かな掘ほりの連中ですね。わたしはそういうところで育ちましたので、その手の話も聞いたことがあるんです。これは百五十年ほど前の合戦だったらしいですが、トルワルデという堅けん城じようがありまして、そこは城の防御が堅いだけではなく、縄張り内にふんだんな湧き水があり、蓄えている兵糧も多く、攻撃軍は抜くのに苦労していたそうなんです。攻めても攻めても犠牲者が増えるだけの状況に業ごうを煮やした攻撃軍は、最後に近くの鉱山で働いていた金かな掘ほり衆しゆうを徴用して、地下道を掘らせたんです。城内に通じた地下道を通って兵を送り込み、中から守備部隊の背後を急襲して、ついに堅城を陥としたのだとか」

「なるほど。トロイアーダの木馬ならぬ、トルワルデの地下道か」

「なので、今回のル・アンヘルでも、ルーアル・ソシエダイ軍が金掘衆を集めて地下道を掘ったんじゃないかと。そう考えると、この報告書の疑問点が氷ひよう解かいするんです」

「ガブリエラ団長」

「え？　は、はい、副団長？」

「わたしを誉ほめてくれないか」

「あ？　ああ、そうですね、素晴らしい着ちやく想そうです。以前からその手の知識があったとはいえ、この報告書からそこまで連想を広げるのはなかなかできることではありませ……え？　あの？　副団長を誉める？　ジュンエンさん……ジュンエンではなく？」

「だからさ。こういうことを予測したわけでもなんでもないけれど、なんとなくジュンエンを専属秘書にしてしまったわたしの勘かんのよさを、だよ」

「た……たしかに凄いですね。盆地の魔女の直感、人にはあり得ない鋭さ……」

　そこまで言って、ガブリエラは慌てて右手で自分の口を塞いだ。

「ほほう、そうかい。それがガブリエラ団長の誉め言葉なんだね」

「あ、いえ、違うんです、そういうことでは全然なくて、その」

「団長のわたしに対する評価がよぅく判ったよ」

「ですから、違うんです～～」

　へこへこと頭を下げるガブリエラを睨んでいたレフレンシアだが、やがて表情を綻ほころばせて顔を巡らせた。

「いや、よくやった、ジュンエン。おそらく。間違いなく。確実に。君の想像は正せい鵠こくを射ている。そうだろう、団長？」

　顔を伏せたままぴたりと動きを止めたガブリエラが、ちらっとレフレンシアに視線だけを向けた。

「そ、そうですね。間違いないと思います」

「クシューシカは、どう思う？」

「どう思うといいますか……驚いたとしか言いようがありません」

「そうだな。しかし、迂う闊かつだった」

　レフレンシアは忌いま々いましそうに舌打ちした。

「山士、鉱夫、金掘衆。その手の存在を失念していたとはね。白兎騎士団しろうさぎだって銀山を掘っているというのに、そこへ発想が向かなかった己の迂闊さを責めたい気分だな」

「レフレンシア様に一票……の気分です」

「そうか。よし判った。ではわたしが団長を責めるから、わたしを団長が責めてくれ」

「え？　ええぇ？　それは不公平すぎます！」

「ははは、冗談だよ」

　と言うレフレンシアの目が笑っていないのが、なんだかとても恐い。

「それにしても」

　レフレンシアは目を転じ、傍かたわらで畏かしこまっているジュンエンを見やった。

「よく気がついてくれた、ジュンエン。今回ばかりは君に助けられた」

「いえ……自分は何も……レフレンシア様なら、いずれ気がついたはずでっす」

「そうかもしれないけれど、気がついたとしても、ずっとあとになってからだろうな。この局面で時間の無む駄だ遣づかいは痛すぎる。この段階で敵の採とった作戦が読めたのはありがたい。我々の今後の作戦行動を決める際の参考になるからね」

　ジュンエンの顔が綻んだ。尊敬する上司に誉められ、心の底から喜んでいるのが判る。一瞬、ガブリエラは少し微笑ましい気分になった。

　いえ、そんなことを言ってる場合ではありませんね。ル・アンヘルが陥ちたとなると、次に敵は……。

　ガブリエラは思い詰めたような表情でレフレンシアの顔を正面から見つめ、少ししてから、今度はクシューシカに視線を移した。

「副団長、クシューシカ筆頭、ルーアル・ソシエダイ軍は次にどう出ると思いますか？　どこを狙おうとするでしょうか？」

　たちまち二人の顔が引き締まった。

「ル・アンヘルを陥としたんだ。当然次は」

　とレフレンシアが言うと、そのあとをクシューシカが引き取った。

「こちらに兵力を持ってくるのではありませんか？」

「わたしもそう思います。となれば、わたしたちがどうすべきかを考えなくては。とはいえ、いま直ぐにこちらへ大部隊を展開できるほどの余裕はルーアル・ソシエダイにはないと……」

　と言いかけたガブリエラを、レフレンシアが右手を挙げて遮った。

「団長、その前に。先にコリントゥスを陥とした指揮官が、今回のル・アンヘル攻めも受け持ったと思うかい？」

　レフレンシアはまずガブリエラに、次にクシューシカに目を向けた。

「この鮮あざやかな手並み、おそらく同一人物なのではありませんか」

　とクシューシカが応えると、ガブリエラも小さく頷いた。

「……同一人物だと思います」

「わたしも同意見だな。ということは、我々の今後は、この優秀で有能な指揮官が兵を率いてこちらに出で張ばってくる、という前提で考えなくてはならないな」

　ごくりと、クシューシカが唾つばを呑のんだ。

「手強いですね」

「手強いな。この人物が誰なのかを、まず特定しておいたほうがいいのかもしれない。そこは保護色に期待するとして、早急に対策を立てないとならないね」

「しかし、レフレンシア様、ここに充分な兵を入れるだけの余力は、今のベティスにはないのではありませんか」

　とクシューシカが訊くと、レフレンシアはあっさりと頷いた。

「ないな」

「まだ築城中で万全の防御力も期待できない上に守備の兵も足りないとなれば、ここは捨てるしかないのでは？」

「そう結論を急がなくてもいいだろう。先ほど団長も言いかけたけど、ルーアル・ソシエダイ側も、直ぐにここを囲めるほどの兵力の展開は無理だと思うからさ。ここを完成させることができれば、維い持じできるかもしれない」

　レフレンシアがそう言うと、ガブリエラも、ええ、と頷いた。

「まずは城砦の完成を急がせて、間に合えばここに籠って抵抗。間に合わないようでしたら涙を呑んで撤収と、そんな基本方ほう針しんでいいように思いますけれど」

「そうだね。完成すれば、現状、白兎騎士団しろうさぎが二百五十、ベティスが二百で、計四百五十いる。もう少しだけ兵を追加してもらえれば、二千やそこらの攻撃軍なら跳ね返せるだろう」

　ガブリエラとレフレンシアのこの考えが甘い見通しだったわけではない。しかし、アリアンレイの次の一手は、二人の予想を超えて早かった。そして大胆だった。
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　この翌日、早くも城砦を目指して進軍してくるルーアル・ソシエダイ部隊のいることが確認された。

「兵数は？　およそ千？」

　報告を受けたガブリエラとレフレンシアは迷った。

　城砦の補強はまだ進んでいない。けれども寄せ手が一千なら、この状態でもなんとかなりそうだ。

　その僅かな迷いが決断を遅らせた……とすれば、アリアンレイの一手は妙手だったことになるのだが、実際はそうでもなかった。

　アリアンレイのほうにもやむにやまれぬ事情があっての一千だったのだ。

　シギルノジチとの同盟が成って、兵力に余裕ができたといっても、ルーアル・ソシエダイの兵員も無む尽じん蔵ぞうなわけではない。陥としたばかりのル・アンヘルを守備するための増援が本国から来るまでは、手持ちの兵すべてを投入するわけにもいかない。

　城砦が陥ちたという報告は、ル・アンヘルが陥ちたという報告を受けたガブリエラやレフレンシアと同じくらい、アリアンレイにとっても衝撃的だった。

　城砦を陥としたとあれば、ベティス軍は少なくとも二千以上の部隊を送って寄越したに違いない。だから、まずは一千を送って、相手の動きを牽けん制せいする。

　それがアリアンレイの考えだった。

　先に三千の攻撃軍が半数もの死傷者を出して跳ね返されたベティス軍に、まだそれだけの余力があったこともアリアンレイには驚きだった。さすがの彼女も、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが僅か二百かそこらの手勢で城砦を陥としたとは、この時点では摑つかめていない。

　今度は、アリアンレイが急がされる番だ。それだけの兵力を投入して突とつ貫かん作業をされたら、城砦はさほど間まを置かずに完成してしまう。何しろ途中まではルーアル・ソシエダイ軍が造っていたのだから。

　だからアリアンレイは、何よりも速度を重視せざるを得なかった。彼女としては仕方なく、まずは動かせる一千の部隊のみを急きゆう派はしたというのが真相だった。

　悪あく手しゆではないが、正着かどうかは微妙な一手だった。もしかすると疑問手だったかもしれない。しかし、その決断の早さが、今度はガブリエラとレフレンシアの読みを少し狂わせる。

　将棋スカツシエでは、疑問手が疑問手を呼び、悪手が悪手を呼ぶということがよくある。

　今回は、アリアンレイの疑問手に、ガブリエラとレフレンシアが疑問手で応えてしまったと、そう言えるのかもしれない。




　　　　　６




　城砦の築城は続行しつつ、ルーアル・ソシエダイ軍の今後の出方を見る。

　それが二人の下した決断だった。

　実際、城砦の近くまで来たルーアル・ソシエダイ軍一千は、築城を邪魔するわけでもなく、かといって付け城を築くでもなく、ネレイドの街の郊外に陣を張った。

　このまま築城を続ければ、数日で運用を開始できる水準にまで持っていける。

　ガブリエラやレフレンシアがそう思ったのも束つかの間ま、コリントゥス方面から増援軍が現れた。

　その数、およそ一千。

　コリントゥスが陥ちたことが、今さらながら大きく響いてきた。

　続けて、都市国家イリアスタが中心となったルーアル・ソシエダイの友好国の連合軍千五百が迫っていることが発覚した。

　失しつ態たい続きのイリアスタが、最後の力を振り絞しぼって諸都市の軍を糾きゆう合ごうした兵力だ。イリアスタとしては、ここらでなんらかの結果を出さなければ、バロス三世から見捨てられるという差し迫った事情があった。

　ル・アンヘルが陥ちたのなら、自国周辺を薄くしても大丈夫という判断もイリアスタ側にはあった。

　これでルーアル・ソシエダイ軍は三千五百に膨ふくれあがったことになる。それに加えてネレイドの街を始めとする近隣諸都市が動かせる部隊を合わせれば、四千近い大部隊が城砦奪回に集結したことになる。

　一方、城砦にいる白兎騎士団しろうさぎの兵力はたったの二百五十。新たに増援として送られたベティス軍一中隊を合わせても、ベティス軍は二中隊四百。合計で六百五十。

　城砦が未完成の上、兵力比は一対六。手持ちの兵ひよう糧ろうもあまり多くない――ルーアル・ソシエダイ軍が貯ちよ蔵ぞうしていた兵糧は奇襲の際の火事でかなりが失われている――という大劣勢。

　しかもルーアル・ソシエダイ軍は、一千をオクトスの街の近くまで進め、城砦とマナティウス方面の連絡を遮しや断だんする態勢を取ってきた。この一千を直ぐに排除できるだけの兵力が、残念ながら今のベティス側にはない。

　城砦は孤こ立りつ無む援えんの様相を呈ていしてきた。

　まさか、一気にここまで状況が悪化するとは、さすがのガブリエラもレフレンシアも思いもしなかった。

　城砦の構築を最優先するということで、大がかりな物もの見みを出していなかったのも裏目に出た。

「ルーアル・ソシエダイ軍に、これほど迅速に兵を動かす余力があるとはな。見通しが甘かったか」

　次々に入って来る報告を聞いていた、レフレンシアが舌打ちする。

　突貫工事で造った仮かり屋やの一室に、レフレンシアを始め、ガブリエラ、クシューシカ、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラの幹かん部ぶ連れんが顔を揃そろえている。急転したこの状況を受けて、今後の対応策を決めようと、レフレンシアが幹部会を招集したのだ。

　報告を持ってきたジュンエンを帰すと、レフレンシアは自席に戻り、隣に座るガブリエラに目を向けた。

「どうする、団長？　今ならまだ、尻に帆ほかけて逃げだすことはできるけど。全部放りだして逃げるかい？」

「そうですね。この兵力では、完成にはほど遠いこの城砦を守りきることは不可能……ですね」

　方卓に座る幹部たちの顔を見渡したガブリエラは、ですが、と呟くように言った。

「ただ逃げるだけなのも癪しやくですから、敵に一泡吹かせてから逃げませんか？」

　何人かの幹部がげんなりとした顔になったのに比して、アルゴラの目が妖あやしく光った。それをレフレンシアが見逃すはずがない。

「いい考えだな、団長。わたしは団長の考えを全面的に支持するぞ」

　ガブリエラの言う「一泡吹かせる」内容を確認する前から、アルゴラは大いに乗り気になっている。

　レフレンシアは内心でため息を吐ついた。

　アルゴラをその気にさせるようなことを、こういう席で言わないでもらいたいものだな、団長。だけど……。

　アルゴラは、中央湖なかのうみへの撤退作戦のときにガブリエラの作戦を採りあげ、大成功を収めたという経験をしている。

　そのときの経験が、アルゴラのガブリエラ団長に対する支持に繋がっていると、そういうことか。もしそうだとすると……珍しいこともあるものだな。

　とレフレンシアは少し意外に思う。

　いやいや、今はそんなことを考えている場合ではないな。

　レフレンシアは内心で首を横に振る。強く振る。

　彼女は訊かなくてはならないのだ。ガブリエラは、僅か六百かそこらの兵力で、どうやって四千近い大軍に一泡吹かせるつもりなのかを。

　そして話を聞いたら、その可否を判断しなくてはならないのだ。いくら団長とはいえ、ガブリエラだけでは他の幹部を説得するのは難しい。レフレンシアが賛同しなければ、幹部連は納得しないだろう。

　しかし、ガブリエラの提案する策が無茶苦茶だった場合は？

　いや……こいつの場合、いつも無茶な策を考えるから、判断に困るんだよな。

　苦笑したくなる自分を抑えつつ、レフレンシアはガブリエラに訊いた。なるべく平静に聞こえるようにと気をつけながら。

「で、団長、ここにいる六百と少しの兵力だけで、どうやって四千もの敵に一泡吹かせるつもりなんだい？」

「それはですね」
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　ここに来て、ついにアリアンレイとガブリエラの衝突が実現するのだろうか。

　風ふう雲うんは急を告げ、ベティス・白はく兎と連合とルーアル・ソシエダイ王国（と同盟国シギルノジチ経きよう国こく）の戦争は、次第に佳か境きようへと入っていく。
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　マルヴェル街道沿いに位置する都市国家連合の一つがグレン・ダ共同都市で、小国、ムメルノーシュは、共同都市を構成する都市国家だった。

　グレン・ダ共同都市に王はいないので、各都市に王宮は存在しない。王に代わる存在が各都市の「統とう治ち官かん」であろうか。統治官は終しゆう身しん制せいだが、世せ襲しゆう制ではなかった。本人が死亡するか引退すれば、共同統治会が次代の統治官を選せん任にんすることになる。

　ムメルノーシュの現統治官はジョジマゥル。

　そのジョジマゥルの邸てい宅たく付近。

　時刻は、およそ一刻時（今でいう午前二時頃）。

　空には半月が昇り、冷え冷えとした青白い月明かりを冬ふゆ寒ざむの地表に届けていた。

　その月明かりを受けて三つの人影が蠢うごめいた。黒い人影は大中小と揃そろっている。

「どうだ？」

「情報どおり。それなりに警戒しているが、忍び込めないほどじゃない」

「よっし、行こうか」

　三つの黒い影は、邸宅の周囲の高い壁をするすると器用によじ登って邸内に消えた。
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　ジョジマゥルの邸宅内。

　広々とした庭てい園えんに何本か立っている樹木の中の一本。その木の陰に先ほどの影三つが出現した。

　三人は太い幹みきに身を隠して庭園の様子を探る。たしかに邸内にも庭にも不ふ寝しん番ばんが何人もいて、見回って歩いている気配が伝わってくる。

　大きな影が唇くちびるだけを動かす。

〈鬱うつ陶とうしいな〉

　中程度の影が、やはり唇を動かして応えた。

〈気づかれずに忍び込めるだろうけど、時間がかかるし面倒だ。殺やってしまおうか〉

　小さな影も唇だけを動かす。

〈そのほうが早い〉

〈誰が殺る？〉

　大きな影が視線を動かすと、中くらいの影が両手を広げた。

〈不特定多数を殺るなら、こいつの出番だろ〉

　そいつが小刻みに体を揺すると、ぽとり、ぽとりと、何かが影の足下に落ちた。

〈不特定というわけじゃない。見張りだけ〉

　と小さな影が指し摘てきするが。

〈いいじゃんよ。面倒だから全部殺そうよ〉

〈殺しすぎるなとエスカ様に言われたのを忘れてる？〉

〈はいはい、見張りだけね。忘れちゃいませんよ〉

　屈かがみ込んだそいつは、自分の足下に落ちた何かに向かって囁ささやくように声をかけながら、腕をおかしなふうに動かした。

〈よし、行け〉

　ずぞぞぞっ、という地を這はう音を残して、何かが離れていった。

　中くらいの影はゆっくりと立ちあがり、大小二つの影に頷うなずいてみせる。

〈これでいい。少しだけ待とうや。四分ぶん時じくらいで片付くんじゃないかな〉

　三つの影はその存在を夜闇に溶かして消えた。
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　三つの影が再び姿を現したのは、きっかり四分時の後。

〈少なくとも、庭の見張りの気配は消えたな〉

〈屋敷に侵は入いろう〉

　三つの影はするすると動きだし、滑るような足取りで庭を進んでいく。

　庭園のあちこちで篝かがり火びが焚かれていて、その火ほ明あかりが庭園内に倒れている者の姿を浮かびあがらせる。それらにちらっと目を走らせた大きな影が唇を動かした。

〈相変わらず仕事が早い。毒の回りも早い〉

〈あたし自じ慢まんの子供たちだからね〉

〈屋敷内は？〉

〈もうじき片付くんじゃないかな〉

〈片付いていなければ、わたしらで片付ければいい〉

〈早く終わらせて、早く戻ろう〉

　三つの影は屋敷内へ通じる裏口の扉をこじ開け、身を滑り込ませた。
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　邸内の廊下の燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの橙だいだい色いろの炎に、大中小、三つの影がはっきりと照らしだされた。いずれも全身黒ずくめの出で立ち。黒い布で顔の半分を隠し、目だけが覗のぞいている。その目つきが異様に鋭い。

　三人は平然とした足取りで、真っ直ぐに二階へと通じる階段へ向かう。

　廊下には、邸内の警備に就ついていたと思われる者が何人も倒れていた。

　薄暗い廊下を何か黒っぽい縄なわのような物が這はい寄ってくる。

〈戻ってきたか〉

　黒縄のようなそれは、一人の足にまとわりついたかと思うと、ずるずると這い登っていく。その様を見た大きな者が呟つぶやいた。

〈そんな強力な毒蛇を何匹も体にまとわりつかせて、よく恐くないもんだな〉

〈恐いもんか。こいつらはあたしの子供なんだからさ〉

　黒縄……ならぬ猛毒を持った蛇を首に巻きつけ、そいつはにんまりと笑う。

〈ほら、可か愛わいいもんだろ〉

　首に巻きついた黒蛇は、鎌かま首くびを持ちあげ、ちろちろと長い舌を動かした。

〈どこが可愛いんだか〉

　大きな者が肩をすくめ首を横に振ると、小さな者が窘たしなめるように言う。

〈蛇の評価はあとにして。早く仕事を済まそう〉

〈判ってるって〉

　次々と戻ってくる毒蛇を回収しながら、三人は廊下を進んでいく。













　見張りはすでに全ぜん滅めつしているようだ。誰一人として――少なくとも生きている人間には――出会わない。

〈割とちょろい仕事だったな〉

　中程の者が呑のん気きそうに言うと、小さい者がまた窘める。

〈まだ終わってない〉

〈っても、終わったも同然だろ。こんなんで共同都市はこちらの言うことを聞くようになるのかね？〉

〈それはわたしらが考えることじゃない〉

　大きな者が同意した。

〈それは上の者が考えることだ。我ら黒くろ猫ねこの実働部隊は、エスカ様に命じられた仕事を果たすことだけを考えるべきだな〉

〈へぇへぇ、そうですね〉

　中程度の者は投げやりな態度で頷いたが、直すぐに表情を変え、凄そう絶ぜつな笑みを浮かべた。

〈じゃぁ、とりあえず命令完かん遂すいってことで、ジョジマゥルさんには死んでもらおうか〉





ガブリエラ戦せん記きⅡ　完










































　あとがき




　札さつ幌ぽろに移住してきて二カ月と少し。寒いけれど。日中でも氷点下の真冬日が続いたりもするけれど。雪も降るけれど。車に積もった雪を下ろすのが大変だけれども。札幌は快適です。とても快適です。




　舞まい阪さか 洸こうです、毎度ど～も。あるいは初めまして。




　引っ越しが終わり、段ボール山脈を見あげて呆然としていたのが十一月の中旬。もはや山脈は跡形もなく消滅！　部屋は広々として隅々まで見通せるようになりましたね。これは快適。

　そうして初めて迎える札幌での年末年始……だったのですが、恐れていたほど寒くはなく、積雪もほとんどなく。特に札幌を意識しないまま新年を迎えてしまいました。

　とはいえ、年が改まり二〇一一年になったとたん、それまでの暖冬傾向が噓うそのように寒くなり、雪も降り、舞阪は北の大地の洗礼を受けました。それでも寒さは覚悟していたほどではなく。真冬日でも、完全装備をすれば普通に出歩けます。日中、気温がプラスになれば、今日は少し暖かいな、などと感じる始末。すっかり札幌に飼い慣らされています。あるいは調教されています（笑）。

　ただし、暖房費はかかりますけどね。電気代はともかく、ガス代と灯油代の請求書を見て少しビビりました。でも、ガスのほうは自炊をしているのが料金大幅増の一因の気がします。だって、所沢の頃は自宅にガスコンロがなかったからね（笑）。

　冬期のこの暖房費は、きっと夏に取り返せると信じてる。だって、冷房費がかからないんだからね。

　わたしはエアコンの冷気が好きではなく、気温三十度程度なら、エアコンではなくて扇風機で我慢する質たちなので、札幌の夏ならエアコン要いらずのはず。だといいな。

　あと、札幌の冬で問題なのは、ランニングができないことです。せっかく所沢でランニングの癖をつけたのに、雪が溶けるまでは外を走れない。運動不足をどうやって解消しようかというのが、目下の悩みの種。いくらスキー場が近いとはいえ、毎日スキーに行くわけにもいかないしねぇ。

　あ、そういえば、今シーズン、まだスキーに行ってないや。スキー場が近いからいつでも行ける……とか思うと、逆に行けないものだね。

　それはさておき。

　去年の十一月に一巻が発売になった「ガブリエラ戦せん記きⅠ」略して「ガブ戦Ⅰ」は、なかなか好調な売れ行きを見せてくれたらしく、直すぐに重版がかかりました。これも応援してくれた読者の皆様のおかげ。ありがとうございます。優ゆう木きさんの華麗で美麗なカラーイラストと挿絵にも感謝。




　ところが。

　なんと今月にも重版がかかるらしいです。マジか!?　二カ月連続で重版だ。凄いな。シリーズが好調なスタートを切ることができて、本当に嬉うれしいです。

　もしかしてひょっとすると、北の大地の奥深くに眠る（重版）パワーをもらっているのかも？　あるいは、北の大地が贈ってくれた舞阪への引越祝いかしら？　だったら、遠慮せずにいただいておこうと思う所存。あるいは、もっとくださいと催促してもいい気がする（笑）。




　まぁ、そんなこんなで順調なスタートを切った札幌暮らし。

　ときどきラノベ札幌組の皆さんとお茶を飲んだり食事をしたりしながら、こっそりと悪巧みを進めたりしています。なんだか楽しいね。ちゃんと形になるといいなぁ。




　さて、ここでいつもの、「今後の予定」をば。

「乱らん☆恋こい」の三巻目は、たぶんおそらく五月頃の発売予定。

「真しんサムライガード１」は、だいたいおおよそ五月頃の発売予定。

「ガブリエラ戦記Ⅲ」は、きっとそのあと。夏には出せるのではないかな。

　でもって、「真サムライガード２」は七月頃に出せたり出せなかったりするかもしたりしれなかったり（なんのこっちゃ）。

　いずれの場合も、わたしがちゃんと原稿を書けば……ですが。




　あと、ミクシィで「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎコミュ」が絶賛営業中ですので、興味のある方はどうぞ。舞阪もコミュに入ってまして、ときどきレスを付けたり制作レポートを書き込んだりしています。




　ということで、次は「真サムガ１」か「乱☆恋３」でお会いしましょう。








二〇一一年一月吉日　　舞阪＠すっかり札幌市民だ洸
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Kou Maisaka




札幌快適！　大事なことなのでもう一度。札幌超快適!!　超も付けてみました。

いや～いいところだ札幌。寒い上に雪も降るけど。でも大丈夫。寒さには慣れる。というか、慣らされる。気温がプラスになれば、それだけで暖かいと感じるほど。

つまりわたしは札幌に調教されている。

それはさておき、舞阪百貨店別館稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/
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宮城県在住。

部屋の端っこで細々と絵を描いています。可愛い女の子と、太ももの絶対領域を描くのが大好き。

まだまだ未熟者ですが精一杯頑張りますのでよろしくお願い致します。
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